
議案第３９号 

 

宇部市の特定の事務を取り扱う郵便局の指定について  

 

下記のとおり宇部市の特定の事務を取り扱う郵便局を指定することについて、地

方公共団体の特定の事務の郵便局における取扱いに関する法律（平成１３年法律第

１２０号。以下「法」という。）第３条第３項の規定により、市議会の議決を求め

る。 

  令和８年２月２０日提出 

 

宇部市長  篠 﨑  圭 二     

 

記  

１ 指定する郵便局の名称及び所在地 

名         称  所 在 地 

宇部郵便局  宇部市常盤町二丁目１番２３号  

宇部中野郵便局  宇部市厚南中央六丁目４番１１－１号  

床波郵便局  宇部市床波二丁目５番３０号  

東岐波郵便局  宇部市大字東岐波２１５３番地３  

２ 指定する郵便局において取り扱う事務  

(1) 法第２条第６号に規定する個人番号カード用署名用電子証明書の発行の申

請の受付、署名利用者確認のための書類の受付及び当該申請に係る個人番号カ

ード用署名用電子証明書を記録した個人番号カードの引渡し並びに個人番号カ

ード用署名用電子証明書の失効を求める旨の申請の受付及び署名利用者確認の

ための書類の受付に関する事務  

(2) 法第２条第７号に規定する個人番号カード用利用者証明用電子証明書の発行

の申請の受付、利用者証明利用者確認のための書類の受付及び当該申請に係る

個人番号カード用利用者証明用電子証明書を記録した個人番号カードの引渡し

並びに個人番号カード用利用者証明用電子証明書の失効を求める旨の申請の受
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付及び利用者証明利用者確認のための書類の受付に関する事務 

(3) 法第２条第８号に規定する個人番号カード記録事項の変更に伴う届出の受付、

当該届出に係る個人番号カードの受付及び個人番号カード記録事項の変更その

他当該個人番号カードの適切な利用を確保するために必要な措置を講じた後の

返還に係る個人番号カードの引渡しに関する事務  

３ 指定する期間 

  令和８年１０月１日から令和９年３月３１日まで  

  ただし、当該指定期間が満了する日の３か月前までに、宇部市及び日本郵便株

式会社のいずれもが委託事務の取扱いを廃止する旨の意思表示をしないときは、

当該指定期間を１年間延長することとし、以後も同様とする。 
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カード・電子証明書の更新対象者

★令和９年１月～１０月にかけ、電子証明書の更新件数の増加が見込まれる。〔前年同期比の約２.１倍〕

議案第３９号 宇部市の特定の事務を取り扱う郵便局の指定について



郵便局での申請支援件数（R5.6月～R7.12月までの累計：4,167件）

＜地域別件数＞
・東岐波：６０９（15％）
・西岐波：８５５（20％）
・旧市内：１,０３２（25％）
・厚南･原：１,２１４（29％）
・北部地域：４５７（11％）

議案第３９号 宇部市の特定の事務を取り扱う郵便局の指定について



議
案
第
二
十
六
号 

 

宇
部
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
条
例
中
一
部
改
正
の
件 

 

宇
部
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
条
例
（
昭
和
五
十
一
年
条
例
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。 

令
和
八
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 
 

 
 

 

   

別
表
中
「
一
三
〇
円
」
を
「
一
五
〇
円
」
に
、
「
二
六
〇
円
」
を
「
三
一
〇
円
」
に
、
「
五
三

〇
円
」
を
「
六
三
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
備
考
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と

し
、
第
一
項
を
第
二
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

１ 

使
用
料
は
、
消
費
税
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
及
び
地
方
税
法
（
昭
和
二
十

五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
を
含
む
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
宇
部
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
の
使

用
に
係
る
使
用
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
使
用
に
係
る
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。 

「
説
明
」 

 

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
使
用
料
を
見
直
す
と
と
も
に
、
そ
の
他
所
要
の
整
備
を

行
う
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 

3
9



 

（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

別
表
（
第
五
条
関
係
） 

別
表
（
第
五
条
関
係
） 

区
分 

使
用
料
の
額 

午
前
九
時
か
ら
午
後
一

〇
時
ま
で 

一
時
間
に
つ
き 

大
集
会

室
、
会

議
室
、

和
室
、

調
理
室 

五
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
未
満 
一
三
〇
円

五
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上 

一
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
未
満 

二
六
〇
円

一
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上 

五
三
〇
円

 

区
分 

使
用
料
の
額 

午
前
九
時
か
ら
午
後
一

〇
時
ま
で 

一
時
間
に
つ
き 

大
集
会

室
、
会

議
室
、

和
室
、

調
理
室 

五
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
未
満 

一
五
〇
円

五
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上 

一
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
未
満 

三
一
〇
円

一
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上 

六
三
〇
円

 

備
考 

備
考 

 

１ 

使
用
料
は
、
消
費
税
法
（
昭
和
六
十
三
年

法
律
第
百
八
号
）
及
び
地
方
税
法
（
昭
和
二

十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に

よ
る
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
を
含
む 

 

。 

１ 

２ 

２ 

３ 

３ 

４ 

 

4
0



資料

【目　　的】

　　　受益者負担の適正化を図るため、使用料を見直すとともに、

　　その他所要の整備を行うもの。

【概　　要】

　　１　主な改正内容

　　　　○ふれあいセンターの使用料を下記のとおり改定する。（一律２０％の増額）

改定前 改定後

５０㎡未満 １３０円 １５０円

５０㎡以上
１００㎡未満

２６０円 ３１０円

１００㎡以上 ５３０円 ６３０円

※午前９時から午後１０時まで１時間につき

　　２　施行日

　　　　令和８年１０月１日

　　　　○使用料は、消費税法及び地方税法の規定による消費税額及び地方消費税
　　　　　額を含むことを明記

大集会室、
会議室、
和室、
調理室

区分



議
案
第
二
十
四
号 

 

宇
部
市
体
育
施
設
条
例
中
一
部
改
正
の
件 

 

宇
部
市
体
育
施
設
条
例
（
平
成
十
七
年
条
例
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

令
和
八
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 
 

 
 

 

  

別
表
一
の
表
中 

「 

八
二
〇
円

一
、
六
五
〇
円

二
、
四
七
〇
円 

 

を 

四
、
九
五
〇
円

 

九
、
九
〇
〇
円

一
四
、
八
五
〇
円

一
、
九
八
〇
円

三
、
九
七
〇
円

五
、
九
二
〇
円

七
、
九
一
〇
円

一
五
、
八
二
〇
円

二
三
、
七
七
〇
円

九
四
〇
円

四
七
〇
円

四
〇
〇
円

四
〇
〇
円

五
二
〇
円

二
〇
〇
円

二
〇
〇
円

二
六
〇
円

一
〇
〇
円

一
〇
〇
円

一
三
〇
円

卓
球
台
一
台
に
つ
き

 

一
〇
〇
円 

卓
球
台
一
台
に
つ
き

 

一
〇
〇
円 

卓
球
台
一
台
に
つ
き

 

一
三
〇
円 一

二
〇
円

一
二
〇
円

一
八
〇
円

三
二
〇
円

二
四
〇
円

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

「 

九
八
〇
円

一
、
九
八
〇
円

二
、
九
六
〇
円  

 
 

五
、
九
四
〇
円

一
一
、
八
八
〇
円

一
七
、
八
二
〇
円  

二
、
三
七
〇
円

四
、
七
六
〇
円

七
、
一
〇
〇
円  

2
1



 

に
改
め
る
。

九
、
四
九
〇
円

一
八
、
九
八
〇
円

二
八
、
五
二
〇
円 

一
、
一
二
〇
円

五
六
〇
円

四
八
〇
円

四
八
〇
円

六
二
〇
円 

二
四
〇
円

二
四
〇
円

三
一
〇
円 

一
二
〇
円

一
二
〇
円

一
五
〇
円 

卓
球
台
一
台
に
つ
き

 

一
二
〇
円 

卓
球
台
一
台
に
つ
き

 

一
二
〇
円 

卓
球
台
一
台
に
つ
き

 

一
五
〇
円 一

四
〇
円

一
四
〇
円

二
一
〇
円

三
八
〇
円

二
八
〇
円

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

別
表
二
の
表
中 

「 

八
〇
〇
円

八
〇
〇
円

一
、
四
六
〇
円 

 

を 

三
、
三
〇
〇
円

三
、
九
六
〇
円

九
、
〇
七
〇
円 
 

一
、
三
五
〇
円

一
、
六
〇
〇
円

二
、
八
八
〇
円

四
、
九
五
〇
円

六
、
六
〇
〇
円

一
四
、
四
三
〇
円

四
〇
〇
円

四
〇
〇
円

五
二
〇
円

二
〇
〇
円

二
〇
〇
円

二
六
〇
円

一
〇
〇
円

一
〇
〇
円

一
三
〇
円

卓
球
台
一
台
に
つ
き

 

一
〇
〇
円 

卓
球
台
一
台
に
つ
き

 

一
〇
〇
円 

卓
球
台
一
台
に
つ
き

 

一
三
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

「 

九
六
〇
円

九
六
〇
円

一
、
七
五
〇
円 

 
 

三
、
九
六
〇
円

四
、
七
五
〇
円

一
〇
、
八
八
〇
円 

一
、
六
二
〇
円

一
、
九
二
〇
円

三
、
四
五
〇
円 

五
、
九
四
〇
円

七
、
九
二
〇
円

一
七
、
三
一
〇
円 

四
八
〇
円

四
八
〇
円

六
二
〇
円 

二
四
〇
円

二
四
〇
円

三
一
〇
円 

2
2



に
改
め
る
。

一
二
〇
円

一
二
〇
円

一
五
〇
円

卓
球
台
一
台
に
つ
き

 

一
二
〇
円 

卓
球
台
一
台
に
つ
き

 

一
二
〇
円 

卓
球
台
一
台
に
つ
き

 

一
五
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

別
表
三
の
表
中 

「 
七
二
〇
円

八
九
〇
円 

 

を 

三
六
〇
円

四
四
〇
円

一
八
〇
円

二
二
〇
円

二
一
〇
円

二
四
〇
円

四
二
〇
円

六
〇
〇
円

四
二
〇
円

六
〇
〇
円

一
人
一
回
に
つ
き 

一
〇
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

「 

八
六
〇
円

一
、
〇
六
〇
円 

 

に
改
め
る
。

四
三
〇
円

五
二
〇
円

二
一
〇
円

二
六
〇
円

二
五
〇
円

二
八
〇
円

五
〇
〇
円

七
二
〇
円

五
〇
〇
円

七
二
〇
円

一
人
一
回
に
つ
き 

一
二
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

別
表
四
の
表
中
「
一
二
〇
円
」
を
「
一
四
〇
円
」
に
、
「
一
九
〇
円
」
を
「
二
二
〇
円
」
に
、

「
二
四
〇
円
」
を
「
二
八
〇
円
」
に
改
め
る
。 

別
表
五
の
表
中 

「 

七
〇
〇
円

一
、
一
〇
〇
円

一
、
三
〇
〇
円 

 
 

一
、
一
〇
〇
円

一
、
七
〇
〇
円

一
、
九
〇
〇
円 

八
〇
〇
円

一
、
四
〇
〇
円

一
、
五
〇
〇
円 

七
〇
〇
円

一
、
一
〇
〇
円

一
、
三
〇
〇
円 

八
〇
〇
円

一
、
四
〇
〇
円

一
、
五
〇
〇
円  

 
 

2
3



一
人
一
回
に
つ
き 

二
〇
〇
円 

回
数
券
（
二
〇
〇
円
券
一
二
枚
） 

二
、
〇
〇
〇
円 

 
 

を 

一
、
八
〇
〇
円

三
、
〇
〇
〇
円

四
、
〇
〇
〇
円

三
、
六
〇
〇
円

六
、
〇
〇
〇
円

八
、
〇
〇
〇
円

一
時
間
に
つ
き 

六
〇
〇
円 

コ
ー
ト
一
面
一
時
間
に
つ
き 

六
〇
〇
円 

コ
ー
ト
一
面
一
時
間
に
つ
き 

三
〇
〇
円 

卓
球
台
一
台
一
時
間
に
つ
き 

一
五
〇
円 

一
、
〇
〇
〇
円

一
、
六
〇
〇
円

一
、
九
〇
〇
円

一
、
五
〇
〇
円

二
、
六
〇
〇
円

二
、
八
〇
〇
円

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇
円 

一
時
間
に
つ
き 

三
〇
〇
円 

四
、
二
〇
〇
円

七
、
〇
〇
〇
円

七
、
八
〇
〇
円

八
、
四
〇
〇
円

一
四
、
〇
〇
〇
円

一
五
、
六
〇
〇
円

一
時
間
に
つ
き 

七
〇
〇
円 

コ
ー
ト
一
面
一
時
間
に
つ
き 

一
、
四
〇
〇
円 

コ
ー
ト
一
面
一
時
間
に
つ
き 

七
〇
〇
円 

コ
ー
ト
一
面
一
時
間
に
つ
き 

三
五
〇
円 

卓
球
台
一
台
一
時
間
に
つ
き 

二
〇
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

「 

八
四
〇
円

一
、
三
二
〇
円

一
、
五
六
〇
円 

 
 

一
、
三
二
〇
円

二
、
〇
四
〇
円

二
、
二
八
〇
円

九
六
〇
円

一
、
六
八
〇
円

一
、
八
〇
〇
円

八
四
〇
円

一
、
三
二
〇
円

一
、
五
六
〇
円

九
六
〇
円

一
、
六
八
〇
円

一
、
八
〇
〇
円

一
人
一
回
に
つ
き 

二
四
〇
円 

回
数
券
（
二
四
〇
円
券
一
二
枚
） 

二
、
四
〇
〇
円 

二
、
一
六
〇
円

三
、
六
〇
〇
円

四
、
八
〇
〇
円

四
、
三
二
〇
円

七
、
二
〇
〇
円

九
、
六
〇
〇
円

一
時
間
に
つ
き 

七
二
〇
円 

コ
ー
ト
一
面
一
時
間
に
つ
き 

七
二
〇
円 

コ
ー
ト
一
面
一
時
間
に
つ
き 

三
六
〇
円 

 

2
4



 

に
改
め
る
。 

卓
球
台
一
台
一
時
間
に
つ
き 

一
八
〇
円 

一
、
二
〇
〇
円

一
、
九
二
〇
円

二
、
二
八
〇
円

一
、
八
〇
〇
円

三
、
一
二
〇
円

三
、
三
六
〇
円

一
時
間
に
つ
き 

六
〇
〇
円 

一
時
間
に
つ
き 
三
六
〇
円 

五
、
〇
四
〇
円

八
、
四
〇
〇
円

九
、
三
六
〇
円

一
〇
、
〇
八
〇
円

一
六
、
八
〇
〇
円

一
八
、
七
二
〇
円

一
時
間
に
つ
き 

八
四
〇
円 

コ
ー
ト
一
面
一
時
間
に
つ
き 

一
、
六
八
〇
円 

コ
ー
ト
一
面
一
時
間
に
つ
き 

八
四
〇
円 

コ
ー
ト
一
面
一
時
間
に
つ
き 

四
二
〇
円 

卓
球
台
一
台
一
時
間
に
つ
き 

二
四
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

 

別
表
六
の
表
恩
田
運
動
公
園
の
部
陸
上
競
技
場
の
項
中 

「 

午
前
八
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇
円 

 
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

「 

午
前
八
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

一
時
間
に
つ
き 

六
〇
〇
円 

 

に
改
め
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

同
表
中
央
公
園
の
部
弓
道
場
の
項
中 

「 

九
〇
〇
円

一
、
一
六
〇
円 

 

を 

一
回
に
つ
き 

一
五
〇
円 

一
回
に
つ
き 

七
〇
円 

五
、
四
〇
〇
円

二
、
七
〇
〇
円

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

「 

一
、
〇
八
〇
円

一
、
三
九
〇
円 

 
 

一
回
に
つ
き 

一
八
〇
円 
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に
改
め
、 

一
回
に
つ
き 

八
〇
円 

六
、
四
八
〇
円

三
、
二
四
〇
円

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

同
表
常
盤
公
園
の
部
多
目
的
広
場
の
項
中
「
二
四
〇
円
」
を
「
二
八
〇
円
」
に
、
「
一
二
〇
円
」

を
「
一
四
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
サ
ッ
カ
ー
場
の
項
中 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 

一
、
二
〇
〇
円

を 
一
、
四
四
〇
円

に
改
め
る
。 

六
〇
〇
円

七
二
〇
円

六
〇
〇
円

七
二
〇
円

三
〇
〇
円

三
六
〇
円

三
〇
〇
円

三
六
〇
円

一
五
〇
円

一
八
〇
円

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
宇
部
市
体
育
施
設
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
の
利
用
に
係
る

利
用
料
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
利
用
に
係
る
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。 

「
説
明
」 

 

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
利
用
料
金
を
見
直
す
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 
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（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

別
表
（
第
九
条
関
係
） 

別
表
（
第
九
条
関
係
） 

一 
 

一 
 

区
分 

利
用
料
金
の
額 

午
前
八

時
か
ら

正
午
ま

で
一
時

間
に
つ

き 

正
午
か

ら
午
後

六
時
ま

で
一
時

間
に
つ

き 

午
後
六

時
か
ら

午
後
一

〇
時
ま

で
一
時

間
に
つ

き 

専
用

利
用 

入
場

料
、

会
費

等
を

徴
収

し
な

い
場

合 

ア
マ
チ
ュ

ア
ス
ポ
ー

ツ
又
は
非

営
利
目
的

で
利
用
す

る
場
合 

八
二
〇

円 

一
、
六 

五
〇
円 

二
、
四 

七
〇
円 

 

プ
ロ
ス
ポ

ー
ツ
又
は

営
利
目
的

で
利
用
す

る
場
合 

四
、
九 

五
〇
円 

九
、
九 

〇
〇
円 

 

一
四
、 

八
五
〇

円 

 

入
場

料
、

会
費

等
を

徴
収

す
る

場
合 

ア
マ
チ
ュ

ア
ス
ポ
ー

ツ
又
は
非

営
利
目
的

で
利
用
す

る
場
合 

一
、
九 

八
〇
円 

三
、
九 

七
〇
円 

五
、
九 

二
〇
円 

 

プ
ロ
ス
ポ

ー
ツ
又
は

営
利
目
的

で
利
用
す

る
場
合 

七
、
九 

一
〇
円 

一
五
、 

八
二
〇

円 

二
三
、 

七
七
〇

円 

 

ロ
ビ

ー
の

み
を

利
用

す
る

場
合 

全面
一
時
間

に
つ
き 

九
四
〇
円

 

半面
一
時
間

に
つ
き 

四
七
〇
円

一
般

利
用 

半
面 

四
〇
〇

円 

四
〇
〇

円 

五
二
〇

円 

 

四
分
の
一
面 

二
〇
〇

円 

二
〇
〇

円 

二
六
〇

円 

 

八
分
の
一
面 

一
〇
〇

円 

一
〇
〇

円 

一
三
〇

円 

区
分 

利
用
料
金
の
額 

午
前
八

時
か
ら

正
午
ま

で
一
時

間
に
つ

き 

正
午
か

ら
午
後

六
時
ま

で
一
時

間
に
つ

き 

午
後
六

時
か
ら

午
後
一

〇
時
ま

で
一
時

間
に
つ

き 

専
用

利
用 

入
場

料
、

会
費

等
を

徴
収

し
な

い
場

合 

ア
マ
チ
ュ

ア
ス
ポ
ー

ツ
又
は
非

営
利
目
的

で
利
用
す

る
場
合 

九
八
〇

円 

一
、
九 

八
〇
円 

二
、
九 

六
〇
円 

 
プ
ロ
ス
ポ

ー
ツ
又
は

営
利
目
的

で
利
用
す

る
場
合 

五
、
九 

四
〇
円 

一
一
、 

八
八
〇

円 
 
 

一
七
、 

八
二
〇

円 

 

入
場

料
、

会
費

等
を

徴
収

す
る

場
合 

ア
マ
チ
ュ

ア
ス
ポ
ー

ツ
又
は
非

営
利
目
的

で
利
用
す

る
場
合 

二
、
三 

七
〇
円 

四
、
七 

六
〇
円 

七
、
一 

〇
〇
円 

 

プ
ロ
ス
ポ

ー
ツ
又
は

営
利
目
的

で
利
用
す

る
場
合 

九
、
四 

九
〇
円 

一
八
、 

九
八
〇

円 

二
八
、 

五
二
〇

円 

 

ロ
ビ

ー
の

み
を

利
用

す
る

場
合 

全面
一
時
間

に
つ
き 

一
、
一
二
〇
円

 

半面
一
時
間

に
つ
き 

五
六
〇
円

一
般

利
用 

半
面 

四
八
〇

円 

四
八
〇

円 

六
二
〇

円 

 

四
分
の
一
面 

二
四
〇

円 

二
四
〇

円 

三
一
〇

円 

 

八
分
の
一
面 

一
二
〇

円 

一
二
〇

円 

一
五
〇

円 
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卓
球
に
利
用
す

る
場
合 

卓
球
台

一
台
に

つ
き 

一
〇
〇

円 

卓
球
台

一
台
に

つ
き 

一
〇
〇

円 

卓
球
台

一
台
に

つ
き 

一
三
〇

円 

会
議

室 

一
時
間
に
つ
き 

一
二
〇
円

審
判

室 

一
二
〇
円

控
室

一 

一
八
〇
円

控
室

二 
三
二
〇
円

控
室

三 

二
四
〇
円

   
 

 
 

 

卓
球
に
利
用
す

る
場
合 

卓
球
台

一
台
に

つ
き 

一
二
〇

円 

卓
球
台

一
台
に

つ
き 

一
二
〇

円 

卓
球
台

一
台
に

つ
き 

一
五
〇

円 

会
議

室 

一
時
間
に
つ
き 

一
四
〇
円

審
判

室 

一
四
〇
円

控
室

一 

二
一
〇
円

控
室

二 

三
八
〇
円

控
室

三 

二
八
〇
円

   
 

二 
 

二 

区
分 

利
用
料
金
の
額 

午
前
八

時
か
ら

正
午
ま

で
一
時

間
に
つ

き 

正
午
か

ら
午
後

六
時
ま

で
一
時

間
に
つ

き 

午
後
六

時
か
ら

午
後
一

〇
時
ま

で
一
時

間
に
つ

き 

西部体育館
専用利用
入
場

料
、

会
費

等
を

徴
収

し
な

い
場

合 

ア
マ
チ
ュ

ア
ス
ポ
ー

ツ
又
は
非

営
利
目
的

で
利
用
す

る
場
合 

八
〇
〇

円 

八
〇
〇

円 

一
、
四 

六
〇
円 

 
 

プ
ロ
ス
ポ

ー
ツ
又
は

営
利
目
的

で
利
用
す

る
場
合 

三
、
三 

〇
〇
円 

三
、
九 

六
〇
円 

九
、
〇 

七
〇
円 

 

 
 

入
場

料
、

会
費

等
を

徴
収

す
る

場
合 

ア
マ
チ
ュ

ア
ス
ポ
ー

ツ
又
は
非

営
利
目
的

で
利
用
す

る
場
合 

一
、
三 

五
〇
円 

一
、
六 

〇
〇
円 

二
、
八 

八
〇
円 

 
 

プ
ロ
ス
ポ

ー
ツ
又
は

営
利
目
的

で
利
用
す

る
場
合 

四
、
九 

五
〇
円 

六
、
六 

〇
〇
円 

一
四
、 

四
三
〇

円 

 
 

 
 

区
分 

利
用
料
金
の
額 

午
前
八

時
か
ら

正
午
ま

で
一
時

間
に
つ

き 

正
午
か

ら
午
後

六
時
ま

で
一
時

間
に
つ

き 

午
後
六

時
か
ら

午
後
一

〇
時
ま

で
一
時

間
に
つ

き 

西部体育館
専用利用
入
場

料
、

会
費

等
を

徴
収

し
な

い
場

合 

ア
マ
チ
ュ

ア
ス
ポ
ー

ツ
又
は
非

営
利
目
的

で
利
用
す

る
場
合 

九
六
〇

円 

九
六
〇

円 
一
、
七 

五
〇
円 

 
 

プ
ロ
ス
ポ

ー
ツ
又
は

営
利
目
的

で
利
用
す

る
場
合 

三
、
九 

六
〇
円 

四
、
七 

五
〇
円 

一
〇
、 

八
八
〇

円 
 
 

 
 

入
場

料
、

会
費

等
を

徴
収

す
る

場
合 

ア
マ
チ
ュ

ア
ス
ポ
ー

ツ
又
は
非

営
利
目
的

で
利
用
す

る
場
合 

一
、
六 

二
〇
円 

一
、
九 

二
〇
円 

三
、
四 

五
〇
円 

 
 

プ
ロ
ス
ポ

ー
ツ
又
は

営
利
目
的

で
利
用
す

る
場
合 

五
、
九 

四
〇
円 

七
、
九 

二
〇
円 

一
七
、 

三
一
〇

円 
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一般利用
半
面 

四
〇
〇

円 

四
〇
〇

円 

五
二
〇

円 

 
四
分
の
一
面 

二
〇
〇

円 

二
〇
〇

円 

二
六
〇

円 

 

八
分
の
一
面 

一
〇
〇

円 

一
〇
〇

円 

一
三
〇

円 

 

卓
球
に
利
用
す

る
場
合 

卓
球
台

一
台
に

つ
き 

一
〇
〇

円 
卓
球
台

一
台
に

つ
き 

一
〇
〇

円 

卓
球
台

一
台
に

つ
き 

一
三
〇

円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一般利用
半
面 

四
八
〇

円 

四
八
〇

円 

六
二
〇

円 

 

四
分
の
一
面 

二
四
〇

円 

二
四
〇

円 

三
一
〇

円 

 

八
分
の
一
面 

一
二
〇

円 

一
二
〇

円 

一
五
〇

円 

 

卓
球
に
利
用
す

る
場
合 

卓
球
台

一
台
に

つ
き 

一
二
〇

円 

卓
球
台

一
台
に

つ
き 

一
二
〇

円 

卓
球
台

一
台
に

つ
き 

一
五
〇

円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三 

三 

区
分 

利
用
料
金
の
額 

午
前
八
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
一
時

間
に
つ
き 

午
後
六
時
か
ら
午

後
一
〇
時
ま
で
一

時
間
に
つ
き 

体
育

室 

全
面 

七
二
〇
円

八
九
〇
円 

 
 
 

半
面 

三
六
〇
円

四
四
〇
円 

四
分
の

一
面 

一
八
〇
円

二
二
〇
円 

ス
テ
ー
ジ 

二
一
〇
円

二
四
〇
円 

集
会
娯
楽
室 

四
二
〇
円

六
〇
〇
円 

企
画
研
修
室 

四
二
〇
円

六
〇
〇
円 

ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム 

一
人
一
回
に
つ
き 

一
〇
〇
円 

   
 

区
分 

利
用
料
金
の
額 

午
前
八
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
一
時

間
に
つ
き 

午
後
六
時
か
ら
午

後
一
〇
時
ま
で
一

時
間
に
つ
き 

体
育

室 
全
面 

八
六
〇
円

一
、
〇
六
〇
円

半
面 

四
三
〇
円

五
二
〇
円

四
分
の

一
面 

二
一
〇
円

二
六
〇
円

ス
テ
ー
ジ 

二
五
〇
円

二
八
〇
円

集
会
娯
楽
室 
五
〇
〇
円

七
二
〇
円

企
画
研
修
室 
五
〇
〇
円

七
二
〇
円

ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム 

一
人
一
回
に
つ
き 

一
二
〇
円 

   
 

四 
 

四 
 

区
分 

利
用
料
金
の
額 

午
前
八
時
か
ら
午
後

九
時
ま
で
（
楠
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
に
あ
っ
て

は
、
午
後
一
〇
時
ま

で
）
一
時
間
に
つ
き 

東
岐
波
体

育
広
場 

グ
ラ
ウ
ン
ド 

一
二
〇
円

   

東
部
体
育

広
場 

グ
ラ
ウ
ン
ド 

一
面 

一
二
〇
円 

会
議
室 

一
九
〇
円

   
 

厚
南
体
育

広
場 

グ
ラ
ウ
ン

ド 

全
面 

二
四
〇
円

半
面 

一
二
〇
円

黒
石
体
育

広
場 

グ
ラ
ウ
ン

ド 

全
面 

二
四
〇
円

半
面 

一
二
〇
円

 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

一
面 

一
二
〇
円 

 

区
分 

利
用
料
金
の
額 

午
前
八
時
か
ら
午
後

九
時
ま
で
（
楠
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
に
あ
っ
て

は
、
午
後
一
〇
時
ま

で
）
一
時
間
に
つ
き 

東
岐
波
体

育
広
場 

グ
ラ
ウ
ン
ド 

一
四
〇
円

   

東
部
体
育

広
場 

グ
ラ
ウ
ン
ド 

一
面 

一
四
〇
円 

会
議
室 

二
二
〇
円

   
 

厚
南
体
育

広
場 

グ
ラ
ウ
ン

ド 

全
面 

二
八
〇
円

半
面 

一
四
〇
円

黒
石
体
育

広
場 

グ
ラ
ウ
ン

ド 

全
面 

二
八
〇
円

半
面 

一
四
〇
円

 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

一
面 

一
四
〇
円 
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楠
体
育
広

場 
グ
ラ
ウ
ン
ド 

一
二
〇
円

楠
テ
ニ
ス

コ
ー
ト 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

一
面 

一
二
〇
円 

   
 

   
 

 
   

楠
体
育
広

場 

グ
ラ
ウ
ン
ド 

一
四
〇
円

楠
テ
ニ
ス

コ
ー
ト 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

一
面 

一
四
〇
円 

   
 

   
 

五 
 

五 
 

区
分 

利
用
料
金
の
額 

午
前
九

時
か
ら

正
午
ま

で 

正
午
か

ら
午
後

五
時
ま

で 

午
後
五

時
か
ら

午
後
九

時
ま
で 

サ
ン

ラ
イ

フ
宇

部 

研
修
室 

七
〇
〇

円 

一
、
一 

〇
〇
円 

一
、
三 

〇
〇
円 

第
一
教
養
文
化
室 

一
、
一 

〇
〇
円 

一
、
七 

〇
〇
円 

一
、
九 

〇
〇
円 

第
二
教
養
文
化
室 

会
議
室 

八
〇
〇

円 

一
、
四 

〇
〇
円 

一
、
五 

〇
〇
円 

小
会
議
室 

七
〇
〇

円 

一
、
一 

〇
〇
円 

一
、
三 

〇
〇
円 

職
業
講
習
室 

八
〇
〇

円 

一
、
四 

〇
〇
円 

一
、
五 

〇
〇
円 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室 

一
人
一
回
に
つ
き 

二
〇

〇
円 

回
数
券
（
二
〇
〇
円
券
一

二
枚
） 

二
、
〇
〇
〇
円

体育館
専用利用 

い
す
を
利
用

し
な
い
場
合

一
、
八

〇
〇
円 

三
、
〇

〇
〇
円 

四
、
〇

〇
〇
円 

い
す
を
利
用

す
る
場
合 

三
、
六

〇
〇
円 

六
、
〇

〇
〇
円 

八
、
〇

〇
〇
円 

一般利用 

全
面 

一
時
間
に
つ
き 

六
〇
〇

円 

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
に
利
用
す

る
場
合 

コ
ー
ト
一
面
一
時
間
に
つ

き 

六
〇
〇
円 

バ
ド
ミ
ン
ト

ン
に
利
用
す

る
場
合 

コ
ー
ト
一
面
一
時
間
に
つ

き 

三
〇
〇
円 

卓
球
に
利
用

す
る
場
合 

卓
球
台
一
台
一
時
間
に
つ

き 

一
五
〇
円 

パ
ル

セ
ン

タ
ー

宇
部 

研
修
室 

一
、
〇

〇
〇
円 

一
、
六

〇
〇
円 

一
、
九

〇
〇
円 

研
修
室
二 

一
、
五

〇
〇
円 

二
、
六

〇
〇
円 

二
、
八

〇
〇
円 

会
議
室 

 

サ
ー
ク
ル
ル
ー
ム

一 

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇

円 

区
分 

利
用
料
金
の
額 

午
前
九

時
か
ら

正
午
ま

で 

正
午
か

ら
午
後

五
時
ま

で 

午
後
五

時
か
ら

午
後
九

時
ま
で 

サ
ン

ラ
イ

フ
宇

部 
研
修
室 

八
四
〇

円 

一
、
三

二
〇
円 

一
、
五

六
〇
円 

第
一
教
養
文
化
室 

一
、
三

二
〇
円 

二
、
〇

四
〇
円 

二
、
二

八
〇
円 
第
二
教
養
文
化
室 

会
議
室 

九
六
〇

円 

一
、
六

八
〇
円 

一
、
八

〇
〇
円 

小
会
議
室 

八
四
〇

円 

一
、
三

二
〇
円 

一
、
五

六
〇
円 

職
業
講
習
室 

九
六
〇

円 

一
、
六

八
〇
円 

一
、
八

〇
〇
円 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室 
一
人
一
回
に
つ
き 

二
四

〇
円 

回
数
券
（
二
四
〇
円
券
一

二
枚
） 
二
、
四
〇
〇
円

体育館
専用利用
い
す
を
利
用

し
な
い
場
合

二
、
一

六
〇
円 

三
、
六

〇
〇
円 

四
、
八

〇
〇
円 

い
す
を
利
用

す
る
場
合 

四
、
三

二
〇
円 

七
、
二

〇
〇
円 

九
、
六

〇
〇
円 

一般利用
全
面 

一
時
間
に
つ
き 

七
二
〇

円 

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
に
利
用
す

る
場
合 

コ
ー
ト
一
面
一
時
間
に
つ

き 

七
二
〇
円 

バ
ド
ミ
ン
ト

ン
に
利
用
す

る
場
合 

コ
ー
ト
一
面
一
時
間
に
つ

き 

三
六
〇
円 

卓
球
に
利
用

す
る
場
合 

卓
球
台
一
台
一
時
間
に
つ

き 

一
八
〇
円 

パ
ル

セ
ン

タ
ー

宇
部

研
修
室 

一
、
二

〇
〇
円 

一
、
九

二
〇
円 

二
、
二

八
〇
円 

研
修
室
二 

一
、
八

〇
〇
円 

三
、
一

二
〇
円 

三
、
三

六
〇
円 

会
議
室 

 

サ
ー
ク
ル
ル
ー
ム

一 

一
時
間
に
つ
き 

六
〇
〇

円 

3
0



 

 
サ
ー
ク
ル
ル
ー
ム

一 

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇

円 

 
サ
ー
ク
ル
ル
ー
ム

二 

 

 

サ
ー
ク
ル
ル
ー
ム

三 

一
時
間
に
つ
き 

三
〇
〇

円 

 

体育館
専用利用 

い
す
を
利
用

し
な
い
場
合

四
、
二

〇
〇
円 

七
、
〇

〇
〇
円 

七
、
八

〇
〇
円 

 

い
す
を
利
用

す
る
場
合 

八
、
四

〇
〇
円 

一
四
、

〇
〇
〇

円 

一
五
、

六
〇
〇

円 

 

一般利用 

半
面 

一
時
間
に
つ
き 

七
〇
〇

円 

 

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
に
利

用
す
る
場
合

コ
ー
ト
一
面
一
時
間
に
つ

き 

一
、
四
〇
〇
円 

 

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
に
利
用
す

る
場
合 

コ
ー
ト
一
面
一
時
間
に
つ

き 

七
〇
〇
円 

 

バ
ド
ミ
ン
ト

ン
に
利
用
す

る
場
合 

コ
ー
ト
一
面
一
時
間
に
つ

き 

三
五
〇
円 

 

卓
球
に
利
用

す
る
場
合 

卓
球
台
一
台
一
時
間
に
つ

き 

二
〇
〇
円 

   
 

 

サ
ー
ク
ル
ル
ー
ム

一 

一
時
間
に
つ
き 

六
〇
〇

円 

 

サ
ー
ク
ル
ル
ー
ム

二 

 

 

サ
ー
ク
ル
ル
ー
ム

三 

一
時
間
に
つ
き 

三
六
〇

円 

 

体育館
専用利用
い
す
を
利
用

し
な
い
場
合

五
、
〇

四
〇
円 

八
、
四

〇
〇
円 

九
、
三

六
〇
円 

 

い
す
を
利
用

す
る
場
合 

一
〇
、

〇
八
〇

円 
 
 

一
六
、

八
〇
〇

円 

一
八
、

七
二
〇

円 

 

一般利用
半
面 

一
時
間
に
つ
き 

八
四
〇

円 

 

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
に
利

用
す
る
場
合

コ
ー
ト
一
面
一
時
間
に
つ

き 

一
、
六
八
〇
円 

 

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
に
利
用
す

る
場
合 

コ
ー
ト
一
面
一
時
間
に
つ

き 

八
四
〇
円 

 

バ
ド
ミ
ン
ト

ン
に
利
用
す

る
場
合 

コ
ー
ト
一
面
一
時
間
に
つ

き 

四
二
〇
円 

 
卓
球
に
利
用

す
る
場
合 

卓
球
台
一
台
一
時
間
に
つ

き 

二
四
〇
円 

   
 

六 
 

六 
 

都
市

公
園

名 

名
称 

利
用
料
金
の
額 

恩
田

運
動

公
園  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

陸
上

競
技

場 

種
別 

単
位 

 
 

専
用

利
用 

午
前
八
時
か
ら

午
後
九
時
ま
で

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇
円

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
央

公
園  

 
 

 
 

 

弓
道

場 

種
別

区
分 

午
前
八
時
か

ら
午
後
六
時

ま
で
一
時
間

に
つ
き 

午
後
六
時
か

ら
午
後
一
〇

時
ま
で
一
時

間
に
つ
き 

 
 

専
用

利
用 

九
〇
〇
円
一
、
一
六
〇

円 

 
 

一
般

利
用

大
人 

一
回
に
つ
き 

一
五
〇
円 

 
 

小
人 

一
回
に
つ
き 

七
〇
円 

都
市

公
園

名 

名
称 

利
用
料
金
の
額 

恩
田

運
動

公
園  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

陸
上

競
技

場 

種
別 

単
位 

 
 

専
用

利
用 

午
前
八
時
か
ら

午
後
九
時
ま
で

一
時
間
に
つ
き 

六
〇
〇
円

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
央

公
園  

 
 

 
 

 

弓
道

場 

種
別

区
分 

午
前
八
時
か

ら
午
後
六
時

ま
で
一
時
間

に
つ
き 

午
後
六
時
か

ら
午
後
一
〇

時
ま
で
一
時

間
に
つ
き 

 
 

専
用

利
用 

一
、
〇
八
〇

円 

一
、
三
九
〇

円 

 
 

一
般

利
用

大
人 

一
回
に
つ
き 

一
八
〇
円 

 
 

小
人 

一
回
に
つ
き 

八
〇
円 

3
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年
間

利
用

大
人 

五
、
四
〇
〇
円 

 
 

小
人 

二
、
七
〇
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常
盤

公
園 

多
目

的
広

場 

区
分 

単
位 

 

全
面 
午
前
八
時
か

ら
午
後
九
時

ま
で
一
時
間

に
つ
き 

二
四
〇
円 

 

半
面 

一
二
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

サ
ッ

カ
ー

場 

区
分 

単
位 

 

 

全面 

一
般
（ 

大
学
生

及
び
高

等
専
門

学
校
生

を
含
む 

。
） 

午
前
八
時
か

ら
午
後
九
時

ま
で
一
時
間

に
つ
き 

一
、
二
〇
〇

円 

 
 

高
校
生

以
下 

六
〇
〇
円

 
 

半面 

一
般
（ 

大
学
生

及
び
高

等
専
門

学
校
生

を
含
む 

。
） 

六
〇
〇
円

 
 

高
校
生

以
下 

三
〇
〇
円

 
 

四分の一面 

一
般
（ 

大
学
生

及
び
高

等
専
門

学
校
生

を
含
む 

。
） 

三
〇
〇
円

 
 

高
校
生

以
下 

一
五
〇
円

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

年
間

利
用

大
人 

六
、
四
八
〇
円 

 
 

小
人 

三
、
二
四
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常
盤

公
園 

多
目

的
広

場 

区
分 

単
位 

 

全
面 

午
前
八
時
か

ら
午
後
九
時

ま
で
一
時
間

に
つ
き 

二
八
〇
円 

 

半
面 

一
四
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

サ
ッ

カ
ー

場 

区
分 

単
位 

 

 

全面 

一
般
（ 

大
学
生

及
び
高

等
専
門

学
校
生

を
含
む 

。
） 

午
前
八
時
か

ら
午
後
九
時

ま
で
一
時
間

に
つ
き 

一
、
四
四
〇

円 

 
 

高
校
生

以
下 

七
二
〇
円

 
 

半面 

一
般
（ 

大
学
生

及
び
高

等
専
門

学
校
生

を
含
む 

。
） 

七
二
〇
円

 
 

高
校
生

以
下 

三
六
〇
円

 
 

四分の一面 

一
般
（ 

大
学
生

及
び
高

等
専
門

学
校
生

を
含
む 

。
） 

三
六
〇
円

 
 

高
校
生

以
下 

一
八
〇
円
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1 

議案第２４号 宇部市体育施設条例中一部改正の件 

 

【改定施設一覧】  

№ 名称 見直し率 

1 宇部市俵田翁記念体育館 ２０％増 

2 宇部市西部体育館 ２０％増 

3 宇部市楠若者センター ２０％増 

4 宇部市東岐波体育広場 ２０％増 

5 宇部市東部体育広場 ２０％増 

6 宇部市厚南体育広場 ２０％増 

7 宇部市黒石体育広場 ２０％増 

8 宇部市楠体育広場 ２０％増 

9 宇部市楠テニスコート ２０％増 

10 サンライフ宇部 ２０％増 

11 パルセンター宇部 ２０％増 

12 恩田運動公園 陸上競技場 ２０％増 

13 中央公園 弓道場 ２０％増 

14 常盤公園 多目的広場 ２０％増 

15 サッカー場 ２０％増 

※激変緩和措置として、見直しは概ね１．２倍の範囲となる。 

※備品、付属設備の利用料金は除く。 

 

 

【参考】改定を行わない施設 

№ 名称 見直し率 

1 宇部市武道館 据置（適正な水準） 

2 中央公園 テニスコート 据置（適正な水準） 

3 アーチェリー場 据置（適正な水準） 

 

 

 

資料 



議
案
第
二
十
五
号 

 

宇
部
市
渡
辺
翁
記
念
会
館
条
例
中
一
部
改
正
の
件 

 

宇
部
市
渡
辺
翁
記
念
会
館
条
例
（
昭
和
五
十
一
年
条
例
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。 

令
和
八
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 
 

 
 

 

  

別
表
第
一
の
一
の
表
中 

「 

二
八
、
八
〇
〇
円

四
八
、
〇
〇
〇
円

六
二
、
四
〇
〇
円

一
二
〇
、
〇
〇
〇
円

を

三
二
、
六
〇
〇
円

五
四
、
四
〇
〇
円

七
〇
、
七
〇
〇
円

一
三
六
、
〇
〇
〇
円

三
八
、
四
〇
〇
円

六
四
、
〇
〇
〇
円

八
三
、
二
〇
〇
円

一
六
〇
、
〇
〇
〇
円

四
四
、
二
〇
〇
円

七
三
、
六
〇
〇
円

九
五
、
七
〇
〇
円

一
八
四
、
〇
〇
〇
円

二
、
〇
〇
〇
円

三
、
四
〇
〇
円

四
、
四
〇
〇
円

八
、
五
〇
〇
円

一
、
〇
〇
〇
円

一
、
七
〇
〇
円

二
、
二
〇
〇
円

四
、
三
〇
〇
円

二
、
九
〇
〇
円

四
、
八
〇
〇
円

六
、
一
〇
〇
円

一
一
、
九
〇
〇
円

二
、
四
〇
〇
円

三
、
九
〇
〇
円

五
、
一
〇
〇
円

九
、
九
〇
〇
円

三
〇
〇
円

五
〇
〇
円

七
〇
〇
円

一
、
三
〇
〇
円

二
〇
〇
円

三
〇
〇
円

四
〇
〇
円

八
〇
〇
円

九
〇
〇
円

一
、
五
〇
〇
円

二
、
〇
〇
〇
円

三
、
八
〇
〇
円

六
、
五
〇
〇
円

一
〇
、
九
〇
〇
円

一
四
、
一
〇
〇
円

二
七
、
二
〇
〇
円

一
一
、
二
〇
〇
円

一
八
、
七
〇
〇
円

二
四
、
三
〇
〇
円

四
六
、
八
〇
〇
円

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
 

 

「 

三
四
、
五
六
〇
円

五
七
、
六
〇
〇
円

七
四
、
八
八
〇
円

一
四
四
、
〇
〇
〇
円

三
九
、
一
二
〇
円

六
五
、
二
八
〇
円

八
四
、
八
四
〇
円

一
六
三
、
二
〇
〇
円

四
六
、
〇
八
〇
円

七
六
、
八
〇
〇
円

九
九
、
八
四
〇
円

一
九
二
、
〇
〇
〇
円

五
三
、
〇
四
〇
円

八
八
、
三
二
〇
円

一
一
四
、
八
四
〇
円

二
二
〇
、
八
〇
〇
円

二
、
四
〇
〇
円

四
、
〇
八
〇
円

五
、
二
八
〇
円

一
〇
、
二
〇
〇
円

3
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に

一
、
二
〇
〇
円

二
、
〇
四
〇
円

二
、
六
四
〇
円

五
、
一
六
〇
円

三
、
四
八
〇
円

五
、
七
六
〇
円

七
、
三
二
〇
円

一
四
、
二
八
〇
円

二
、
八
八
〇
円

四
、
六
八
〇
円

六
、
一
二
〇
円

一
一
、
八
八
〇
円

三
六
〇
円

六
〇
〇
円

八
四
〇
円

一
、
五
六
〇
円

二
四
〇
円

三
六
〇
円

四
八
〇
円

九
六
〇
円

一
、
〇
八
〇
円

一
、
八
〇
〇
円

二
、
四
〇
〇
円

四
、
五
六
〇
円

七
、
八
〇
〇
円

一
三
、
〇
八
〇
円

一
六
、
九
二
〇
円

三
二
、
六
四
〇
円

一
三
、
四
四
〇
円

二
二
、
四
四
〇
円

二
九
、
一
六
〇
円

五
六
、
一
六
〇
円

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

改

め

る

。 

別
表
第
一
の
二
の
表
中 

「 

一
九
、
二
〇
〇
円

三
二
、
〇
〇
〇
円

四
一
、
六
〇
〇
円

八
〇
、
〇
〇
〇
円

を

一
、
二
〇
〇
円

二
、
〇
〇
〇
円

二
、
六
〇
〇
円

五
、
〇
〇
〇
円

六
〇
〇
円

一
、
〇
〇
〇
円

一
、
三
〇
〇
円

二
、
五
〇
〇
円

一
、
七
〇
〇
円

二
、
八
〇
〇
円

三
、
六
〇
〇
円

七
、
〇
〇
〇
円

一
、
四
〇
〇
円

二
、
三
〇
〇
円

三
、
〇
〇
〇
円

五
、
八
〇
〇
円

三
〇
〇
円

五
〇
〇
円

七
〇
〇
円

一
、
三
〇
〇
円

二
〇
〇
円

三
〇
〇
円

四
〇
〇
円

八
〇
〇
円

九
〇
〇
円

一
、
五
〇
〇
円

二
、
〇
〇
〇
円

三
、
八
〇
〇
円

三
、
八
〇
〇
円

六
、
四
〇
〇
円

八
、
三
〇
〇
円

一
六
、
〇
〇
〇
円

六
、
六
〇
〇
円

一
一
、
〇
〇
〇
円

一
四
、
三
〇
〇
円

二
七
、
五
〇
〇
円

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

「 

二
三
、
〇
四
〇
円

三
八
、
四
〇
〇
円

四
九
、
九
二
〇
円

九
六
、
〇
〇
〇
円

一
、
四
四
〇
円

二
、
四
〇
〇
円

三
、
一
二
〇
円

六
、
〇
〇
〇
円

七
二
〇
円

一
、
二
〇
〇
円

一
、
五
六
〇
円

三
、
〇
〇
〇
円

二
、
〇
四
〇
円

三
、
三
六
〇
円

四
、
三
二
〇
円

八
、
四
〇
〇
円

一
、
六
八
〇
円

二
、
七
六
〇
円

三
、
六
〇
〇
円

六
、
九
六
〇
円

三
六
〇
円

六
〇
〇
円

八
四
〇
円

一
、
五
六
〇
円

二
四
〇
円

三
六
〇
円

四
八
〇
円

九
六
〇
円

一
、
〇
八
〇
円

一
、
八
〇
〇
円

二
、
四
〇
〇
円

四
、
五
六
〇
円

四
、
五
六
〇
円

七
、
六
八
〇
円

九
、
九
六
〇
円

一
九
、
二
〇
〇
円

3
4



に

七
、
九
二
〇
円

一
三
、
二
〇
〇
円

一
七
、
一
六
〇
円

三
三
、
〇
〇
〇
円

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

改
め
る
。 

別
表
第
一
備
考
第
七
項
中
「
三
十
分
以
上
は
一
時
間
に
切
り
上
げ
、
三
十
分
未
満
は
こ
れ
を
切

り
捨
て
る
」
を
「
一
時
間
に
切
り
上
げ
る
」
に
改
め
る
。 

別
表
第
二
照
明
設
備
の
部
中 

「 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
⑴ 
一
台 

二
〇
〇
円
五
〇
〇
ワ
ッ
ト 

 

を

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
⑵ 

一
台 

四
〇
〇
円
一
、
〇
〇
〇
ワ
ッ
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

「 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
⑴ 

一
台 

二
〇
〇
円
五
〇
〇
ワ
ッ
ト 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
⑵ 

一
台 
三
〇
〇
円
七
五
〇
ワ
ッ
ト 

に

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
⑶ 

一
台 

四
〇
〇
円
一
、
〇
〇
〇
ワ
ッ
ト 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

改
め
る
。 附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
宇
部
市
渡
辺
翁
記
念
会
館
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
の
利
用

に
係
る
利
用
料
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
利
用
に
係
る
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。 

「
説
明
」 

 

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
利
用
料
金
を
見
直
す
と
と
も
に
、
そ
の
他
所
要
の
整
備

を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 

3
5



 

（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

別
表
第
一
（
第
九
条
関
係
）
渡
辺
翁
記
念
会
館
利
用

料
金 

別
表
第
一
（
第
九
条
関
係
）
渡
辺
翁
記
念
会
館
利
用

料
金 

 

一 
 

一 

区
分 

午
前
九

時
か
ら

正
午
ま

で 

正
午
か

ら
午
後

五
時
ま

で 

午
後
五

時
か
ら

午
後
一

〇
時
ま

で 
午
前
九

時
か
ら

午
後
一

〇
時
ま

で 

大集会堂 

イ 

入
場
料
、

会
費
等 

五
〇
〇
円

以
下 

二
八
、

八
〇
〇

円 

四
八
、

〇
〇
〇

円 

六
二
、

四
〇
〇

円 

一
二
〇 

、
〇
〇

〇
円 

ロ 

入
場
料
、

会
費
等 

五
〇
一
円

以
上
一
、

〇
〇
〇
円

以
下 

三
二
、

六
〇
〇

円 

五
四
、

四
〇
〇

円 

七
〇
、

七
〇
〇

円 

一
三
六 

、
〇
〇

〇
円 

ハ 

入
場
料
、

会
費
等 

一
、
〇
〇

一
円
以
上 

二
、
〇
〇

〇
円
以
下 

三
八
、

四
〇
〇

円 

六
四
、

〇
〇
〇

円 

八
三
、

二
〇
〇

円 

一
六
〇 

、
〇
〇

〇
円 

ニ 

入
場
料
、

会
費
等 

二
、
〇
〇

一
円
以
上 

四
四
、

二
〇
〇

円 

七
三
、

六
〇
〇

円 

九
五
、

七
〇
〇

円 
 
 

一
八
四 

、
〇
〇

〇
円 

二
階
記
念
室 

  

二
、
〇

〇
〇
円 

三
、
四

〇
〇
円 

四
、
四

〇
〇
円 

八
、
五

〇
〇
円 

二
階
会
議
室 

一
、
〇

〇
〇
円 

一
、
七

〇
〇
円 

二
、
二

〇
〇
円 

四
、
三

〇
〇
円 

  
 

 
 

 

区
分 

午
前
九

時
か
ら

正
午
ま

で 

正
午
か

ら
午
後

五
時
ま

で 

午
後
五

時
か
ら

午
後
一

〇
時
ま

で 

午
前
九

時
か
ら

午
後
一

〇
時
ま

で 

大集会堂 
イ 

入
場
料
、

会
費
等 

五
〇
〇
円

以
下 

三
四
、

五
六
〇

円 

五
七
、

六
〇
〇

円 

七
四
、

八
八
〇

円 

一
四
四 

、
〇
〇

〇
円 

ロ 

入
場
料
、

会
費
等 

五
〇
一
円

以
上
一
、

〇
〇
〇
円

以
下 

三
九
、

一
二
〇

円 
六
五
、

二
八
〇

円 

八
四
、

八
四
〇

円 

一
六
三 

、
二
〇

〇
円 

ハ 

入
場
料
、

会
費
等 

一
、
〇
〇

一
円
以
上

二
、
〇
〇

〇
円
以
下

四
六
、

〇
八
〇

円 

七
六
、

八
〇
〇

円 

九
九
、

八
四
〇

円 

一
九
二 

、
〇
〇

〇
円 

ニ 

入
場
料
、

会
費
等 

二
、
〇
〇

一
円
以
上

五
三
、

〇
四
〇

円 

八
八
、

三
二
〇

円 

一
一
四 

、
八
四

〇
円 

二
二
〇 

、
八
〇

〇
円 

二
階
記
念
室 

二
、
四

〇
〇
円 

四
、
〇

八
〇
円 

五
、
二

八
〇
円 

一
〇
、

二
〇
〇

円 

二
階
会
議
室 

一
、
二

〇
〇
円 

二
、
〇

四
〇
円 

二
、
六

四
〇
円 

五
、
一

六
〇
円 

  
 

 
 

 

3
6



 

一
階
会
議
室 

二
、
九

〇
〇
円 

四
、
八

〇
〇
円 

六
、
一

〇
〇
円 

一
一
、

九
〇
〇

円 

リ
ハ
ー
サ
ル
室 

  

二
、
四

〇
〇
円 

三
、
九

〇
〇
円 

五
、
一

〇
〇
円 

九
、
九

〇
〇
円 

楽
屋
⑴ 

三
〇
〇

円 

五
〇
〇

円 

七
〇
〇

円 

一
、
三

〇
〇
円 

楽
屋
⑵ 

二
〇
〇

円 

三
〇
〇

円 

四
〇
〇

円 

八
〇
〇

円 

楽
屋
⑶ 

九
〇
〇

円 

一
、
五

〇
〇
円 

二
、
〇

〇
〇
円 

三
、
八

〇
〇
円 

一
階
ロ
ビ
ー 

六
、
五

〇
〇
円 

一
〇
、

九
〇
〇

円 

一
四
、

一
〇
〇

円 

二
七
、

二
〇
〇

円 

二
階
ロ
ビ
ー 

一
一
、

二
〇
〇

円 

一
八
、

七
〇
〇

円 

二
四
、

三
〇
〇

円 

四
六
、

八
〇
〇

円 
 

一
階
会
議
室 

三
、
四

八
〇
円 

五
、
七

六
〇
円 

七
、
三

二
〇
円 

一
四
、

二
八
〇

円 

リ
ハ
ー
サ
ル
室 

二
、
八

八
〇
円 

四
、
六

八
〇
円 

六
、
一

二
〇
円 

一
一
、

八
八
〇

円 

楽
屋
⑴ 

三
六
〇

円 

六
〇
〇

円 

八
四
〇

円 

一
、
五

六
〇
円 

楽
屋
⑵ 

二
四
〇

円 

三
六
〇

円 

四
八
〇

円 

九
六
〇

円 

楽
屋
⑶ 

一
、
〇

八
〇
円 

一
、
八

〇
〇
円 

二
、
四

〇
〇
円 

四
、
五

六
〇
円 

一
階
ロ
ビ
ー 

七
、
八

〇
〇
円 

一
三
、

〇
八
〇

円 

一
六
、

九
二
〇

円 

三
二
、

六
四
〇

円 

二
階
ロ
ビ
ー 

一
三
、

四
四
〇

円 

二
二
、

四
四
〇

円 

二
九
、

一
六
〇

円 

五
六
、

一
六
〇

円 
 

二 
 

 

二 

区
分 

午
前
九

時
か
ら

正
午
ま

で 

正
午
か

ら
午
後

五
時
ま

で 

午
後
五

時
か
ら

午
後
一

〇
時
ま

で 

午
前
九

時
か
ら

午
後
一

〇
時
ま

で 

大
集
会
堂 

一
九
、

二
〇
〇

円 

三
二
、

〇
〇
〇

円 

四
一
、

六
〇
〇

円 

八
〇
、

〇
〇
〇

円 

二
階
記
念
室 

一
、
二

〇
〇
円 

二
、
〇

〇
〇
円 

二
、
六

〇
〇
円 

五
、
〇

〇
〇
円 

二
階
会
議
室 

六
〇
〇

円 

一
、
〇

〇
〇
円 

一
、
三

〇
〇
円 

二
、
五

〇
〇
円 

一
階
会
議
室 

一
、
七

〇
〇
円 

二
、
八

〇
〇
円 

三
、
六

〇
〇
円 

七
、
〇

〇
〇
円 

リ
ハ
ー
サ
ル
室 

一
、
四

〇
〇
円 

二
、
三

〇
〇
円 

三
、
〇

〇
〇
円 

五
、
八

〇
〇
円 

楽
屋
⑴ 

三
〇
〇

円 

五
〇
〇

円 

七
〇
〇

円 

一
、
三

〇
〇
円 

 
 

 
 

 

区
分 

午
前
九

時
か
ら

正
午
ま

で 

正
午
か

ら
午
後

五
時
ま

で 

午
後
五

時
か
ら

午
後
一

〇
時
ま

で 
午
前
九

時
か
ら

午
後
一

〇
時
ま

で 

大
集
会
堂 

二
三
、

〇
四
〇

円 

三
八
、

四
〇
〇

円 

四
九
、

九
二
〇

円 

九
六
、

〇
〇
〇

円 

二
階
記
念
室 

一
、
四

四
〇
円 

二
、
四

〇
〇
円 

三
、
一

二
〇
円 

六
、
〇

〇
〇
円 

二
階
会
議
室 

七
二
〇

円 

一
、
二

〇
〇
円 

一
、
五

六
〇
円 

三
、
〇

〇
〇
円 

一
階
会
議
室 

二
、
〇

四
〇
円 

三
、
三

六
〇
円 

四
、
三

二
〇
円 

八
、
四

〇
〇
円 

リ
ハ
ー
サ
ル
室 

一
、
六

八
〇
円 

二
、
七

六
〇
円 

三
、
六

〇
〇
円 

六
、
九

六
〇
円 

楽
屋
⑴ 

三
六
〇

円 

六
〇
〇

円 

八
四
〇

円 

一
、
五

六
〇
円 
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楽
屋
⑵ 

二
〇
〇

円 

三
〇
〇

円 

四
〇
〇

円 

八
〇
〇

円 

楽
屋
⑶ 

九
〇
〇

円 

一
、
五

〇
〇
円 

二
、
〇

〇
〇
円 

三
、
八

〇
〇
円 

一
階
ロ
ビ
ー 

三
、
八

〇
〇
円 

六
、
四

〇
〇
円 

八
、
三

〇
〇
円 

一
六
、

〇
〇
〇

円 

二
階
ロ
ビ
ー 

六
、
六

〇
〇
円 

一
一
、

〇
〇
〇

円 

一
四
、

三
〇
〇

円 

二
七
、

五
〇
〇

円 
 

楽
屋
⑵ 

二
四
〇

円 

三
六
〇

円 

四
八
〇

円 

九
六
〇

円 

楽
屋
⑶ 

一
、
〇

八
〇
円 

一
、
八

〇
〇
円 

二
、
四

〇
〇
円 

四
、
五

六
〇
円 

一
階
ロ
ビ
ー 

四
、
五

六
〇
円 

七
、
六

八
〇
円 

九
、
九

六
〇
円 

一
九
、

二
〇
〇

円 

二
階
ロ
ビ
ー 

七
、
九

二
〇
円 

一
三
、

二
〇
〇

円 

一
七
、

一
六
〇

円 

三
三
、

〇
〇
〇

円 
 

備
考 

備
考 

７ 

利
用
時
間
を
超
過
し
、
又
は
繰
り
上
げ
て

利
用
す
る
と
き
は
、
当
該
超
過
し
、
又
は
繰

り
上
げ
る
一
時
間
に
つ
き
現
に
許
可
を
受
け

た
利
用
料
金
の
一
時
間
当
た
り
の
金
額
の
二

割
に
相
当
す
る
額
を
加
算
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
一
時
間
に
満
た
な
い
時
間
は
、

三
十
分
以
上
は
一
時
間
に
切
り
上
げ
、
三
十

分
未
満
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。 

７ 

利
用
時
間
を
超
過
し
、
又
は
繰
り
上
げ
て

利
用
す
る
と
き
は
、
当
該
超
過
し
、
又
は
繰

り
上
げ
る
一
時
間
に
つ
き
現
に
許
可
を
受
け

た
利
用
料
金
の
一
時
間
当
た
り
の
金
額
の
二

割
に
相
当
す
る
額
を
加
算
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
一
時
間
に
満
た
な
い
時
間
は
、

一
時
間
に
切
り
上
げ
る
に
切
り
上
げ
、
三
十

分
未
満
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。 

別
表
第
二
（
第
九
条
関
係
）
渡
辺
翁
記
念
会
館
附
属

設
備
利
用
料
金 

別
表
第
二
（
第
九
条
関
係
）
渡
辺
翁
記
念
会
館
附
属

設
備
利
用
料
金 

区
分 

設
備
器
具

名 

単
位 

利
用
料
金 

備
考 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

照
明

設
備  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
⑴ 

一
台 

二
〇
〇
円
五
〇
〇
ワ
ッ
ト 

 
 

 
 

 

ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
⑵ 

一
台 

四
〇
〇
円
一
、
〇
〇
〇
ワ

ッ
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

区
分
設
備
器
具

名 

単
位 

利
用
料
金 

備
考 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

照
明

設
備 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
⑴ 

一
台 

二
〇
〇
円
五
〇
〇
ワ
ッ
ト 

ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
⑵ 

一
台 

三
〇
〇
円
七
五
〇
ワ
ッ
ト 

 

ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
⑶ 

一
台 

四
〇
〇
円
一
、
〇
〇
〇
ワ

ッ
ト 
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議
案
第
二
十
七
号 

 

宇
部
市
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
条
例
中
一
部
改
正
の
件 

 

宇
部
市
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
六
年
条
例
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。 

令
和
八
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 
 

 
 

 

  

別
表
中 

「 

7
,
7
0
0
円

1
2
,
9
0
0
円

1
6
,
8
0
0
円

 
 

を 

1
1
,
6
0
0
円

1
9
,
4
0
0
円

2
5
,
2
0
0
円

1
5
,
4
0
0
円

2
5
,
8
0
0
円

3
3
,
6
0
0
円

3
,
5
0
0
円

5
,
9
0
0
円

7
,
7
0
0
円

1
,
0
0
0
円

1
,
6
0
0
円

2
,
1
0
0
円

1
,
0
0
0
円

1
,
6
0
0
円

2
,
1
0
0
円

1
,
9
0
0
円

3
,
2
0
0
円

4
,
2
0
0
円

7
0
0
円

1
,
2
0
0
円

1
,
6
0
0
円

1
,
0
0
0
円

1
,
6
0
0
円

2
,
1
0
0
円

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

「 

9
,
2
4
0
円

1
5
,
4
8
0
円

2
0
,
1
6
0
円

に
改
め
る
。 

1
3
,
9
2
0
円

2
3
,
2
8
0
円

3
0
,
2
4
0
円

1
8
,
4
8
0
円

3
0
,
9
6
0
円

4
0
,
3
2
0
円

4
,
2
0
0
円

7
,
0
8
0
円

9
,
2
4
0
円

1
,
2
0
0
円

1
,
9
2
0
円

2
,
5
2
0
円

1
,
2
0
0
円

1
,
9
2
0
円

2
,
5
2
0
円

2
,
2
8
0
円

3
,
8
4
0
円

5
,
0
4
0
円

8
4
0
円

1
,
4
4
0
円

1
,
9
2
0
円

1
,
2
0
0
円

1
,
9
2
0
円

2
,
5
2
0
円

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
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附 

則 
（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
宇
部
市
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後

の
使
用
に
係
る
使
用
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
使
用
に
係
る
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

「
説
明
」 

 

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
使
用
料
を
見
直
す
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 

4
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（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

○ 
 

○ 

区分及び時間 

午前 午後 夜間 

午前 9 時か

ら正午まで 

正午から午

後 5 時まで 

午後 5 時か

ら午後10時

まで 

ふれあ

いホー

ル 

(1) 入場料・会 

費等を徴収

しない場合 

9,240円 15,480円 20,160円 

(2) 1 ,000円以

下の入場料 

・会費等を 

徴収する場

合 

13,920円 23,280円 30,240円 

(3) 1 ,00 1円以

上の入場料 

・会費等を 

徴収する場

合 

18,480円 30,960円 40,320円 

多目的ホール 4,200円 7,080円 9,240円 

第 1 講座室 1,200円 1,920円 2,520円 

第 2 講座室 1,200円 1,920円 2,520円 

第 3 講座室 2,280円 3,840円 5,040円 

第 4 講座室 840円 1,440円 1,920円 

美術工芸室 1,200円 1,920円 2,520円 

区分及び時間 

午前 午後 夜間 

午前 9 時か

ら正午まで 

正午から午

後 5 時まで 

午後 5 時か

ら午後10時

まで 

ふれあ

いホー

ル 

(1) 入場料・会 

費等を徴収

しない場合 

7,700 円 12,900 円 16,800 円 

(2) 1 , 0 0 0円以

下の入場料 

・会費等を 

徴収する場

合 

11,600 円 19,400 円 25,200 円 

(3) 1 , 0 0 1円以

上の入場料 

・会費等を 

徴収する場

合 

15,400 円 25,800 円 33,600 円 

多目的ホール 3,500 円 5,900 円 7,700 円 

第 1 講座室 1,000 円 1,600 円 2,100 円 

第 2 講座室 1,000 円 1,600 円 2,100 円 

第 3 講座室 1,900 円 3,200 円 4,200 円 

第 4 講座室 700 円 1,200 円 1,600 円 

美術工芸室 1,000 円 1,600 円 2,100 円 

別表（第７条関係） 

旧 新 

別表（第７条関係） 
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１ 概要 

宇部市福祉ふれあいセンターについて、受益者負担の適正化を図るために、使用料を見直

すもの。 

 

２ 改正内容 

条例中の別表に定める使用料について、改正前の額から２０％増額する。 

（新旧対照表のとおり） 

 

３ 施行日  令和８年１０月１日 

 

 

 

議案第２７号 

宇部市福祉ふれあいセンター条例中一部改正の件 



 

（
参
考
）
宇
部
市
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
条
例 

別
表 

 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

○ 

 

○ 

区分及び時間 

午前 

 

午後 夜間 

午前 9 時か

ら正午まで 

正午から午

後 5 時まで 

午後 5 時か

ら午後10時

まで 

ふれあ

いホー

ル 

(1) 入場料・会 

費等を徴収

しない場合 

9,240円 15,480円 20,160円 

(2) 1 , 0 0 0円以

下の入場料 

・会費等を 

徴収する場

合 

13,920円 23,280円 30,240円 

(3) 1 , 0 0 1円以

上の入場料 

・会費等を 

徴収する場

合 

18,480円 30,960円 40,320円 

多目的ホール 4,200円 7,080円 9,240円 

第 1 講座室 1,200円 1,920円 2,520円 

第 2 講座室 1,200円 1,920円 2,520円 

第 3 講座室 2,280円 3,840円 5,040円 

第 4 講座室 840円 1,440円 1,920円 

美術工芸室 1,200円 1,920円 2,520円 

区分及び時間 

午前 

 

午後 夜間 

午前 9 時か

ら正午まで 

正午から午

後 5 時まで 

午後 5 時か

ら午後10時

まで 

ふれあ

いホー

ル 

(1) 入場料・会 

費等を徴収

しない場合 

7,700 円 12,900 円 16,800 円 

(2) 1 , 0 0 0円以

下の入場料 

・会費等を 

徴収する場

合 

11,600 円 19,400 円 25,200 円 

(3) 1 , 0 0 1円以

上の入場料 

・会費等を 

徴収する場

合 

15,400 円 25,800 円 33,600 円 

多目的ホール 3,500 円 5,900 円 7,700 円 

第 1 講座室 1,000 円 1,600 円 2,100 円 

第 2 講座室 1,000 円 1,600 円 2,100 円 

第 3 講座室 1,900 円 3,200 円 4,200 円 

第 4 講座室 700 円 1,200 円 1,600 円 

美術工芸室 1,000 円 1,600 円 2,100 円 

改正前  改正後  



議
案
第
四
十
五
号 

 
宇
部
市
介
護
保
険
条
例
中
一
部
改
正
の
件 

 

宇
部
市
介
護
保
険
条
例
（
平
成
十
二
年
条
例
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

令
和
八
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

附
則
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 

（
令
和
八
年
度
の
保
険
料
率
の
算
定
に
関
す
る
所
得
の
額
の
算
定
方
法
の
特
例
） 

第
十
条 

第
一
号
被
保
険
者
（
令
和
八
年
度
分
の
保
険
料
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
本
市
に
住
所
を

有
し
な
い
者
を
除
き
、
令
和
八
年
度
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
賦
課
期
日
に
お

い
て
本
市
に
住
所
を
有
す
る
者
（
同
法
第
二
百
九
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者
と
み
な
さ
れ
た
者
を
含
む
。
）
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び

次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
、
令
和
七
年
の
合
計
所
得
金
額
に
給
与
所
得
が
含
ま

れ
て
い
る
者
（
同
年
中
の
給
与
等
（
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
十
八

条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
収
入
金
額
が
五
十
五
万
千
円
以
上

六
十
五
万
千
円
未
満
で
あ
る
者
に
限
る
。
）
の
令
和
八
年
度
に
お
け
る
保
険
料
率
の
算
定
に
つ

い
て
の
第
三
条
第
一
項
（
第
六
号
イ
、
第
七
号
イ
、
第
八
号
イ
、
第
九
号
イ
、
第
十
号
イ
、
第

十
一
号
イ
、
第
十
二
号
イ
、
第
十
三
号
イ
、
第
十
四
号
イ
及
び
第
十
五
号
イ
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
六
号
イ
中
「
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
二
百
二
十
六
号
）
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金
額
（
以
下

「
合
計
所
得
金
額
」
と
い
う
。
）
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）

第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一

項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十

五
条
の
三
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
合
計
所
得
金
額

か
ら
令
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
別
控
除
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
し
、
当
該

額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
、

「
合
計
所
得
金
額
（
地
方
税
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金

額
を
い
い
、
当
該
合
計
所
得
金
額
に
所
得
税
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
所
得
が

含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
給
与
所
得
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

っ
て
計
算
し
た
金
額
に
令
和
七
年
中
の
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
等
の
収
入
金
額
か
ら
五
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十
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
を
加
え
た
額
に
よ
る
も
の
と
し
、
租
税
特
別
措
置
法
に
よ
る
特

別
控
除
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
合
計
所
得
金
額
か
ら
令
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
に

規
定
す
る
特
別
控
除
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
し
、
当
該
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と

す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
す
る
。 

２ 

第
一
号
被
保
険
者
の
う
ち
、
令
和
七
年
の
合
計
所
得
金
額
に
給
与
所
得
が
含
ま
れ
て
い
る
者

（
同
年
中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が
六
十
五
万
千
円
以
上
百
六
十
一
万
九
千
円
未
満
で
あ
る
者

に
限
る
。
）
の
令
和
八
年
度
に
お
け
る
保
険
料
率
の
算
定
に
つ
い
て
の
第
三
条
第
一
項
（
第
六

号
イ
、
第
七
号
イ
、
第
八
号
イ
、
第
九
号
イ
、
第
十
号
イ
、
第
十
一
号
イ
、
第
十
二
号
イ
、
第

十
三
号
イ
、
第
十
四
号
イ
及
び
第
十
五
号
イ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
項
第
六
号
イ
中
「
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
二
百
九

十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金
額
（
以
下
「
合
計
所
得
金
額
」
と
い
う
。
）

（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く

は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、

第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
三
第
一
項
又
は
第
三
十
六

条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
合
計
所
得
金
額
か
ら
令
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項

に
規
定
す
る
特
別
控
除
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
し
、
当
該
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零

と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
合
計
所
得
金
額
（
地
方
税
法

第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金
額
を
い
い
、
当
該
合
計
所
得
金

額
に
所
得
税
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
所
得
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当

該
給
与
所
得
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金
額
に
十
万
円

を
加
え
た
額
に
よ
る
も
の
と
し
、
租
税
特
別
措
置
法
に
よ
る
特
別
控
除
の
適
用
が
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
合
計
所
得
金
額
か
ら
令
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
別
控
除
額
を
控
除

し
て
得
た
額
と
し
、
当
該
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
」
と
す
る
。 

３ 

第
一
号
被
保
険
者
の
う
ち
、
令
和
七
年
の
合
計
所
得
金
額
に
給
与
所
得
が
含
ま
れ
て
い
る
者

（
同
年
中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が
百
六
十
一
万
九
千
円
以
上
百
九
十
万
円
未
満
で
あ
る
者
に

限
る
。
）
の
令
和
八
年
度
に
お
け
る
保
険
料
率
の
算
定
に
つ
い
て
の
第
三
条
第
一
項
（
第
六
号

イ
、
第
七
号
イ
、
第
八
号
イ
、
第
九
号
イ
、
第
十
号
イ
、
第
十
一
号
イ
、
第
十
二
号
イ
、
第
十

三
号
イ
、
第
十
四
号
イ
及
び
第
十
五
号
イ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
項
第
六
号
イ
中
「
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
二
百
九
十

二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金
額
（
以
下
「
合
計
所
得
金
額
」
と
い
う
。
）

（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く

は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、

第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
三
第
一
項
又
は
第
三
十
六

8



条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
合
計
所
得
金
額
か
ら
令
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項

に
規
定
す
る
特
別
控
除
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
し
、
当
該
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零

と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
合
計
所
得
金
額
（
地
方
税
法

第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金
額
を
い
い
、
当
該
合
計
所
得
金

額
に
所
得
税
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
所
得
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当

該
給
与
所
得
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金
額
に
六
十
五

万
円
か
ら
令
和
七
年
給
与
所
得
控
除
額
（
令
和
七
年
中
の
所
得
税
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
給
与
等
の
収
入
金
額
か
ら
、
当
該
給
与
等
の
収
入
金
額
を
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
十
三
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
所
得
税
法
別
表
第

五
の
給
与
等
の
金
額
と
し
て
、
同
表
に
よ
り
当
該
金
額
に
応
じ
て
求
め
た
同
表
の
給
与
所
得
控

除
後
の
給
与
等
の
金
額
を
控
除
し
て
得
た
額
を
い
う
。
）
を
控
除
し
て
得
た
額
を
加
え
た
額
に

よ
る
も
の
と
し
、
租
税
特
別
措
置
法
に
よ
る
特
別
控
除
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
合
計

所
得
金
額
か
ら
令
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
別
控
除
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と

し
、
当
該
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と

す
る
。 

（
令
和
八
年
度
の
保
険
料
率
の
算
定
に
関
す
る
基
準
の
特
例
） 

第
十
一
条 

第
一
号
被
保
険
者
の
令
和
八
年
度
に
お
け
る
保
険
料
率
の
算
定
に
つ
い
て
の
第
三
条

第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
第
一
号
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び

全
て
の
世
帯
員
の
う
ち
に
、
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
第
二
号
又
は
第
三
号
に

掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
該
当
す
る
者
は
、
同
年
度
分
の

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
が
課
さ
れ
て
い
る
者
と
み
な
す
。 

一 

令
和
七
年
の
合
計
所
得
金
額
に
給
与
所
得
が
含
ま
れ
て
い
る
者
（
令
和
八
年
度
分
の
保
険

料
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
本
市
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
令
和
八
年

度
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
本
市
に
住
所
を
有
す
る

も
の
（
同
法
第
二
百
九
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
者
と
み
な
さ
れ
た
者
を
含
む
。
） 

二 

地
方
税
法
第
二
百
九
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
令
和
八
年

度
分
の
同
法
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
が
課
さ
れ
て
い
な
い
者
で
あ
っ
て
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま

で
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の 

イ 

令
和
七
年
中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が
五
十
五
万
千
円
以
上
六
十
五
万
千
円
未
満
で

あ
り
、
か
つ
、
百
三
十
五
万
円
か
ら
同
年
の
合
計
所
得
金
額
を
控
除
し
て
得
た
額
が
、
同

年
中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
か
ら
五
十
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
以
下
で
あ
る
場
合 

ロ 

令
和
七
年
中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が
六
十
五
万
千
円
以
上
百
六
十
一
万
九
千
円
未

満
で
あ
り
、
か
つ
、
百
三
十
五
万
円
か
ら
同
年
の
合
計
所
得
金
額
を
控
除
し
て
得
た
額
が

9



十
万
円
以
下
で
あ
る
場
合 

ハ 

令
和
七
年
中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が
百
六
十
一
万
九
千
円
以
上
百
九
十
万
円
未
満

で
あ
り
、
か
つ
、
百
三
十
五
万
円
か
ら
同
年
の
合
計
所
得
金
額
を
控
除
し
て
得
た
額
が
、

六
十
五
万
円
か
ら
、
同
年
中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
か
ら
当
該
給
与
等
の
収
入
金
額
を
所

得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
十
三
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
前
の
所
得
税
法
別
表
第
五
（
以
下
「
別
表
第
五
」
と
い
う
。
）
の
給
与
等
の
金
額

と
し
て
、
別
表
第
五
に
よ
り
当
該
金
額
に
応
じ
て
求
め
た
別
表
第
五
の
給
与
所
得
控
除
後

の
給
与
等
の
金
額
を
控
除
し
て
得
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
以
下
で
あ
る
場
合 

三 

地
方
税
法
第
二
百
九
十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
せ
ず
、
か
つ
、
令
和
八
年

度
分
の
同
法
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
が
課
さ
れ
て
い
な
い
者
で
あ
っ
て
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま

で
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の 

イ 

令
和
七
年
中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が
五
十
五
万
千
円
以
上
六
十
五
万
千
円
未
満
で

あ
り
、
か
つ
、
宇
部
市
税
賦
課
徴
収
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
条
例
第
四
十
二
号
）
第
二
十

四
条
第
二
項
で
定
め
る
金
額
か
ら
同
年
の
合
計
所
得
金
額
を
控
除
し
て
得
た
額
が
、
同
年

中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
か
ら
五
十
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
以
下
で
あ
る
場
合 

ロ 

令
和
七
年
中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が
六
十
五
万
千
円
以
上
百
六
十
一
万
九
千
円
未

満
で
あ
り
、
か
つ
、
宇
部
市
税
賦
課
徴
収
条
例
第
二
十
四
条
第
二
項
で
定
め
る
金
額
か
ら

同
年
の
合
計
所
得
金
額
を
控
除
し
て
得
た
額
が
十
万
円
以
下
で
あ
る
場
合 

ハ 

令
和
七
年
中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が
百
六
十
一
万
九
千
円
以
上
百
九
十
万
円
未
満

で
あ
り
、
か
つ
、
宇
部
市
税
賦
課
徴
収
条
例
第
二
十
四
条
第
二
項
で
定
め
る
金
額
か
ら
同

年
の
合
計
所
得
金
額
を
控
除
し
て
得
た
額
が
、
六
十
五
万
円
か
ら
、
同
年
中
の
給
与
等
の

収
入
金
額
か
ら
当
該
給
与
等
の
収
入
金
額
を
別
表
第
五
の
給
与
等
の
金
額
と
し
て
、
別
表

第
五
に
よ
り
当
該
金
額
に
応
じ
て
求
め
た
別
表
第
五
の
給
与
所
得
控
除
後
の
給
与
等
の

金
額
を
控
除
し
て
得
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
以
下
で
あ
る
場
合 

２ 

第
一
号
被
保
険
者
の
令
和
八
年
度
に
お
け
る
保
険
料
率
の
算
定
に
つ
い
て
の
第
三
条
第
一
項

の
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
第
一
号
被
保
険
者
が
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、

同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
第
一
号
被
保

険
者
は
、
同
年
度
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
が
課
さ
れ
て
い
る
者
と
み
な
す
。 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「
説
明
」 

 

介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
）
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
令
和
八
年
度

に
お
け
る
第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
率
の
算
定
に
関
す
る
合
計
所
得
金
額
の
算
定
方
法
及
び
基

準
の
特
例
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。 

1
0



 
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 

1
1



（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

附 

則 

附 

則 

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収

入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
場
合
等
に
お
け
る
保
険
料

の
減
免
） 

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収

入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
場
合
等
に
お
け
る
保
険
料

の
減
免
） 

第
九
条 

第
九
条 

 

（
令
和
八
年
度
の
保
険
料
率
の
算
定
に
関
す
る
所
得

の
額
の
算
定
方
法
の
特
例
） 

第
十
条 

第
一
号
被
保
険
者
（
令
和
八
年
度
分
の
保

険
料
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
本
市
に
住
所
を
有
し

な
い
者
を
除
き
、
令
和
八
年
度
分
の
地
方
税
法
の

規
定
に
よ
る
市
民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
本
市

に
住
所
を
有
す
る
者
（
同
法
第
二
百
九
十
四
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
者
と
み
な
さ
れ
た
者
を
含
む
。
）

に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
う
ち
、
令
和
七
年
の
合
計
所
得
金

額
に
給
与
所
得
が
含
ま
れ
て
い
る
者
（
同
年
中
の

給
与
等
（
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十

三
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
等

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
収
入
金
額
が
五
十
五

万
千
円
以
上
六
十
五
万
千
円
未
満
で
あ
る
者
に
限

る
。
）
の
令
和
八
年
度
に
お
け
る
保
険
料
率
の
算

定
に
つ
い
て
の
第
三
条
第
一
項
（
第
六
号
イ
、
第

七
号
イ
、
第
八
号
イ
、
第
九
号
イ
、
第
十
号
イ
、

第
十
一
号
イ
、
第
十
二
号
イ
、
第
十
三
号
イ
、
第

十
四
号
イ
及
び
第
十
五
号
イ
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
六

号
イ
中
「
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二

百
二
十
六
号
）
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
三

号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金
額
（
以
下
「
合
計
所

得
金
額
」
と
い
う
。
）
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭

和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
十
三
条
の

四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一

項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
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三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条

の
二
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
三
第
一
項
又
は
第

三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
当

該
合
計
所
得
金
額
か
ら
令
第
二
十
二
条
の
二
第
二

項
に
規
定
す
る
特
別
控
除
額
を
控
除
し
て
得
た
額

と
し
、
当
該
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と

す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ

る
の
は
、
「
合
計
所
得
金
額
（
地
方
税
法
第
二
百

九
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所

得
金
額
を
い
い
、
当
該
合
計
所
得
金
額
に
所
得
税

法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
所
得
が

含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
給
与
所
得
の
金

額
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て

計
算
し
た
金
額
に
令
和
七
年
中
の
同
条
第
一
項
に

規
定
す
る
給
与
等
の
収
入
金
額
か
ら
五
十
五
万
円

を
控
除
し
て
得
た
額
を
加
え
た
額
に
よ
る
も
の
と

し
、
租
税
特
別
措
置
法
に
よ
る
特
別
控
除
の
適
用

が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
合
計
所
得
金
額
か
ら
令

第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
別
控
除

額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
し
、
当
該
額
が
零
を
下

回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
」
と
す
る
。 

２ 

第
一
号
被
保
険
者
の
う
ち
、
令
和
七
年
の
合
計

所
得
金
額
に
給
与
所
得
が
含
ま
れ
て
い
る
者
（
同

年
中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が
六
十
五
万
千
円
以

上
百
六
十
一
万
九
千
円
未
満
で
あ
る
者
に
限
る
。
）

の
令
和
八
年
度
に
お
け
る
保
険
料
率
の
算
定
に
つ

い
て
の
第
三
条
第
一
項
（
第
六
号
イ
、
第
七
号
イ
、

第
八
号
イ
、
第
九
号
イ
、
第
十
号
イ
、
第
十
一
号

イ
、
第
十
二
号
イ
、
第
十
三
号
イ
、
第
十
四
号
イ

及
び
第
十
五
号
イ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
六
号
イ
中
「
地

方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）

第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る

合
計
所
得
金
額
（
以
下
「
合
計
所
得
金
額
」
と
い

う
。
）
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法

律
第
二
十
六
号
）
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
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条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第

三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
、

第
三
十
五
条
の
三
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規

定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
合
計
所
得
金

額
か
ら
令
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る

特
別
控
除
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
し
、
当
該
額

が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
合

計
所
得
金
額
（
地
方
税
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一

項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金
額
を
い

い
、
当
該
合
計
所
得
金
額
に
所
得
税
法
第
二
十
八

条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
所
得
が
含
ま
れ
て
い

る
場
合
に
は
、
当
該
給
与
所
得
の
金
額
に
つ
い
て

は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金

額
に
十
万
円
を
加
え
た
額
に
よ
る
も
の
と
し
、
租

税
特
別
措
置
法
に
よ
る
特
別
控
除
の
適
用
が
あ
る

場
合
に
は
、
当
該
合
計
所
得
金
額
か
ら
令
第
二
十

二
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
別
控
除
額
を
控

除
し
て
得
た
額
と
し
、
当
該
額
が
零
を
下
回
る
場

合
に
は
、
零
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
と
す
る
。 

３ 

第
一
号
被
保
険
者
の
う
ち
、
令
和
七
年
の
合
計

所
得
金
額
に
給
与
所
得
が
含
ま
れ
て
い
る
者
（
同

年
中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が
百
六
十
一
万
九
千

円
以
上
百
九
十
万
円
未
満
で
あ
る
者
に
限
る
。
）

の
令
和
八
年
度
に
お
け
る
保
険
料
率
の
算
定
に
つ

い
て
の
第
三
条
第
一
項
（
第
六
号
イ
、
第
七
号
イ
、

第
八
号
イ
、
第
九
号
イ
、
第
十
号
イ
、
第
十
一
号

イ
、
第
十
二
号
イ
、
第
十
三
号
イ
、
第
十
四
号
イ

及
び
第
十
五
号
イ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
六
号
イ
中
「
地

方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）

第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る

合
計
所
得
金
額
（
以
下
「
合
計
所
得
金
額
」
と
い

う
。
）
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法

律
第
二
十
六
号
）
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四

条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
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三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
、

第
三
十
五
条
の
三
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規

定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
合
計
所
得
金

額
か
ら
令
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る

特
別
控
除
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
し
、
当
該
額

が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
合

計
所
得
金
額
（
地
方
税
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一

項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金
額
を
い

い
、
当
該
合
計
所
得
金
額
に
所
得
税
法
第
二
十
八

条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
所
得
が
含
ま
れ
て
い

る
場
合
に
は
、
当
該
給
与
所
得
の
金
額
に
つ
い
て

は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金

額
に
六
十
五
万
円
か
ら
令
和
七
年
給
与
所
得
控
除

額
（
令
和
七
年
中
の
所
得
税
法
第
二
十
八
条
第
一

項
に
規
定
す
る
給
与
等
の
収
入
金
額
か
ら
、
当
該

給
与
等
の
収
入
金
額
を
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
十
三
号
）
第
一

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
所
得
税
法
別
表
第
五

の
給
与
等
の
金
額
と
し
て
、
同
表
に
よ
り
当
該
金

額
に
応
じ
て
求
め
た
同
表
の
給
与
所
得
控
除
後
の

給
与
等
の
金
額
を
控
除
し
て
得
た
額
を
い
う
。
）

を
控
除
し
て
得
た
額
を
加
え
た
額
に
よ
る
も
の
と

し
、
租
税
特
別
措
置
法
に
よ
る
特
別
控
除
の
適
用

が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
合
計
所
得
金
額
か
ら
令

第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
別
控
除

額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
し
、
当
該
額
が
零
を
下

回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
」
と
す
る
。 

 

（
令
和
八
年
度
の
保
険
料
率
の
算
定
に
関
す
る
基
準

の
特
例
） 

第
十
一
条 

第
一
号
被
保
険
者
の
令
和
八
年
度
に
お

け
る
保
険
料
率
の
算
定
に
つ
い
て
の
第
三
条
第
一

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
第
一
号
被

保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
全
て
の
世

帯
員
の
う
ち
に
、
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
、

か
つ
、
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
該
当
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す
る
者
は
、
同
年
度
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ

る
市
民
税
が
課
さ
れ
て
い
る
者
と
み
な
す
。 

一 

令
和
七
年
の
合
計
所
得
金
額
に
給
与
所
得
が

含
ま
れ
て
い
る
者
（
令
和
八
年
度
分
の
保
険
料

の
賦
課
期
日
に
お
い
て
本
市
に
住
所
を
有
し
な

い
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
令
和
八
年
度
分

の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
賦
課
期

日
に
お
い
て
本
市
に
住
所
を
有
す
る
も
の
（
同

法
第
二
百
九
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
本

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者
と

み
な
さ
れ
た
者
を
含
む
。
） 

二 

地
方
税
法
第
二
百
九
十
五
条
第
一
項
第
二
号

に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
令
和
八
年
度

分
の
同
法
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
が
課
さ
れ
て

い
な
い
者
で
あ
っ
て
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に

掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の 

イ 

令
和
七
年
中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が
五

十
五
万
千
円
以
上
六
十
五
万
千
円
未
満
で
あ

り
、
か
つ
、
百
三
十
五
万
円
か
ら
同
年
の
合

計
所
得
金
額
を
控
除
し
て
得
た
額
が
、
同
年

中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
か
ら
五
十
五
万
円

を
控
除
し
て
得
た
額
以
下
で
あ
る
場
合 

ロ 

令
和
七
年
中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が
六

十
五
万
千
円
以
上
百
六
十
一
万
九
千
円
未
満

で
あ
り
、
か
つ
、
百
三
十
五
万
円
か
ら
同
年

の
合
計
所
得
金
額
を
控
除
し
て
得
た
額
が
十

万
円
以
下
で
あ
る
場
合 

ハ 

令
和
七
年
中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が
百

六
十
一
万
九
千
円
以
上
百
九
十
万
円
未
満
で

あ
り
、
か
つ
、
百
三
十
五
万
円
か
ら
同
年
の

合
計
所
得
金
額
を
控
除
し
て
得
た
額
が
、
六

十
五
万
円
か
ら
、
同
年
中
の
給
与
等
の
収
入

金
額
か
ら
当
該
給
与
等
の
収
入
金
額
を
所
得

税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七

年
法
律
第
十
三
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
所
得
税
法
別
表
第
五
（
以
下
「
別

表
第
五
」
と
い
う
。
）
の
給
与
等
の
金
額
と

し
て
、
別
表
第
五
に
よ
り
当
該
金
額
に
応
じ
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て
求
め
た
別
表
第
五
の
給
与
所
得
控
除
後
の

給
与
等
の
金
額
を
控
除
し
て
得
た
額
を
控
除

し
て
得
た
額
以
下
で
あ
る
場
合 

三 

地
方
税
法
第
二
百
九
十
五
条
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
者
に
該
当
せ
ず
、
か
つ
、
令
和
八
年
度

分
の
同
法
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
が
課
さ
れ
て

い
な
い
者
で
あ
っ
て
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に

掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の 

イ 

令
和
七
年
中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が
五

十
五
万
千
円
以
上
六
十
五
万
千
円
未
満
で
あ

り
、
か
つ
、
宇
部
市
税
賦
課
徴
収
条
例
（
昭

和
二
十
五
年
条
例
第
四
十
二
号
）
第
二
十
四

条
第
二
項
で
定
め
る
金
額
か
ら
同
年
の
合
計

所
得
金
額
を
控
除
し
て
得
た
額
が
、
同
年
中

の
給
与
等
の
収
入
金
額
か
ら
五
十
五
万
円
を

控
除
し
て
得
た
額
以
下
で
あ
る
場
合 

ロ 

令
和
七
年
中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が
六

十
五
万
千
円
以
上
百
六
十
一
万
九
千
円
未
満

で
あ
り
、
か
つ
、
宇
部
市
税
賦
課
徴
収
条
例

第
二
十
四
条
第
二
項
で
定
め
る
金
額
か
ら
同

年
の
合
計
所
得
金
額
を
控
除
し
て
得
た
額
が

十
万
円
以
下
で
あ
る
場
合 

ハ 

令
和
七
年
中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が
百

六
十
一
万
九
千
円
以
上
百
九
十
万
円
未
満
で

あ
り
、
か
つ
、
宇
部
市
税
賦
課
徴
収
条
例
第

二
十
四
条
第
二
項
で
定
め
る
金
額
か
ら
同
年

の
合
計
所
得
金
額
を
控
除
し
て
得
た
額
が
、

六
十
五
万
円
か
ら
、
同
年
中
の
給
与
等
の
収

入
金
額
か
ら
当
該
給
与
等
の
収
入
金
額
を
別

表
第
五
の
給
与
等
の
金
額
と
し
て
、
別
表
第

五
に
よ
り
当
該
金
額
に
応
じ
て
求
め
た
別
表

第
五
の
給
与
所
得
控
除
後
の
給
与
等
の
金
額

を
控
除
し
て
得
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
以

下
で
あ
る
場
合 

２ 

第
一
号
被
保
険
者
の
令
和
八
年
度
に
お
け
る
保

険
料
率
の
算
定
に
つ
い
て
の
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
つ
い
て
は
、
当
該
第
一
号
被
保
険
者
が
前
項

第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
同
項
第

1
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二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
と
き
は
、
当
該
第
一
号
被
保
険
者
は
、
同

年
度
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
が
課

さ
れ
て
い
る
者
と
み
な
す
。 
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議案第４５号 宇部市介護保険条例中一部改正の件 説明資料 
 

 

 

１ 改正趣旨 
 

介護保険法施行令の一部改正に伴い、所要の整備を行うもの。 

 

 

２ 概要 

 令和７年度税制改正において、個人住民税に係る給与所得控除の最低保障額が５

５万円から６５万円に１０万円引き上げる見直しが行われた。 

 介護保険における第１号被保険者の保険料を算定する所得段階は、個人住民税課

税の有無や合計所得金額等を基準としているため、今回の給与所得控除の見直しに

より一部の被保険者の所得段階の移動が生じ、令和６年度から８年度までの第９期

介護保険事業計画（本市においては宇部市高齢者福祉計画）期間中の保険料収入が

減少する可能性がある。 

 保険料収入不足により介護保険事業運営に支障が出る事態を避ける観点から、今

回の給与所得控除見直しの影響を遮断するため、介護保険施行令の規定について所

要の改正が行われたことに伴い宇部市介護保険条例においても一部改正を行うもの。 

 

 

３ 改正の内容 

 介護保険の第１号保険料の所得段階を判定する際に、令和７年度税制改正の影響

により所得段階が変わりうる第１号被保険者については、改正前と同様の判定とな

るよう、保険料の算定に関する合計所得の額の算定方法の特例並びに保険料の算定

に関する個人住民税世帯非課税者及び個人住民税が課されていない者の基準の特例

を設ける。 

なお、今般の改正は、令和６年度から８年度までの第９期介護保険事業計画期間

における一時的な保険料収入不足を防ぐという趣旨で行われるものであるため、令

和８年度の介護保険料の算定のみに限り適用される。 

 

 

４ 施 行 日 
 

令和８年４月１日 

 

 



議
案
第
四
十
六
号 

 
宇
部
市
国
民
健
康
保
険
条
例
中
一
部
改
正
の
件 

 

宇
部
市
国
民
健
康
保
険
条
例
（
昭
和
三
十
四
年
条
例
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。 

令
和
八
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 
 

  

第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
保
険
料
の
賦
課
額
） 

第
九
条 

保
険
料
の
賦
課
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
と
す
る
。 

一 

世
帯
主
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
基
礎
賦
課
額
（
国
民
健
康
保
険
法

施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
二
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
九

条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
礎
賦
課
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
） 

二 

世
帯
主
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
額

（
政
令
第
二
十
九
条
の
七
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
額
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
） 

三 

世
帯
主
の
世
帯
に
属
す
る
介
護
納
付
金
賦
課
被
保
険
者
（
政
令
第
二
十
九
条
の
七
第
一
項

第
三
号
に
規
定
す
る
介
護
納
付
金
賦
課
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
き
算
定
し

た
介
護
納
付
金
賦
課
額
（
政
令
第
二
十
九
条
の
七
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
介
護
納
付
金

賦
課
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
） 

四 

世
帯
主
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦

課
額
（
政
令
第
二
十
九
条
の
七
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金

賦
課
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
） 

第
九
条
の
二
第
一
号
ロ
中
「
、
高
齢
者
医
療
確
保
法
」
を
「
及
び
高
齢
者
医
療
確
保
法
」
に
、

「
及
び
介
護
保
険
法
」
を
「
、
介
護
保
険
法
」
に
改
め
、
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。
）
」
の
下

に
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
納

付
金
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
号
へ
中
「
並
び
に

介
護
納
付
金
」
を
「
、
介
護
納
付
金
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
、
同
条
第

二
号
ロ
中
「
、
病
床
転
換
支
援
金
等
及
び
介
護
納
付
金
」
を
「
及
び
病
床
転
換
支
援
金
等
、
介
護

納
付
金
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
る
。 

1
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第
十
三
条
第
三
項
中
「
、
告
示
」
を
「
告
示
」
に
改
め
る
。 

第
十
三
条
の
六
中
「
六
十
六
万
円
」
を
「
六
十
七
万
円
」
に
改
め
る
。 

第
十
三
条
の
六
の
二
第
一
号
中
「
同
じ
。
）
」
の
下
に
「
の
額
」
を
加
え
る
。 

第
十
三
条
の
六
の
五
第
一
項
第
三
号
イ
中
「
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
世
帯
」
を
「
特
定
世
帯
又
は

特
定
継
続
世
帯
」
に
改
め
る
。 

第
十
三
条
の
七
第
一
号
中
「
同
じ
。
）
」
の
下
に
「
の
額
」
を
加
え
る
。 

第
十
三
条
の
十
第
三
項
中
「
、
告
示
」
を
「
告
示
」
に
改
め
る
。 

第
十
三
条
の
十
一
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。 

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
総
額
） 

第
十
三
条
の
十
二 

保
険
料
の
賦
課
額
の
う
ち
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
（
第
十
七

条
の
二
、
第
十
七
条
の
五
、
第
十
七
条
の
六
及
び
第
十
七
条
の
八
の
規
定
に
よ
り
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
を
減
額
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
減
額
す
る
こ
と

に
な
る
額
を
含
む
。
）
の
総
額
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
総
額
」
と
い
う
。
）

は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
を
控
除
し
た
額
を
基

準
と
し
て
算
定
し
た
額
と
す
る
。 

一 

当
該
年
度
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額 

イ 

当
該
年
度
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
山
口
県

の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
部
分
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額 

ロ 

第
十
七
条
の
八
に
規
定
す
る
基
準
に
従
い
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
被

保
険
者
均
等
割
額
を
減
額
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
減
額
す
る
こ
と
と
な
る
額
の
総
額 

二 

当
該
年
度
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額 

イ 

法
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
交

付
を
受
け
る
補
助
金
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）
及
び
同
条
の
規
定
に
よ
り
貸
し
付
け
ら
れ
る
貸
付
金
（
国
民
健
康
保
険
事

業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額 

ロ 

そ
の
他
国
民
健
康
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付

に
要
す
る
費
用
に
限
る
。
）
の
た
め
の
収
入
（
法
第
七
十
二
条
の
三
第
一
項
、
第
七
十
二

条
の
三
の
二
第
一
項
及
び
第
七
十
二
条
の
三
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
を
除

く
。
）
の
額 

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
） 

第
十
三
条
の
十
三 

保
険
料
の
賦
課
額
の
う
ち
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
は
、
そ
の

世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
所
得
割
額
及
び
被
保
険
者
均
等
割
額
の
合
算
額
の

総
額
並
び
に
そ
の
世
帯
に
つ
き
算
定
し
た
世
帯
別
平
等
割
額
の
合
計
額
に
、
そ
の
世
帯
に
属
す

2
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る
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
（
政
令
第
二
十
九
条
の
七
第
五
項
第
三
号
に
規
定
す
る
十
八
歳
以
上

被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
き
算
定
し
た
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
額
の
総

額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。 

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
所
得
割
額
の
算
定
） 

第
十
三
条
の
十
四 
前
条
の
所
得
割
額
は
、
被
保
険
者
に
係
る
賦
課
期
日
の
属
す
る
年
の
前
年
の

所
得
に
係
る
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
に
、
次
条
の
所
得
割
の
保
険
料
率
を
乗
じ
て
算
定

す
る
。 

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
保
険
料
率
） 

第
十
三
条
の
十
五 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
保
険
料
率
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。 

一 

所
得
割 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
総
額
か
ら
、
第
十
三
条
の
十
二
第
一
号
ロ

に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
か
ら
同
条
第
一
号
ロ
に
係
る
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額

を
控
除
し
た
額
を
控
除
し
た
額
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
保
険
料

率
の
算
定
に
係
る
額
」
と
い
う
。
）
の
百
分
の
五
十
五
に
相
当
す
る
額
を
被
保
険
者
に
係
る

基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
（
政
令
第
二
十
九
条
の
七
第
五
項
第
四
号
た
だ
し
書
に
規
定

す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
省
令
第
三
十
二
条
の
十
の
二
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
補
正
さ
れ

た
後
の
金
額
と
す
る
。
）
の
総
額
で
除
し
て
得
た
数 

二 

被
保
険
者
均
等
割 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
保
険
料
率
の
算
定
に
係
る

額
の
百
分
の
二
十
九
に
相
当
す
る
額
を
当
該
年
度
の
前
年
度
及
び
そ
の
直
前
の
二
箇
年
度

の
各
年
度
に
お
け
る
被
保
険
者
の
数
等
を
勘
案
し
て
算
定
し
た
数
で
除
し
て
得
た
額 

三 

十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割 

第
十
三
条
の
十
二
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
か

ら
同
条
第
一
号
ロ
に
係
る
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
を
控
除
し
た
額
を
、
当
該
年

度
の
前
年
度
及
び
そ
の
直
前
の
二
箇
年
度
の
各
年
度
に
お
け
る
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
の

数
等
を
勘
案
し
て
算
定
し
た
数
で
除
し
て
得
た
額 

四 

世
帯
別
平
等
割 

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
世
帯
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ

ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額 

イ 

特
定
世
帯
又
は
特
定
継
続
世
帯
以
外
の
世
帯 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額

の
保
険
料
率
の
算
定
に
係
る
額
の
百
分
の
十
六
に
相
当
す
る
額
を
当
該
年
度
の
前
年
度

及
び
そ
の
直
前
の
二
箇
年
度
の
各
年
度
に
お
け
る
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
数
等
を

勘
案
し
て
算
定
し
た
数
か
ら
特
定
世
帯
の
数
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
特
定
継

続
世
帯
の
数
に
四
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
の
合
計
数
を
控
除
し
た
数
で
除
し
て
得
た

額 

ロ 

特
定
世
帯 

イ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

額 

2
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ハ 

特
定
継
続
世
帯 

イ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
四
分
の
三
を
乗
じ
て

得
た
額 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
保
険
料
率
を
決
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
小
数
点
以
下
第
四
位
未
満
の
端

数
又
は
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

市
長
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
料
率
を
決
定
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
告
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
限
度
額
） 

第
十
三
条
の
十
六 

第
十
三
条
の
十
三
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
は
、
三
万
円
を

超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

第
十
六
条
第
一
項
中
「
若
し
く
は
第
十
三
条
の
六
の
三
」
を
「
、
第
十
三
条
の
六
の
三
若
し
く

は
第
十
三
条
の
十
三
」
に
改
め
、
「
第
十
七
条
の
二
第
一
項
各
号
（
同
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
定
め
る
額
」
の

下
に
「
若
し
く
は
同
条
第
五
項
各
号
に
定
め
る
額
」
を
、
「
第
十
七
条
の
五
第
一
項
（
同
条
第
三

項
」
の
下
に
「
又
は
第
四
項
」
を
加
え
、
「
第
十
三
条
の
基
礎
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
の
保

険
料
率
に
そ
れ
ぞ
れ
十
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額
、
第
十
七
条
の
五
第
四
項
第
一
号
（
同
条
第
六

項
」
を
「
額
、
同
条
第
五
項
（
同
条
第
七
項
又
は
第
八
項
」
に
、
「
第
十
七
条
の
六
第
一
項
各
号

（
同
条
第
三
項
又
は
第
四
項
」
を
「
第
十
七
条
の
六
第
一
項
各
号
（
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま

で
」
に
、
「
若
し
く
は
同
条
第
五
項
各
号
（
同
条
第
七
項
又
は
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
定
め
る
額
」
を
「
、
同
条
第
六
項
各
号

（
同
条
第
八
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
定
め
る
額
若
し
く
は
第
十
七
条
の
八
第
一
項
に
定
め
る
額
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
若
し
く
は
第
十
三
条
の
六
の
三
の
額
若
し
く
は
第
十
三
条
の
八
」
を
「
、
第
十
三
条

の
六
の
三
、
第
十
三
条
の
八
若
し
く
は
第
十
三
条
の
十
三
」
に
改
め
、
「
第
十
七
条
の
二
第
一
項

各
号
に
定
め
る
額
」
の
下
に
「
若
し
く
は
同
条
第
五
項
各
号
に
定
め
る
額
」
を
加
え
、
「
第
十
三

条
の
基
礎
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
の
保
険
料
率
に
そ
れ
ぞ
れ
十
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額
、

第
十
七
条
の
五
第
四
項
第
一
号
」
を
「
額
、
同
条
第
五
項
」
に
、
「
若
し
く
は
同
条
第
五
項
各
号
」

を
「
、
同
条
第
六
項
各
号
に
定
め
る
額
若
し
く
は
第
十
七
条
の
八
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

第
十
七
条
の
二
第
一
項
中
「
六
十
六
万
円
」
を
「
六
十
七
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
と

す
る
。
以
下
こ
の
項
」
の
下
に
「
及
び
第
五
項
」
を
、
「
第
三
号
」
の
下
に
「
並
び
に
第
五
項
」

を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
三
十
万
五
千
円
」
を
「
三
十
一
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
五

十
六
万
円
」
を
「
五
十
七
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
六
十
六
万
円
」
を
「
六

十
七
万
円
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

５ 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
保
険
料
の
納
付
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
保
険
料
の
賦

課
額
の
う
ち
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
は
、
第
十
三
条
の
十
三
の
子
ど
も
・
子
育
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て
支
援
納
付
金
賦
課
額
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当

該
減
額
し
て
得
た
額
が
三
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
三
万
円
）
と
す
る
。 

一 
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分

し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
の
合
算
額
が
、
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一

号
に
定
め
る
金
額
（
世
帯
主
等
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
二
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

同
号
に
定
め
る
金
額
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
一
を
減
じ
た
数
に
十
万
円
を
乗
じ

て
得
た
金
額
を
加
え
た
金
額
）
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る
保
険
料
の
納
付
義
務
者 

イ
に
掲

げ
る
額
に
当
該
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
う
ち
当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
額
の
算
定
の
対
象
と
さ
れ
る
も
の
の
数
を
乗
じ
て
得
た

額
、
ロ
に
掲
げ
る
額
に
当
該
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
う
ち
当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
額
の
算
定
の
対
象
と
さ
れ
る

も
の
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
ハ
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額 

イ 

当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
の
保
険
料

率
に
十
分
の
七
を
乗
じ
て
得
た
額 

ロ 

当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等

割
の
保
険
料
率
に
十
分
の
七
を
乗
じ
て
得
た
額 

ハ 

当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
世
帯
別
平
等
割
の
保
険
料
率

に
十
分
の
七
を
乗
じ
て
得
た
額 

二 

第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分

し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
の
合
算
額
が
、
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一

号
に
定
め
る
金
額
（
世
帯
主
等
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
二
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

同
号
に
定
め
る
金
額
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
一
を
減
じ
た
数
に
十
万
円
を
乗
じ

て
得
た
金
額
を
加
え
た
金
額
）
に
、
三
十
一
万
円
に
当
該
年
度
の
保
険
料
の
賦
課
期
日
現
在

に
お
い
て
、
当
該
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
数
と
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
数
の
合
計
数

を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る
保
険
料
の
納
付
義
務
者
で

あ
つ
て
前
号
に
該
当
す
る
者
以
外
の
者 

イ
に
掲
げ
る
額
に
当
該
世
帯
に
属
す
る
被
保
険

者
の
う
ち
当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
額
の

算
定
の
対
象
と
さ
れ
る
も
の
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
、
ロ
に
掲
げ
る
額
に
当
該
世
帯
に
属
す

る
被
保
険
者
の
う
ち
当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
十
八
歳
以
上

被
保
険
者
均
等
割
額
の
算
定
の
対
象
と
さ
れ
る
も
の
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
ハ
に
掲

げ
る
額
を
合
算
し
た
額 

イ 

当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
の
保
険
料

率
に
十
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額 

ロ 

当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
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割
の
保
険
料
率
に
十
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額 

ハ 

当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
世
帯
別
平
等
割
の
保
険
料
率

に
十
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額 

三 

第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分

し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
の
合
算
額
が
、
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一

号
に
定
め
る
金
額
（
世
帯
主
等
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
二
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

同
号
に
定
め
る
金
額
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
一
を
減
じ
た
数
に
十
万
円
を
乗
じ

て
得
た
金
額
を
加
え
た
金
額
）
に
、
五
十
七
万
円
に
当
該
年
度
の
保
険
料
の
賦
課
期
日
現
在

に
お
い
て
、
当
該
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
数
と
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
数
の
合
計
数

を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る
保
険
料
の
納
付
義
務
者
で

あ
つ
て
前
二
号
に
該
当
す
る
者
以
外
の
者 

イ
に
掲
げ
る
額
に
当
該
世
帯
に
属
す
る
被
保

険
者
の
う
ち
当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
額

の
算
定
の
対
象
と
さ
れ
る
も
の
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
、
ロ
に
掲
げ
る
額
に
当
該
世
帯
に
属

す
る
被
保
険
者
の
う
ち
当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
十
八
歳
以

上
被
保
険
者
均
等
割
額
の
算
定
の
対
象
と
さ
れ
る
も
の
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
ハ
に

掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額 

イ 

当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
の
保
険
料

率
に
十
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額 

ロ 

当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等

割
の
保
険
料
率
に
十
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額 

ハ 

当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
世
帯
別
平
等
割
の
保
険
料
率

に
十
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額 

６ 

第
十
三
条
の
十
五
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
各
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
規
定
す
る

額
の
決
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
保
険
料
率
」
と

あ
る
の
は
「
額
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

第
十
七
条
の
三
中
「
及
び
前
条
第
一
項
」
を
「
、
第
十
三
条
の
六
の
四
、
第
十
三
条
の
九
及
び

第
十
三
条
の
十
四
並
び
に
前
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
同
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。 

第
十
七
条
の
五
第
一
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
四
項
」

を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
額
」
と
」
の
下
に
「
、
「
第
十
七
条
の

二
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条

第
一
項
各
号
」
と
」
を
加
え
、
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、

同
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

４ 

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
減
額
に
つ
い
て
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準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
基
礎
賦
課
額
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
」
と
、
「
第
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
十
五
」
と
、
第

二
項
中
「
第
十
三
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
十
五
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。 

 

第
十
七
条
の
五
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

８ 

第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
減
額
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
項
中
「
基
礎
賦
課
額
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
」
と
、
「
第
十
七
条
の
二
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
七
条

の
二
第
五
項
各
号
」
と
、
「
第
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
十
五
」
と
、
第
六
項
中

「
第
十
三
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
十
五
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。 

第
十
七
条
の
六
第
一
項
中
「
第
二
十
九
条
の
七
第
五
項
第
八
号
」
を
「
第
二
十
九
条
の
七
第
六

項
第
八
号
」
に
、
「
六
十
六
万
円
」
を
「
六
十
七
万
円
」
に
、
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改

め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
三
十
二
条
の
十
の
二
」
を
「
第
三
十
二
条
の
十
の
三
」
に
改
め
、
同
条

第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
六
十
六
万
円
」
を
「
六
十
七
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
五

項
」
を
「
第
六
項
」
に
、
「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に
、
「
六
十
六
万
円
」
を
「
六
十
七
万
円
」

に
改
め
、
「
十
七
万
円
」
と
」
の
下
に
「
、
「
第
十
七
条
の
二
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第

十
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
各
号
」
と
」
を
加
え
、
同
項

を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
、
「
六
十
六
万
円
」
を
「
六

十
七
万
円
」
に
改
め
、
「
二
十
六
万
円
」
と
」
の
下
に
「
、
「
第
十
七
条
の
二
第
一
項
各
号
」
と

あ
る
の
は
「
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
各
号
」
と
」

を
加
え
、
「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同

条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
六
十
六
万
円
」
を
「
六
十
七
万
円
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

５ 

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
減
額
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
基
礎
賦
課
額
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
」
と
、
「
被
保
険
者
均
等
割
」
と
あ
る
の
は
「
被
保
険
者
均
等
割
及

び
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
」
と
、
「
第
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
十
三
」
と
、

「
六
十
七
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
万
円
」
と
、
第
二
項
中
「
第
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

十
三
条
の
十
五
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

第
十
七
条
の
六
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

１ ０ 

第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
減
額
に
つ
い
て 

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
項
中
「
基
礎
賦
課
額
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
」
と
、
「
被
保
険
者
均
等
割
」
と
あ
る
の
は
「
被
保
険
者
均
等
割
及

2
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び
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
」
と
、
「
第
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
十
三
」
と
、

「
六
十
七
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
万
円
」
と
、
「
第
十
七
条
の
二
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の

は
「
第
十
七
条
の
二
第
五
項
各
号
」
と
、
第
七
項
中
「
第
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条

の
十
五
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

第
十
七
条
の
七
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
以
前
で
あ
る
被
保
険
者
の
被
保
険
者
均
等

割
額
の
減
額
） 

第
十
七
条
の
八 

当
該
年
度
に
お
い
て
、
そ
の
世
帯
に
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月

三
十
一
日
以
前
で
あ
る
被
保
険
者
（
以
下
「
十
八
歳
未
満
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
場

合
に
お
け
る
当
該
十
八
歳
未
満
被
保
険
者
に
係
る
当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、
第
十
三
条
の
十
五
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦

課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
の
保
険
料
率
に
相
当
す
る
額
（
第
十
七
条
の
二
第
五
項
、
第
十
七
条

の
五
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
若
し
く
は
同
条
第
八
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
五
項
又
は
第
十
七
条
の
六
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら

れ
た
同
条
第
一
項
若
し
く
は
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
六
項
に
規

定
す
る
基
準
に
従
い
当
該
十
八
歳
未
満
被
保
険
者
に
係
る
当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
納
付
金
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
の
保
険
料
率
に
相
当
す
る
額
を
減
額
す
る
も
の
と
し
た

場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
減
額
後
の
額
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
、
当
該
保
険
料
率
に
相
当
す
る

額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。 

２ 

第
十
三
条
の
十
五
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
額
の
決
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
三
条
の
十
五
第
三
項
の
規
定
中
「
保
険
料
率
」
と
あ
る
の
は
「
額
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
第
九
条
、
第
十
三
条
の
六
、
第
十
三
条
の
十
二
か
ら
第
十
三
条

の
十
六
ま
で
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
の
二
、
第
十
七
条
の
三
、
第
十
七
条
の
五
、
第
十
七
条

の
六
及
び
第
十
七
条
の
八
の
規
定
は
、
令
和
八
年
度
以
後
の
年
度
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
適
用

し
、
令
和
七
年
度
以
前
の
年
度
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

「
説
明
」 

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
二
号
）
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
創
設
し
、
保
険
料
の
賦
課
限
度
額
及
び
軽
減
判
定
所
得
に
関
す

る
規
定
を
改
正
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
所
要
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 
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こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 
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（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

（
保
険
料
の
賦
課
額
） 

第
九
条 

保
険
料
の
賦
課
額
は
、
世
帯
主
の
世
帯
に

属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
基
礎
賦
課
額

（
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政

令
第
三
百
六
十
二
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）

第
二
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基

礎
賦
課
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
後
期
高

齢
者
支
援
金
等
賦
課
額
（
政
令
第
二
十
九
条
の
七

第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金

等
賦
課
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
並
び
に
介
護

納
付
金
賦
課
被
保
険
者
（
政
令
第
二
十
九
条
の
七

第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
介
護
納
付
金
賦
課
被

保
険
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
き
算
定
し

た
介
護
納
付
金
賦
課
額
（
政
令
第
二
十
九
条
の
七

第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
介
護
納
付
金
賦
課
額

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
合
算
額
と
す
る
。 

（
保
険
料
の
賦
課
額
） 

第
九
条 

保
険
料
の
賦
課
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の

合
算
額
と
す
る
。 

一 

世
帯
主
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き

算
定
し
た
基
礎
賦
課
額
（
国
民
健
康
保
険
法
施

行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
二
号
。

以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
礎
賦
課
額
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
） 

二 

世
帯
主
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き

算
定
し
た
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
額
（
政

令
第
二
十
九
条
の
七
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す

る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
額
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
） 

三 

世
帯
主
の
世
帯
に
属
す
る
介
護
納
付
金
賦
課

被
保
険
者
（
政
令
第
二
十
九
条
の
七
第
一
項
第

三
号
に
規
定
す
る
介
護
納
付
金
賦
課
被
保
険
者

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
き
算
定
し
た
介

護
納
付
金
賦
課
額
（
政
令
第
二
十
九
条
の
七
第

一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
介
護
納
付
金
賦
課
額

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
） 

四 

世
帯
主
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き

算
定
し
た
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課

額
（
政
令
第
二
十
九
条
の
七
第
一
項
第
四
号
に

規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課

額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
） 

（
基
礎
賦
課
総
額
） 

（
基
礎
賦
課
総
額
） 

第
九
条
の
二 

第
九
条
の
二 

一 

一 

ロ 

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
（
法
附
則

第
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法

第
七
十
五
条
の
七
第
一
項
の
国
民
健
康
保
険

事
業
費
納
付
金
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
山

ロ 

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
（
法
附
則

第
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法

第
七
十
五
条
の
七
第
一
項
の
国
民
健
康
保
険

事
業
費
納
付
金
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
山

2
8



 

口
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計

に
お
い
て
負
担
す
る
高
齢
者
医
療
確
保
法
の

規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
（
以
下

「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
」
と
い
う
。
）
、

高
齢
者
医
療
確
保
法 

 

の
規
定
に
よ
る
病
床

転
換
支
援
金
等
（
以
下
「
病
床
転
換
支
援
金

等
」
と
い
う
。
）
及
び
介
護
保
険
法
（
平
成

九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
る

納
付
金
（
以
下
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。
）

並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二

十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る

納
付
金
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
」
と
い
う
。
）
の
納
付
に
要
す
る
費
用

に
充
て
る
部
分
を
除
く
。
）
の
額 

口
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計

に
お
い
て
負
担
す
る
高
齢
者
医
療
確
保
法
の

規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
（
以
下

「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
」
と
い
う
。
）
及

び
高
齢
者
医
療
確
保
法
の
規
定
に
よ
る
病
床

転
換
支
援
金
等
（
以
下
「
病
床
転
換
支
援
金

等
」
と
い
う
。
）
、
介
護
保
険
法 

 

（
平
成

九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
る

納
付
金
（
以
下
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。
）

並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二

十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る

納
付
金
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
」
と
い
う
。
）
の
納
付
に
要
す
る
費
用

に
充
て
る
部
分
を
除
く
。
）
の
額 

へ 

そ
の
他
国
民
健
康
保
険
事
業
に
要
す
る
費

用
（
国
民
健
康
保
険
の
事
務
の
執
行
に
要
す

る
費
用
を
除
く
。
）
の
額
（
国
民
健
康
保
険

事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
山

口
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計

に
お
い
て
負
担
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

及
び
病
床
転
換
支
援
金
等
並
び
に
介
護
納
付

金 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
納
付

に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
部
分
に
限
る
。
）

を
除
く
。
） 

へ 

そ
の
他
国
民
健
康
保
険
事
業
に
要
す
る
費

用
（
国
民
健
康
保
険
の
事
務
の
執
行
に
要
す

る
費
用
を
除
く
。
）
の
額
（
国
民
健
康
保
険

事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
山

口
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計

に
お
い
て
負
担
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

及
び
病
床
転
換
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
並

び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付

に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
部
分
に
限
る
。
）

を
除
く
。
） 

二 

二 

ロ 

法
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

ら
れ
た
法
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
交
付

を
受
け
る
補
助
金
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費

納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
山
口
県
の

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い

て
負
担
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
病
床

転
換
支
援
金
等
及
び
介
護
納
付
金 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
納
付
に
要
す

る
費
用
に
充
て
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の

ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

及
び
同
条
の
規
定
に
よ
り
貸
し
付
け
ら
れ
る

貸
付
金
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の

納
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

ロ 

法
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

ら
れ
た
法
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
交
付

を
受
け
る
補
助
金
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費

納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
山
口
県
の

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い

て
負
担
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
及
び
病

床
転
換
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
並
び
に
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す

る
費
用
に
充
て
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の

ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

及
び
同
条
の
規
定
に
よ
り
貸
し
付
け
ら
れ
る

貸
付
金
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の

納
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

2
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の
額 

の
額 

（
基
礎
賦
課
額
の
保
険
料
率
） 

（
基
礎
賦
課
額
の
保
険
料
率
） 

第
十
三
条 

第
十
三
条 

３ 

市
長
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
料
率
を
決

定
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
告
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

３ 

市
長
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
料
率
を
決

定
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
告
示 

 

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

（
基
礎
賦
課
限
度
額
） 

（
基
礎
賦
課
限
度
額
） 

第
十
三
条
の
六 

第
十
条
の
基
礎
賦
課
額
は
、
六
十

六
万
円
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

第
十
三
条
の
六 

第
十
条
の
基
礎
賦
課
額
は
、
六
十

七
万
円
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

（
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
総
額
） 

（
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
総
額
） 

第
十
三
条
の
六
の
二 

第
十
三
条
の
六
の
二 

一 

当
該
年
度
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
事
業
費

納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
山
口
県
の
国

民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負

担
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
及
び
病
床
転
換

支
援
金
等
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
部
分

に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額 

一 

当
該
年
度
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
事
業
費

納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
山
口
県
の
国

民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負

担
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
及
び
病
床
転
換

支
援
金
等
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
部
分

に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額 

（
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
額
の
保
険
料
率
） 

（
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
額
の
保
険
料
率
） 

第
十
三
条
の
六
の
五 

 

第
十
三
条
の
六
の
五 

三 

三 

イ 

ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
世
帯 

 
 
 

以
外
の
世

帯 

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
総
額
の
百

分
の
十
六
に
相
当
す
る
額
を
当
該
年
度
の
前

年
度
及
び
そ
の
直
前
の
二
箇
年
度
の
各
年
度

に
お
け
る
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
数
等

を
勘
案
し
て
算
定
し
た
数
か
ら
特
定
世
帯
の

数
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
特
定
継

続
世
帯
の
数
に
四
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数

の
合
計
数
を
控
除
し
た
数
で
除
し
て
得
た
額 

イ 

特
定
世
帯
又
は
特
定
継
続
世
帯
以
外
の
世

帯 

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
総
額
の
百

分
の
十
六
に
相
当
す
る
額
を
当
該
年
度
の
前

年
度
及
び
そ
の
直
前
の
二
箇
年
度
の
各
年
度

に
お
け
る
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
数
等

を
勘
案
し
て
算
定
し
た
数
か
ら
特
定
世
帯
の

数
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
特
定
継

続
世
帯
の
数
に
四
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数

の
合
計
数
を
控
除
し
た
数
で
除
し
て
得
た
額 

（
介
護
納
付
金
賦
課
総
額
） 

（
介
護
納
付
金
賦
課
総
額
） 

第
十
三
条
の
七 

第
十
三
条
の
七 

一 

当
該
年
度
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
事
業
費

納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
山
口
県
の
国

民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負

担
す
る
介
護
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に

充
て
る
部
分
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
額 

一 

当
該
年
度
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
事
業
費

納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
山
口
県
の
国

民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負

担
す
る
介
護
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に

充
て
る
部
分
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
額 

3
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（
介
護
納
付
金
賦
課
額
の
保
険
料
率
） 

（
介
護
納
付
金
賦
課
額
の
保
険
料
率
） 

第
十
三
条
の
十 

第
十
三
条
の
十 

３ 

市
長
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
料
率
を
決

定
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
告
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

３ 

市
長
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
料
率
を
決

定
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
告
示 

 

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

（
介
護
納
付
金
賦
課
限
度
額)

 

（
介
護
納
付
金
賦
課
限
度
額)

 

第
十
三
条
の
十
一 

第
十
三
条
の
十
一 

 

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
総
額
） 

第
十
三
条
の
十
二 

保
険
料
の
賦
課
額
の
う
ち
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
（
第
十
七
条
の

二
、
第
十
七
条
の
五
、
第
十
七
条
の
六
及
び
第
十

七
条
の
八
の
規
定
に
よ
り
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

納
付
金
賦
課
額
を
減
額
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に

あ
つ
て
は
、
そ
の
減
額
す
る
こ
と
に
な
る
額
を
含

む
。
）
の
総
額
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

納
付
金
賦
課
総
額
」
と
い
う
。
）
は
、
第
一
号
に

掲
げ
る
額
の
見
込
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の

見
込
額
を
控
除
し
た
額
を
基
準
と
し
て
算
定
し
た

額
と
す
る
。 

一 

当
該
年
度
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算

額 イ 

当
該
年
度
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
事
業

費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
山
口
県

の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お

い
て
負
担
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
部
分
に

限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額 

ロ 

第
十
七
条
の
八
に
規
定
す
る
基
準
に
従
い

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
被

保
険
者
均
等
割
額
を
減
額
す
る
も
の
と
し
た

場
合
に
減
額
す
る
こ
と
と
な
る
額
の
総
額 

二 

当
該
年
度
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算

 
 

額 イ 

法
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

ら
れ
た
法
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
交
付

を
受
け
る
補
助
金
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費

納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
及
び
同
条
の
規
定
に
よ
り
貸
し

3
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付
け
ら
れ
る
貸
付
金
（
国
民
健
康
保
険
事
業

費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）
の
額 

ロ 

そ
の
他
国
民
健
康
保
険
事
業
に
要
す
る
費

用
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付

に
要
す
る
費
用
に
限
る
。
）
の
た
め
の
収
入

（
法
第
七
十
二
条
の
三
第
一
項
、
第
七
十
二

条
の
三
の
二
第
一
項
及
び
第
七
十
二
条
の
三

の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
を
除

く
。
）
の
額 

 

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
） 

第
十
三
条
の
十
三 

保
険
料
の
賦
課
額
の
う
ち
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
は
、
そ
の
世
帯

に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
所
得
割
額

及
び
被
保
険
者
均
等
割
額
の
合
算
額
の
総
額
並
び

に
そ
の
世
帯
に
つ
き
算
定
し
た
世
帯
別
平
等
割
額

の
合
計
額
に
、
そ
の
世
帯
に
属
す
る
十
八
歳
以
上

被
保
険
者
（
政
令
第
二
十
九
条
の
七
第
五
項
第
三

号
に
規
定
す
る
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
に
つ
き
算
定
し
た
十
八
歳
以
上
被

保
険
者
均
等
割
額
の
総
額
を
加
算
し
た
額
と
す

る
。 

 

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
所
得
割

額
の
算
定
） 

第
十
三
条
の
十
四 

前
条
の
所
得
割
額
は
、
被
保
険

者
に
係
る
賦
課
期
日
の
属
す
る
年
の
前
年
の
所
得

に
係
る
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
に
、
次
条

の
所
得
割
の
保
険
料
率
を
乗
じ
て
算
定
す
る
。 

 

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
保
険
料

率
） 

第
十
三
条
の
十
五 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金

賦
課
額
の
保
険
料
率
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

所
得
割 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦

課
総
額
か
ら
、
第
十
三
条
の
十
二
第
一
号
ロ
に

掲
げ
る
額
の
見
込
額
か
ら
同
条
第
一
号
ロ
に
係

る
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
を
控
除

し
た
額
を
控
除
し
た
額
（
以
下
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
保
険
料
率
の
算
定

3
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に
係
る
額
」
と
い
う
。
）
の
百
分
の
五
十
五
に

相
当
す
る
額
を
被
保
険
者
に
係
る
基
礎
控
除
後

の
総
所
得
金
額
等
（
政
令
第
二
十
九
条
の
七
第

五
項
第
四
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
省
令
第
三
十
二
条
の
十
の
二
に
規
定

す
る
方
法
に
よ
り
補
正
さ
れ
た
後
の
金
額
と
す

る
。
）
の
総
額
で
除
し
て
得
た
数 

二 

被
保
険
者
均
等
割 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

納
付
金
賦
課
額
の
保
険
料
率
の
算
定
に
係
る
額

の
百
分
の
二
十
九
に
相
当
す
る
額
を
当
該
年
度

の
前
年
度
及
び
そ
の
直
前
の
二
箇
年
度
の
各
年

度
に
お
け
る
被
保
険
者
の
数
等
を
勘
案
し
て
算

定
し
た
数
で
除
し
て
得
た
額 

三 

十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割 

第
十
三
条

の
十
二
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
か
ら

同
条
第
一
号
ロ
に
係
る
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る

額
の
見
込
額
を
控
除
し
た
額
を
、
当
該
年
度
の

前
年
度
及
び
そ
の
直
前
の
二
箇
年
度
の
各
年
度

に
お
け
る
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
の
数
等
を
勘

案
し
て
算
定
し
た
数
で
除
し
て
得
た
額 

四 

世
帯
別
平
等
割 

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る

世
帯
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま

で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額 

イ 

特
定
世
帯
又
は
特
定
継
続
世
帯
以
外
の
世

帯 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額

の
保
険
料
率
の
算
定
に
係
る
額
の
百
分
の
十

六
に
相
当
す
る
額
を
当
該
年
度
の
前
年
度
及

び
そ
の
直
前
の
二
箇
年
度
の
各
年
度
に
お
け

る
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
数
等
を
勘
案

し
て
算
定
し
た
数
か
ら
特
定
世
帯
の
数
に
二

分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
特
定
継
続
世
帯

の
数
に
四
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
の
合
計

数
を
控
除
し
た
数
で
除
し
て
得
た
額 

ロ 

特
定
世
帯 

イ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額 

ハ 

特
定
継
続
世
帯 

イ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
額
に
四
分
の
三
を
乗
じ
て
得

た
額 

3
3



 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
保
険
料
率
を
決
定
す
る
場
合

に
お
い
て
、
小
数
点
以
下
第
四
位
未
満
の
端
数
又

は
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切

り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

市
長
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
料
率
を
決

定
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
告
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
限
度
額
） 

第
十
三
条
の
十
六 

第
十
三
条
の
十
三
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
は
、
三
万
円
を
超
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

（
賦
課
期
日
後
に
お
い
て
納
付
義
務
の
発
生
、
消
滅

又
は
被
保
険
者
数
の
異
動
等
が
あ
つ
た
場
合
） 

（
賦
課
期
日
後
に
お
い
て
納
付
義
務
の
発
生
、
消
滅

又
は
被
保
険
者
数
の
異
動
等
が
あ
つ
た
場
合
） 

第
十
六
条 

保
険
料
の
賦
課
期
日
後
に
納
付
義
務
が

発
生
し
、
又
は
一
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
数
が

増
加
し
、
若
し
く
は
減
少
し
、
若
し
く
は
一
世
帯

に
属
す
る
被
保
険
者
が
介
護
納
付
金
賦
課
被
保
険

者
と
な
り
、
若
し
く
は
介
護
納
付
金
賦
課
被
保
険

者
で
な
く
な
り
、
若
し
く
は
政
令
第
二
十
九
条
の

七
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
被
保
険
者

等
（
以
下
「
特
例
対
象
被
保
険
者
等
」
と
い
う
。
）

と
な
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
納
付
義
務
者
に
係

る
第
十
条
若
し
く
は
第
十
三
条
の
六
の
三 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
額
（
被
保
険
者
数
が
増
加
し
、
若

し
く
は
減
少
し
た
場
合
（
特
定
同
一
世
帯
所
属
者

に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
被
保
険
者
数
が
減
少
し

た
場
合
を
除
く
。
）
又
は
特
例
対
象
被
保
険
者
等

と
な
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
納
付
義
務
者
に
係

る
世
帯
別
平
等
割
額
を
除
く
。
）
若
し
く
は
第
十

三
条
の
八
の
額
又
は
第
十
七
条
の
二
第
一
項
各
号

（
同
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
定
め
る
額
若
し
く
は
同
条
第
五
項
各

号
に
定
め
る
額
、
第
十
七
条
の
五
第
一
項
（
同
条

第
三
項 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
定
め
る
第
十
三
条
の
基
礎
賦
課
額
の
被
保
険
者

均
等
割
の
保
険
料
率
に
そ
れ
ぞ
れ
十
分
の
五
を
乗

第
十
六
条 

保
険
料
の
賦
課
期
日
後
に
納
付
義
務
が

発
生
し
、
又
は
一
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
数
が

増
加
し
、
若
し
く
は
減
少
し
、
若
し
く
は
一
世
帯

に
属
す
る
被
保
険
者
が
介
護
納
付
金
賦
課
被
保
険

者
と
な
り
、
若
し
く
は
介
護
納
付
金
賦
課
被
保
険

者
で
な
く
な
り
、
若
し
く
は
政
令
第
二
十
九
条
の

七
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
被
保
険
者

等
（
以
下
「
特
例
対
象
被
保
険
者
等
」
と
い
う
。
）

と
な
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
納
付
義
務
者
に
係

る
第
十
条
、
第
十
三
条
の
六
の
三
若
し
く
は
第
十

三
条
の
十
三
の
額
（
被
保
険
者
数
が
増
加
し
、
若

し
く
は
減
少
し
た
場
合
（
特
定
同
一
世
帯
所
属
者

に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
被
保
険
者
数
が
減
少
し

た
場
合
を
除
く
。
）
又
は
特
例
対
象
被
保
険
者
等

と
な
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
納
付
義
務
者
に
係

る
世
帯
別
平
等
割
額
を
除
く
。
）
若
し
く
は
第
十

三
条
の
八
の
額
又
は
第
十
七
条
の
二
第
一
項
各
号

（
同
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
定
め
る
額
若
し
く
は
同
条
第
五
項
各

号
に
定
め
る
額
、
第
十
七
条
の
五
第
一
項
（
同
条

第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
定
め
る
額
、
同
条
第
五
項
（
同
条
第
七
項
又
は

第
八
項
の
保
険
料
率
に
そ
れ
ぞ
れ
十
分
の
五
を
乗

3
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じ
て
得
た
額
、
第
十
七
条
の
五
第
四
項
第
一
号
（
同

条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
定
め

る
額
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
各
号
（
同
条
第
三

項
又
は
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
定
め
る
額
若
し
く
は
同
条
第
五
項
各
号
（
同
条

第
七
項
又
は
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
定
め
る
額
若
し
く
は
第
十
七
条
の
八
第
一
項
に

定
め
る
額
の
算
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
納
付
義

務
が
発
生
し
、
又
は
被
保
険
者
数
が
増
加
し
、
若

し
く
は
減
少
し
た
日
（
法
第
六
条
第
一
号
か
ら
第

八
号
ま
で
の
規
定
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
こ
と

に
よ
り
被
保
険
者
数
が
減
少
し
た
場
合
に
お
い
て

は
、
そ
の
減
少
し
た
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
き

に
限
り
、
そ
の
前
日
と
す
る
。
）
若
し
く
は
一
世

帯
に
属
す
る
被
保
険
者
が
介
護
納
付
金
賦
課
被
保

険
者
と
な
つ
た
日
若
し
く
は
介
護
納
付
金
賦
課
被

保
険
者
で
な
く
な
つ
た
日
若
し
く
は
特
例
対
象
被

保
険
者
等
と
な
つ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
、
月
割

を
も
つ
て
行
う
。 

じ
て
得
た
額
、
第
十
七
条
の
五
第
四
項
第
一
号
（
同

条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
定
め

る
額
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
各
号
（
同
条
第
三

項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
定
め
る
額
、
同
条
第
六
項
各
号
（
同
条
第
八
項

か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
定
め
る
額
若
し
く
は
第
十
七
条
の
八
第
一
項
に

定
め
る
額
の
算
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
納
付
義

務
が
発
生
し
、
又
は
被
保
険
者
数
が
増
加
し
、
若

し
く
は
減
少
し
た
日
（
法
第
六
条
第
一
号
か
ら
第

八
号
ま
で
の
規
定
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
こ
と

に
よ
り
被
保
険
者
数
が
減
少
し
た
場
合
に
お
い
て

は
、
そ
の
減
少
し
た
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
き

に
限
り
、
そ
の
前
日
と
す
る
。
）
若
し
く
は
一
世

帯
に
属
す
る
被
保
険
者
が
介
護
納
付
金
賦
課
被
保

険
者
と
な
つ
た
日
若
し
く
は
介
護
納
付
金
賦
課
被

保
険
者
で
な
く
な
つ
た
日
若
し
く
は
特
例
対
象
被

保
険
者
等
と
な
つ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
、
月
割

を
も
つ
て
行
う
。 

２ 

保
険
料
の
賦
課
期
日
後
に
納
付
義
務
が
消
滅
し

た
場
合
に
お
け
る
当
該
納
付
義
務
者
に
係
る
第
十

条
若
し
く
は
第
十
三
条
の
六
の
三
の
額
若
し
く
は

第
十
三
条
の
八
の
十
三
の
額
又
は
第
十
七
条
の
二

第
一
項
各
号
に
定
め
る
額
若
し
く
は
同
条
第
五
項

各
号
に
定
め
る
額
、
第
十
七
条
の
五
第
一
項
に
定

め
る
第
十
三
条
の
基
礎
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等

割
の
保
険
料
率
に
そ
れ
ぞ
れ
十
分
の
五
を
乗
じ
て

得
た
額
、
第
十
七
条
の
五
第
四
項
第
一
号
に
定
め

る
額
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
各
号
に
定
め
る
額

若
し
く
は
同
条
第
五
項
各
号
る
額
若
し
く
は
第
十

七
条
の
八
第
一
項
に
定
め
る
額
の
算
定
は
、
そ
の

納
付
義
務
が
消
滅
し
た
日
（
法
第
六
条
第
一
号
か

ら
第
八
号
ま
で
の
規
定
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た

こ
と
に
よ
り
納
付
義
務
が
消
滅
し
た
場
合
に
お
い

て
は
、
そ
の
消
滅
し
た
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と

２ 

保
険
料
の
賦
課
期
日
後
に
納
付
義
務
が
消
滅
し

た
場
合
に
お
け
る
当
該
納
付
義
務
者
に
係
る
第
十

条
、
第
十
三
条
の
六
の
三
、
第
十
三
条
の
八
若
し

く
は
第
十
三
条
の
十
三
の
額
又
は
第
十
七
条
の
二

第
一
項
各
号
に
定
め
る
額
若
し
く
は
同
条
第
五
項

各
号
に
定
め
る
額
、
第
十
七
条
の
五
第
一
項
に
定

め
る
額
、
同
条
第
五
項
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等

割
の
保
険
料
率
に
そ
れ
ぞ
れ
十
分
の
五
を
乗
じ
て

得
た
額
、
第
十
七
条
の
五
第
四
項
第
一
号
に
定
め

る
額
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
各
号
に
定
め
る
額 

、
同
条
第
六
項
各
号
に
定
め
る
額
若
し
く
は
第
十

七
条
の
八
第
一
項
に
定
め
る
額
の
算
定
は
、
そ
の

納
付
義
務
が
消
滅
し
た
日
（
法
第
六
条
第
一
号
か

ら
第
八
号
ま
で
の
規
定
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た

こ
と
に
よ
り
納
付
義
務
が
消
滅
し
た
場
合
に
お
い

て
は
、
そ
の
消
滅
し
た
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
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き
に
限
り
、
そ
の
前
日
と
す
る
。
）
の
属
す
る
月

の
前
月
ま
で
、
月
割
を
も
つ
て
行
う
。 

き
に
限
り
、
そ
の
前
日
と
す
る
。
）
の
属
す
る
月

の
前
月
ま
で
、
月
割
を
も
つ
て
行
う
。 

（
低
所
得
者
の
保
険
料
の
減
額
） 

（
低
所
得
者
の
保
険
料
の
減
額
） 

第
十
七
条
の
二 
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
保
険
料
の
納
付
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
保
険

料
の
賦
課
額
の
う
ち
基
礎
賦
課
額
は
、
第
十
条
の

基
礎
賦
課
額
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得

た
額
が
六
十
六
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
六
十

六
万
円
）
と
す
る
。 

第
十
七
条
の
二 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
保
険
料
の
納
付
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
保
険

料
の
賦
課
額
の
う
ち
基
礎
賦
課
額
は
、
第
十
条
の

基
礎
賦
課
額
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得

た
額
が
六
十
七
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
六
十

七
万
円
）
と
す
る
。 

一 

世
帯
主
、
当
該
年
度
の
保
険
料
の
賦
課
期
日

（
賦
課
期
日
後
に
保
険
料
の
納
付
義
務
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
そ
の
発
生
し
た
日
と
す
る
。

以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

現
在
に
お
い
て
、
当
該
世
帯
に
属
す
る
被
保
険

者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
に
つ
き
算
定
し

た
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
総
所
得
金
額
（
青
色
専
従
者
給
与
額
又

は
事
業
専
従
者
控
除
額
に
つ
い
て
は
、
同
法
第

三
百
十
三
条
第
三
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の

規
定
を
適
用
せ
ず
、
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年

法
律
第
三
十
三
号
）
第
五
十
七
条
第
一
項
、
第

三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
例
に
よ
ら
な
い
も

の
と
し
、
山
林
所
得
金
額
及
び
他
の
所
得
と
区

分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
（
地
方
税
法

附
則
第
三
十
三
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上

場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
（
同
法

附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
八
項
又
は
第
十

一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
三
条
の

三
第
五
項
に
規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所

得
等
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
四
条
第
四
項

に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
、
同
法
附

則
第
三
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡

所
得
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
第

五
項
に
規
定
す
る
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所

得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
三
第

十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ

一 

世
帯
主
、
当
該
年
度
の
保
険
料
の
賦
課
期
日

（
賦
課
期
日
後
に
保
険
料
の
納
付
義
務
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
そ
の
発
生
し
た
日
と
す
る
。

以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

現
在
に
お
い
て
、
当
該
世
帯
に
属
す
る
被
保
険

者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
に
つ
き
算
定
し

た
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
総
所
得
金
額
（
青
色
専
従
者
給
与
額
又

は
事
業
専
従
者
控
除
額
に
つ
い
て
は
、
同
法
第

三
百
十
三
条
第
三
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の

規
定
を
適
用
せ
ず
、
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年

法
律
第
三
十
三
号
）
第
五
十
七
条
第
一
項
、
第

三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
例
に
よ
ら
な
い
も

の
と
し
、
山
林
所
得
金
額
及
び
他
の
所
得
と
区

分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
（
地
方
税
法

附
則
第
三
十
三
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上

場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
（
同
法

附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
八
項
又
は
第
十

一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
三
条
の

三
第
五
項
に
規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所

得
等
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
四
条
第
四
項

に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
、
同
法
附

則
第
三
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡

所
得
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
第

五
項
に
規
定
す
る
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所

得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
三
第

十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
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の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条

の
二
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に

係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十

五
条
の
二
の
六
第
十
一
項
又
は
第
三
十
五
条
の

三
第
十
三
項
若
し
く
は
第
十
五
項
の
規
定
の
適

用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、

同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す

る
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
（
同
法

附
則
第
三
十
五
条
の
四
の
二
第
七
項
の
規
定
の

適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金

額
）
、
外
国
居
住
者
等
の
所
得
に
対
す
る
相
互

主
義
に
よ
る
所
得
税
等
の
非
課
税
等
に
関
す
る

法
律
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
適
用
利

子
等
の
額
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
例
適

用
配
当
等
の
額
、
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
第

三
条
の
二
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用

利
子
等
の
額
及
び
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る

条
約
適
用
配
当
等
の
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
算
定
に
つ
い
て
も
同
様

と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
山
林
所
得
金
額

並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所

得
の
金
額
の
合
算
額
が
、
地
方
税
法
第
三
百
十

四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
定
め
る
金
額
（
世

帯
主
並
び
に
当
該
世
帯
主
の
世
帯
に
属
す
る
被

保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
（
次
号
及

び
第
三
号
並
び
に
第
五
項
に
お
い
て
「
世
帯
主

等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
給
与
所
得
を
有
す
る

者
（
前
年
中
に
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所

得
金
額
に
係
る
所
得
税
法
第
二
十
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
給
与
所
得
に
つ
い
て
同
条
第
三
項

に
規
定
す
る
給
与
所
得
控
除
額
の
控
除
を
受
け

た
者
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
等
の
収

入
金
額
が
五
十
五
万
円
を
超
え
る
者
に
限
る
。
）

を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

数
及
び
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
を
有
す
る
者

（
前
年
中
に
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
に
係
る
所
得
税

法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金

の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条

の
二
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に

係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十

五
条
の
二
の
六
第
十
一
項
又
は
第
三
十
五
条
の

三
第
十
三
項
若
し
く
は
第
十
五
項
の
規
定
の
適

用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、

同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す

る
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
（
同
法

附
則
第
三
十
五
条
の
四
の
二
第
七
項
の
規
定
の

適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金

額
）
、
外
国
居
住
者
等
の
所
得
に
対
す
る
相
互

主
義
に
よ
る
所
得
税
等
の
非
課
税
等
に
関
す
る

法
律
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
適
用
利

子
等
の
額
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
例
適

用
配
当
等
の
額
、
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
第

三
条
の
二
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用

利
子
等
の
額
及
び
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る

条
約
適
用
配
当
等
の
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
算
定
に
つ
い
て
も
同
様

と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
山
林
所
得
金
額

並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所

得
の
金
額
の
合
算
額
が
、
地
方
税
法
第
三
百
十

四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
定
め
る
金
額
（
世

帯
主
並
び
に
当
該
世
帯
主
の
世
帯
に
属
す
る
被

保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
（
次
号
及

び
第
三
号
並
び
に
第
五
項
に
お
い
て
「
世
帯
主

等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
給
与
所
得
を
有
す
る

者
（
前
年
中
に
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所

得
金
額
に
係
る
所
得
税
法
第
二
十
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
給
与
所
得
に
つ
い
て
同
条
第
三
項

に
規
定
す
る
給
与
所
得
控
除
額
の
控
除
を
受
け

た
者
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
等
の
収

入
金
額
が
五
十
五
万
円
を
超
え
る
者
に
限
る
。
）

を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

数
及
び
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
を
有
す
る
者

（
前
年
中
に
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
に
係
る
所
得
税

法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金

3
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等
に
係
る
所
得
に
つ
い
て
同
条
第
四
項
に
規
定

す
る
公
的
年
金
等
控
除
額
の
控
除
を
受
け
た
者

（
年
齢
六
十
五
歳
未
満
の
者
に
あ
つ
て
は
当
該

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
六
十
万
円
を
超
え

る
者
に
限
り
、
年
齢
六
十
五
歳
以
上
の
者
に
あ

つ
て
は
当
該
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
百
十

万
円
を
超
え
る
者
に
限
る
。
）
を
い
い
、
給
与

所
得
を
有
す
る
者
を
除
く
。
）
の
数
の
合
計
数

（
次
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
五
項
に
お
い
て

「
給
与
所
得
者
等
の
数
」
と
い
う
。
）
が
二
以

上
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
地
方
税
法
第
三
百
十

四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
定
め
る
金
額
に
当

該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
一
を
減
じ
た
数
に

十
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
え
た
金
額
）

を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る
保
険
料
の
納
付
義
務

者 

イ
に
掲
げ
る
額
に
、
当
該
世
帯
に
属
す
る

被
保
険
者
の
う
ち
当
該
年
度
分
の
基
礎
賦
課
額

の
被
保
険
者
均
等
割
額
の
算
定
の
対
象
と
さ
れ

る
も
の
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
ロ
に
掲
げ
る

額
と
を
合
算
し
た
額 

等
に
係
る
所
得
に
つ
い
て
同
条
第
四
項
に
規
定

す
る
公
的
年
金
等
控
除
額
の
控
除
を
受
け
た
者

（
年
齢
六
十
五
歳
未
満
の
者
に
あ
つ
て
は
当
該

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
六
十
万
円
を
超
え

る
者
に
限
り
、
年
齢
六
十
五
歳
以
上
の
者
に
あ

つ
て
は
当
該
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
百
十

万
円
を
超
え
る
者
に
限
る
。
）
を
い
い
、
給
与

所
得
を
有
す
る
者
を
除
く
。
）
の
数
の
合
計
数

（
次
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
五
項
に
お
い
て

「
給
与
所
得
者
等
の
数
」
と
い
う
。
）
が
二
以

上
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
地
方
税
法
第
三
百
十

四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
定
め
る
金
額
に
当

該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
一
を
減
じ
た
数
に

十
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
え
た
金
額
）

を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る
保
険
料
の
納
付
義
務

者 
イ
に
掲
げ
る
額
に
、
当
該
世
帯
に
属
す
る

被
保
険
者
の
う
ち
当
該
年
度
分
の
基
礎
賦
課
額

の
被
保
険
者
均
等
割
額
の
算
定
の
対
象
と
さ
れ

る
も
の
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
ロ
に
掲
げ
る

額
と
を
合
算
し
た
額 

二 

前
号
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所

得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ

れ
る
所
得
の
金
額
の
合
算
額
が
、
地
方
税
法
第

三
百
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
定
め
る
金

額
（
世
帯
主
等
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が

二
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
号
に
定
め
る

金
額
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
一
を
減

じ
た
数
に
十
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
え

た
金
額
）
に
、
三
十
万
五
千
円
に
当
該
年
度
の

保
険
料
の
賦
課
期
日
現
在
に
お
い
て
、
当
該
世

帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
数
と
特
定
同
一
世
帯

所
属
者
の
数
の
合
計
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加

算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る
保
険
料

の
納
付
義
務
者
で
あ
つ
て
前
号
に
該
当
す
る
者

以
外
の
者 

イ
に
掲
げ
る
額
に
、
当
該
世
帯
に

属
す
る
被
保
険
者
の
う
ち
当
該
年
度
分
の
基
礎

賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
額
の
算
定
の
対
象

と
さ
れ
る
も
の
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
ロ
に

二 

前
号
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所

得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ

れ
る
所
得
の
金
額
の
合
算
額
が
、
地
方
税
法
第

三
百
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
定
め
る
金

額
（
世
帯
主
等
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が

二
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
号
に
定
め
る

金
額
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
一
を
減

じ
た
数
に
十
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
え

た
金
額
）
に
、
三
十
一
万
円 

 

に
当
該
年
度
の

保
険
料
の
賦
課
期
日
現
在
に
お
い
て
、
当
該
世

帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
数
と
特
定
同
一
世
帯

所
属
者
の
数
の
合
計
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加

算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る
保
険
料

の
納
付
義
務
者
で
あ
つ
て
前
号
に
該
当
す
る
者

以
外
の
者 

イ
に
掲
げ
る
額
に
、
当
該
世
帯
に

属
す
る
被
保
険
者
の
う
ち
当
該
年
度
分
の
基
礎

賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
額
の
算
定
の
対
象

と
さ
れ
る
も
の
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
ロ
に
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掲
げ
る
額
と
を
合
算
し
た
額 

掲
げ
る
額
と
を
合
算
し
た
額 

三 
第
一
号
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林

所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算

さ
れ
る
所
得
の
金
額
の
合
算
額
が
、
地
方
税
法

第
三
百
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
定
め
る

金
額
（
世
帯
主
等
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数

が
二
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
号
に
定
め

る
金
額
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
一
を

減
じ
た
数
に
十
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加

え
た
金
額
）
に
、
五
十
六
万
円
に
当
該
年
度
の

保
険
料
の
賦
課
期
日
現
在
に
お
い
て
、
当
該
世

帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
数
と
特
定
同
一
世
帯

所
属
者
の
数
の
合
計
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加

算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る
保
険
料

の
納
付
義
務
者
で
あ
つ
て
前
二
号
に
該
当
す
る

者
以
外
の
者 

イ
に
掲
げ
る
額
に
、
当
該
世
帯

に
属
す
る
被
保
険
者
の
う
ち
当
該
年
度
分
の
基

礎
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
額
の
算
定
の
対

象
と
さ
れ
る
も
の
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
ロ

に
掲
げ
る
額
と
を
合
算
し
た
額 

三 

第
一
号
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林

所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算

さ
れ
る
所
得
の
金
額
の
合
算
額
が
、
地
方
税
法

第
三
百
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
定
め
る

金
額
（
世
帯
主
等
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数

が
二
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
号
に
定
め

る
金
額
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
一
を

減
じ
た
数
に
十
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加

え
た
金
額
）
に
、
五
十
七
万
円
に
当
該
年
度
の

保
険
料
の
賦
課
期
日
現
在
に
お
い
て
、
当
該
世

帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
数
と
特
定
同
一
世
帯

所
属
者
の
数
の
合
計
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加

算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る
保
険
料

の
納
付
義
務
者
で
あ
つ
て
前
二
号
に
該
当
す
る

者
以
外
の
者 

イ
に
掲
げ
る
額
に
、
当
該
世
帯

に
属
す
る
被
保
険
者
の
う
ち
当
該
年
度
分
の
基

礎
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
額
の
算
定
の
対

象
と
さ
れ
る
も
の
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
ロ

に
掲
げ
る
額
と
を
合
算
し
た
額 

３ 

前
二
項
の
規
定
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦

課
額
の
減
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
一
項
中
「
基
礎
賦
課
額
」
と
あ
る
の

は
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
額
」
と
、
「
第

十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
六
の
三
」
と
、

「
六
十
六
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
六
万
円
」

と
、
前
項
中
「
第
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十

三
条
の
六
の
五
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

前
二
項
の
規
定
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦

課
額
の
減
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
一
項
中
「
基
礎
賦
課
額
」
と
あ
る
の

は
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
額
」
と
、
「
第

十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
六
の
三
」
と
、

「
六
十
七
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
六
万
円
」

と
、
前
項
中
「
第
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十

三
条
の
六
の
五
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
介
護
納
付
金

賦
課
額
の
減
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
基
礎
賦
課
額
」
と
あ
る

の
は
「
介
護
納
付
金
賦
課
額
」
と
、
「
第
十
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
八
」
と
、
「
六
十
六

万
円
」
と
あ
る
の
は
「
十
七
万
円
」
と
、
第
二
項

中
「
第
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
十
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
介
護
納
付
金

賦
課
額
の
減
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
基
礎
賦
課
額
」
と
あ
る

の
は
「
介
護
納
付
金
賦
課
額
」
と
、
「
第
十
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
八
」
と
、
「
六
十
七

万
円
」
と
あ
る
の
は
「
十
七
万
円
」
と
、
第
二
項

中
「
第
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
十
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

５ 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
保
険
料
の

納
付
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
保
険
料
の
賦
課
額

3
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の
う
ち
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
は
、

第
十
三
条
の
十
三
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
賦
課
額
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た

額
が
三
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
三
万
円
）
と

す
る
。 

一 

第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及

び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し

て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
の
合
算
額
が
、
地

方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に

定
め
る
金
額
（
世
帯
主
等
の
う
ち
給
与
所
得
者

等
の
数
が
二
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
号

に
定
め
る
金
額
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か

ら
一
を
減
じ
た
数
に
十
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金

額
を
加
え
た
金
額
）
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る

保
険
料
の
納
付
義
務
者 

イ
に
掲
げ
る
額
に
当

該
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
う
ち
当
該
年
度

分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の

被
保
険
者
均
等
割
額
の
算
定
の
対
象
と
さ
れ
る

も
の
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
、
ロ
に
掲
げ
る
額

に
当
該
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
う
ち
当
該

年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課

額
の
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
額
の
算
定

の
対
象
と
さ
れ
る
も
の
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額

及
び
ハ
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額 

イ 

当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
の
保
険
料

率
に
十
分
の
七
を
乗
じ
て
得
た
額 

ロ 

当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
賦
課
額
の
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等

割
の
保
険
料
率
に
十
分
の
七
を
乗
じ
て
得
た

額 

ハ 

当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
賦
課
額
の
世
帯
別
平
等
割
の
保
険
料
率

に
十
分
の
七
を
乗
じ
て
得
た
額 

二 

第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及

び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し

て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
の
合
算
額
が
、
地
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方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に

定
め
る
金
額
（
世
帯
主
等
の
う
ち
給
与
所
得
者

等
の
数
が
二
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
号

に
定
め
る
金
額
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か

ら
一
を
減
じ
た
数
に
十
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金

額
を
加
え
た
金
額
）
に
、
三
十
一
万
円
に
当
該

年
度
の
保
険
料
の
賦
課
期
日
現
在
に
お
い
て
、

当
該
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
数
と
特
定
同

一
世
帯
所
属
者
の
数
の
合
計
数
を
乗
じ
て
得
た

額
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る

保
険
料
の
納
付
義
務
者
で
あ
つ
て
前
号
に
該
当

す
る
者
以
外
の
者 

イ
に
掲
げ
る
額
に
当
該
世

帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
う
ち
当
該
年
度
分
の

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
被
保

険
者
均
等
割
額
の
算
定
の
対
象
と
さ
れ
る
も
の

の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
、
ロ
に
掲
げ
る
額
に
当

該
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
う
ち
当
該
年
度

分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の

十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
額
の
算
定
の
対

象
と
さ
れ
る
も
の
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
及
び

ハ
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額 

イ 

当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
の
保
険
料

率
に
十
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額 

ロ 

当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
賦
課
額
の
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等

割
の
保
険
料
率
に
十
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た

額 

ハ 

当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
賦
課
額
の
世
帯
別
平
等
割
の
保
険
料
率

に
十
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額 

三 

第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及

び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し

て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
の
合
算
額
が
、
地

方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に

定
め
る
金
額
（
世
帯
主
等
の
う
ち
給
与
所
得
者

等
の
数
が
二
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
号

に
定
め
る
金
額
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
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ら
一
を
減
じ
た
数
に
十
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金

額
を
加
え
た
金
額
）
に
、
五
十
七
万
円
に
当
該

年
度
の
保
険
料
の
賦
課
期
日
現
在
に
お
い
て
、

当
該
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
数
と
特
定
同

一
世
帯
所
属
者
の
数
の
合
計
数
を
乗
じ
て
得
た

額
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る

保
険
料
の
納
付
義
務
者
で
あ
つ
て
前
二
号
に
該

当
す
る
者
以
外
の
者 

イ
に
掲
げ
る
額
に
当
該

世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
う
ち
当
該
年
度
分

の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
被

保
険
者
均
等
割
額
の
算
定
の
対
象
と
さ
れ
る
も

の
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
、
ロ
に
掲
げ
る
額
に

当
該
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
う
ち
当
該
年

度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額

の
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
額
の
算
定
の

対
象
と
さ
れ
る
も
の
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
及

び
ハ
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額 

イ 

当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
の
保
険
料

率
に
十
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額 

ロ 

当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
賦
課
額
の
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等

割
の
保
険
料
率
に
十
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た

額 

ハ 

当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
賦
課
額
の
世
帯
別
平
等
割
の
保
険
料
率

に
十
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額 

 

６ 

第
十
三
条
の
十
五
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定

は
、
前
項
各
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
規
定
す
る
額
の

決
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
規
定
中
「
保
険
料
率
」
と
あ
る
の
は
「
額
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
特
例
対
象
被
保
険
者
等
の
特
例
） 

（
特
例
対
象
被
保
険
者
等
の
特
例
） 

第
十
七
条
の
三 

世
帯
主
又
は
当
該
世
帯
に
属
す
る

被
保
険
者
若
し
く
は
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
特

例
対
象
被
保
険
者
等
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
十

一
条
第
一
項
及
び
前
条
第
一
項
の
四
、
第
十
三
条

の
九
及
び
第
十
三
条
の
十
四
並
び
に
前
条
第
一
項

第
十
七
条
の
三 

世
帯
主
又
は
当
該
世
帯
に
属
す
る

被
保
険
者
若
し
く
は
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
特

例
対
象
被
保
険
者
等
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
十

一
条
第
一
項
、
第
十
三
条
の
六
の
四
、
第
十
三
条

の
九
及
び
第
十
三
条
の
十
四
並
び
に
前
条
第
一
項
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（
同
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
同
条
第

五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
一
条
第

一
項
中
「
規
定
す
る
総
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は

「
規
定
す
る
総
所
得
金
額
（
特
例
対
象
被
保
険
者

等
の
総
所
得
金
額
に
所
得
税
法
第
二
十
八
条
第
一

項
に
規
定
す
る
給
与
所
得
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
給
与
所
得
に
つ
い
て
は
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
つ
て
計
算
し
た
金
額
の
百

分
の
三
十
に
相
当
す
る
金
額
に
よ
る
も
の
と
す

る
。
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
所
得

の
金
額
（
同
法
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
の
金
額
（
地

方
税
法
」
と
、
前
条
第
一
項
第
一
号
中
「
総
所
得

金
額
（
」
と
あ
る
の
は
「
総
所
得
金
額
（
特
例
対

象
被
保
険
者
等
の
総
所
得
金
額
に
所
得
税
法
第
二

十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
所
得
が
含
ま
れ

て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
給
与
所
得
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
つ
て
計
算
し

た
金
額
の
百
分
の
三
十
に
相
当
す
る
金
額
に
よ
る

も
の
と
す
る
。
」
と
、
「
つ
い
て
は
、
同
法
」
と

あ
る
の
は
「
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
」
と
す
る
。 

（
同
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
同
条
第

五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
一
条
第

一
項
中
「
規
定
す
る
総
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は

「
規
定
す
る
総
所
得
金
額
（
特
例
対
象
被
保
険
者

等
の
総
所
得
金
額
に
所
得
税
法
第
二
十
八
条
第
一

項
に
規
定
す
る
給
与
所
得
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
給
与
所
得
に
つ
い
て
は
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
つ
て
計
算
し
た
金
額
の
百

分
の
三
十
に
相
当
す
る
金
額
に
よ
る
も
の
と
す

る
。
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
所
得

の
金
額
（
同
法
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
の
金
額
（
地

方
税
法
」
と
、
前
条
第
一
項
第
一
号
中
「
総
所
得

金
額
（
」
と
あ
る
の
は
「
総
所
得
金
額
（
特
例
対

象
被
保
険
者
等
の
総
所
得
金
額
に
所
得
税
法
第
二

十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
所
得
が
含
ま
れ

て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
給
与
所
得
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
つ
て
計
算
し

た
金
額
の
百
分
の
三
十
に
相
当
す
る
金
額
に
よ
る

も
の
と
す
る
。
」
と
、
「
つ
い
て
は
、
同
法
」
と

あ
る
の
は
「
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
」
と
す
る
。 

（
未
就
学
児
の
被
保
険
者
均
等
割
額
の
減
額
） 

（
未
就
学
児
の
被
保
険
者
均
等
割
額
の
減
額
） 

第
十
七
条
の
五 

当
該
年
度
に
お
い
て
、
そ
の
世
帯

に
六
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一

日
以
前
で
あ
る
被
保
険
者
（
以
下
「
未
就
学
児
」

と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
被
保
険

者
に
係
る
当
該
年
度
分
の
基
礎
賦
課
額
の
被
保
険

者
均
等
割
額
は
、
第
十
三
条
の
基
礎
賦
課
額
の
被

保
険
者
均
等
割
の
保
険
料
率
か
ら
、
当
該
保
険
料

率
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
十
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額

（
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
端
数
の
切
上

げ
を
行
っ
た
後
の
額
と
す
る
。
）
を
控
除
し
て
得

た
額
と
す
る
（
第
四
項
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
。 

第
十
七
条
の
五 

当
該
年
度
に
お
い
て
、
そ
の
世
帯

に
六
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一

日
以
前
で
あ
る
被
保
険
者
（
以
下
「
未
就
学
児
」

と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
被
保
険

者
に
係
る
当
該
年
度
分
の
基
礎
賦
課
額
の
被
保
険

者
均
等
割
額
は
、
第
十
三
条
の
基
礎
賦
課
額
の
被

保
険
者
均
等
割
の
保
険
料
率
か
ら
、
当
該
保
険
料

率
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
十
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額

（
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
端
数
の
切
上

げ
を
行
っ
た
後
の
額
と
す
る
。
）
を
控
除
し
て
得

た
額
と
す
る
（
第
五
項
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
。 

３ 

３ 

 

４ 

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
減
額
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
基
礎

賦
課
額
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

4
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納
付
金
賦
課
額
」
と
、
「
第
十
三
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
十
三
条
の
十
五
」
と
、
第
二
項
中
「
第
十

三
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
十
五

第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

４ 
 

５ 

５ 
 

６ 

６ 

前
二
項
の
規
定
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦

課
額
の
減
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
四
項
中
「
基
礎
賦
課
額
」
と
あ
る
の

は
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
額
」
と
、
「
第

十
七
条
の
二
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十

七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ

た
同
条
第
一
項
各
号
」
と
、
「
第
十
三
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
十
三
条
の
六
の
五
」
と
、
第
五
項
中

「
第
十
三
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条

の
六
の
五
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

７ 

前
二
項
の
規
定
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦

課
額
の
減
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
五
項
中
「
基
礎
賦
課
額
」
と
あ
る
の

は
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
額
」
と
、
「
第

十
七
条
の
二
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十

七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ

た
同
条
第
一
項
各
号
」
と
、
「
第
十
三
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
十
三
条
の
六
の
五
」
と
、
第
六
項
中

「
第
十
三
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条

の
六
の
五
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

８ 

第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
減
額
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
項
中
「
基
礎

賦
課
額
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

納
付
金
賦
課
額
」
と
、
「
第
十
七
条
の
二
第
一
項

各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
七
条
の
二
第
五
項
各

号
」
と
、
「
第
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三

条
の
十
五
」
と
、
第
六
項
中
「
第
十
三
条
第
三
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
十
五
第
三
項
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
出
産
被
保
険
者
の
保
険
料
の
減
額
） 

（
出
産
被
保
険
者
の
保
険
料
の
減
額
） 

第
十
七
条
の
六 

当
該
年
度
に
お
い
て
、
世
帯
に
出

産
被
保
険
者
（
政
令
第
二
十
九
条
の
七
第
五
項
第

八
号
に
規
定
す
る
出
産
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
世
帯
の
納

付
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
保
険
料
の
賦
課
額
の

う
ち
基
礎
賦
課
額
は
、
第
十
条
の
基
礎
賦
課
額
か

ら
、
次
の
各
号
の
合
算
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当

該
減
額
し
て
得
た
額
が
六
十
六
万
円
を
超
え
る
場

合
に
は
、
六
十
六
万
円
）
と
す
る
（
第
五
項
に
掲

げ
る
場
合
を
除
く
）
。 

第
十
七
条
の
六 

当
該
年
度
に
お
い
て
、
世
帯
に
出

産
被
保
険
者
（
政
令
第
二
十
九
条
の
七
第
六
項
第

八
号
に
規
定
す
る
出
産
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
世
帯
の
納

付
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
保
険
料
の
賦
課
額
の

う
ち
基
礎
賦
課
額
は
、
第
十
条
の
基
礎
賦
課
額
か

ら
、
次
の
各
号
の
合
算
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当

該
減
額
し
て
得
た
額
が
六
十
七
万
円
を
超
え
る
場

合
に
は
、
六
十
七
万
円
）
と
す
る
（
第
六
項
に
掲

げ
る
場
合
を
除
く
）
。 

一 

当
該
出
産
被
保
険
者
に
係
る
基
礎
控
除
後
の

一 

当
該
出
産
被
保
険
者
に
係
る
基
礎
控
除
後
の

4
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総
所
得
金
額
等
に
当
該
年
度
分
の
基
礎
賦
課
額

の
所
得
割
の
保
険
料
率
を
乗
じ
て
得
た
額
に
十

二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
出
産
被

保
険
者
の
出
産
の
予
定
日
（
省
令
第
三
十
二
条

の
十
の
二
で
定
め
る
場
合
に
は
、
出
産
の
日
。

第
十
七
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
属
す
る
月
（
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
「
出
産
予
定
月
」
と
い
う
。
）
の
前
月
（
多

胎
妊
娠
の
場
合
に
は
、
三
月
前
）
か
ら
出
産
予

定
月
の
翌
々
月
ま
で
の
期
間
（
以
下
「
産
前
産

後
期
間
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
当
該
年
度
に
属

す
る
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額 

総
所
得
金
額
等
に
当
該
年
度
分
の
基
礎
賦
課
額

の
所
得
割
の
保
険
料
率
を
乗
じ
て
得
た
額
に
十

二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
出
産
被

保
険
者
の
出
産
の
予
定
日
（
省
令
第
三
十
二
条

の
十
の
三
で
定
め
る
場
合
に
は
、
出
産
の
日
。

第
十
七
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
属
す
る
月
（
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
「
出
産
予
定
月
」
と
い
う
。
）
の
前
月
（
多

胎
妊
娠
の
場
合
に
は
、
三
月
前
）
か
ら
出
産
予

定
月
の
翌
々
月
ま
で
の
期
間
（
以
下
「
産
前
産

後
期
間
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
当
該
年
度
に
属

す
る
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額 

３ 

前
二
項
の
規
定
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦

課
額
の
減
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
一
項
中
「
基
礎
賦
課
額
」
と
あ
る
の

は
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
額
」
と
、
「
第

十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
六
の
三
」
と
、

「
六
十
六
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
六
万
円
」

と
、
第
二
項
中
「
第
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

十
三
条
の
六
の
五
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

前
二
項
の
規
定
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦

課
額
の
減
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
一
項
中
「
基
礎
賦
課
額
」
と
あ
る
の

は
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
額
」
と
、
「
第

十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
六
の
三
」
と
、

「
六
十
七
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
六
万
円
」

と
、
第
二
項
中
「
第
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

十
三
条
の
六
の
五
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
介
護
納
付
金

賦
課
額
の
減
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
出
産
被
保
険
者
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
」
と
あ
る
の
は
「
出
産
被
保
険
者
（
介

護
納
付
金
賦
課
被
保
険
者
で
あ
る
者
に
限
る
。
）

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
と
、

「
基
礎
賦
課
額
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
納
付
金
賦

課
額
」
と
、
「
第
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三

条
の
八
」
と
、
「
六
十
六
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
十

七
万
円
」
と
、
第
二
項
中
「
第
十
三
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
十
三
条
の
十
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。 

４ 

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
介
護
納
付
金

賦
課
額
の
減
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
出
産
被
保
険
者
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
」
と
あ
る
の
は
「
出
産
被
保
険
者
（
介

護
納
付
金
賦
課
被
保
険
者
で
あ
る
者
に
限
る
。
）

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
と
、

「
基
礎
賦
課
額
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
納
付
金
賦

課
額
」
と
、
「
第
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三

条
の
八
」
と
、
「
六
十
七
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
十

七
万
円
」
と
、
第
二
項
中
「
第
十
三
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
十
三
条
の
十
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。 

 

５ 

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
減
額
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
基
礎

賦
課
額
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

納
付
金
賦
課
額
」
と
、
「
被
保
険
者
均
等
割
」
と

あ
る
の
は
「
被
保
険
者
均
等
割
及
び
十
八
歳
以
上

4
5



 

被
保
険
者
均
等
割
」
と
、
「
第
十
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
十
三
条
の
十
三
」
と
、
「
六
十
七
万
円
」

と
あ
る
の
は
「
三
万
円
」
と
、
第
二
項
中
「
第
十

三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
十
五
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

当
該
年
度
に
お
い
て
、
第
十
七
条
の
二
に
規
定

す
る
基
準
に
従
い
保
険
料
を
減
額
す
る
も
の
と
し

た
納
付
義
務
者
の
世
帯
に
出
産
被
保
険
者
が
あ
る

場
合
に
お
け
る
当
該
世
帯
の
納
付
義
務
者
に
対
し

て
課
す
る
保
険
料
の
賦
課
額
の
う
ち
基
礎
賦
課
額

は
、
当
該
減
額
後
の
第
十
条
の
基
礎
賦
課
額
か
ら
、

次
の
各
号
の
合
算
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該

減
額
し
て
得
た
額
が
六
十
六
万
円
を
超
え
る
場
合

に
は
、
六
十
六
万
円
）
と
す
る
。 

６ 

当
該
年
度
に
お
い
て
、
第
十
七
条
の
二
に
規
定

す
る
基
準
に
従
い
保
険
料
を
減
額
す
る
も
の
と
し

た
納
付
義
務
者
の
世
帯
に
出
産
被
保
険
者
が
あ
る

場
合
に
お
け
る
当
該
世
帯
の
納
付
義
務
者
に
対
し

て
課
す
る
保
険
料
の
賦
課
額
の
う
ち
基
礎
賦
課
額

は
、
当
該
減
額
後
の
第
十
条
の
基
礎
賦
課
額
か
ら
、

次
の
各
号
の
合
算
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該

減
額
し
て
得
た
額
が
六
十
七
万
円
を
超
え
る
場
合

に
は
、
六
十
七
万
円
）
と
す
る
。 

６ 
 

７ 
 

７ 

前
二
項
の
規
定
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦

課
額
の
減
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
五
項
中
「
基
礎
賦
課
額
」
と
あ
る
の

は
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
額
」
と
、
「
第

十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
六
の
三
」
と
、

「
六
十
六
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
六
万
円
」

と
、
「
第
十
七
条
の
二
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の

は
「
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
各
号
」
と
、
第
六
項
中

「
第
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
六
の

五
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

８ 

前
二
項
の
規
定
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦

課
額
の
減
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
六
項
中
「
基
礎
賦
課
額
」
と
あ
る
の

は
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
額
」
と
、
「
第

十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
六
の
三
」
と
、

「
六
十
七
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
六
万
円
」

と
、
「
第
十
七
条
の
二
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の

は
「
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
各
号
」
と
、
第
七
項
中

「
第
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
六
の

五
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

８ 

第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
介
護
納
付
金

賦
課
額
の
減
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
五
項
中
「
出
産
被
保
険
者
」
と
あ

る
の
は
「
出
産
被
保
険
者
（
介
護
納
付
金
賦
課
被

保
険
者
で
あ
る
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
」
と
、
「
基
礎
賦
課
額
」
と
あ
る
の

は
「
介
護
納
付
金
賦
課
額
」
と
、
「
第
十
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
八
」
と
、
「
六
十
六
万

円
」
と
あ
る
の
は
「
十
七
万
円
」
と
、
「
第
十
七

条
の
二
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
七
条

の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同

条
第
一
項
各
号
」
と
、
第
六
項
中
「
第
十
三
条
」

９ 

第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
は
、
介
護
納
付
金

賦
課
額
の
減
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
六
項
中
「
出
産
被
保
険
者
」
と
あ

る
の
は
「
出
産
被
保
険
者
（
介
護
納
付
金
賦
課
被

保
険
者
で
あ
る
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
」
と
、
「
基
礎
賦
課
額
」
と
あ
る
の

は
「
介
護
納
付
金
賦
課
額
」
と
、
「
第
十
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
八
」
と
、
「
六
十
七
万

円
」
と
あ
る
の
は
「
十
七
万
円
」
と
、
「
第
十
七

条
の
二
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
七
条

の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同

条
第
一
項
各
号
」
と
、
第
七
項
中
「
第
十
三
条
」
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と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
十
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。 

と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
十
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。 

 

10 

第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
減
額
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
項
中
「
基
礎

賦
課
額
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

納
付
金
賦
課
額
」
と
、
「
被
保
険
者
均
等
割
」
と

あ
る
の
は
「
被
保
険
者
均
等
割
及
び
十
八
歳
以
上

被
保
険
者
均
等
割
」
と
、
「
第
十
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
十
三
条
の
十
三
」
と
、
「
六
十
七
万
円
」

と
あ
る
の
は
「
三
万
円
」
と
、
「
第
十
七
条
の
二

第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
七
条
の
二
第

五
項
各
号
」
と
、
第
七
項
中
「
第
十
三
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
十
三
条
の
十
五
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。 

（
出
産
被
保
険
者
に
関
す
る
届
出
） 

（
出
産
被
保
険
者
に
関
す
る
届
出
） 

第
十
七
条
の
七 

第
十
七
条
の
七 

 

（
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一

日
以
前
で
あ
る
被
保
険
者
の
被
保
険
者
均
等
割
額
の

減
額
） 

第
十
七
条
の
八 

当
該
年
度
に
お
い
て
、
そ
の
世
帯

に
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十

一
日
以
前
で
あ
る
被
保
険
者
（
以
下
「
十
八
歳
未

満
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に
お
け

る
当
該
十
八
歳
未
満
被
保
険
者
に
係
る
当
該
年
度

分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
被

保
険
者
均
等
割
額
は
、
第
十
三
条
の
十
五
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
額
の
被
保
険
者
均

等
割
の
保
険
料
率
に
相
当
す
る
額
（
第
十
七
条
の

二
第
五
項
、
第
十
七
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
若
し
く
は
同
条

第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第

五
項
又
は
第
十
七
条
の
六
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
若
し
く
は
同
条
第

十
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
六

項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
い
当
該
十
八
歳
未
満
被

保
険
者
に
係
る
当
該
年
度
分
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
納
付
金
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
の
保
険

4
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料
率
に
相
当
す
る
額
を
減
額
す
る
も
の
と
し
た
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
減
額
後
の
額
。
以
下
同
じ
。
）

か
ら
、
当
該
保
険
料
率
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し

て
得
た
額
と
す
る
。 

２ 

第
十
三
条
の
十
五
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
に

規
定
す
る
額
の
決
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
十
三
条
の
十
五
第
三
項
の
規

定
中
「
保
険
料
率
」
と
あ
る
の
は
「
額
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

4
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議案第４６号 宇部市国民健康保険条例中一部改正の件 説明資料 

 

 

１ 改正趣旨 
 

「子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律」の施行及び「国民健康保険法

施行令」の一部改正に伴い、所要の整備を行うもの。 

 

２ 改正内容 
 
(1)  子ども・子育て支援納付金の導入に伴う整備 

令和 8 年度から「子ども・子育て支援納付金」の納付に要する費用に充て

るための保険料の賦課総額、賦課額、所得割額の算定、賦課額の保険料率、

賦課限度額及び保険料の軽減に係る規定の新設 

※  18 歳未満（18 歳に達する日以後の最初の 3 月 31 日までの間にある者）の被保

険者については、「子ども・子育て支援納付金」の被保険者均等割額を全額軽減 

 

(2)  保険料賦課限度額の引上げ（基礎賦課額及び子ども・子育て支援納付金賦課額）  
区 分 現 行 改正後 増 減 

基礎賦課額 66 万円 67 万円 ＋1 万円 

後期高齢者支援金等賦課額 26 万円 26 万円 なし 

介護納付金賦課額 17 万円 17 万円 なし 

子ども・子育て支援納付金賦課額  3 万円 ＋3 万円 

合 計 109 万円 113 万円 ＋4 万円 
 

※ 基礎賦課額とは、国保被保険者の医療費に充てるための賦課額 

※ 賦課限度額が引き上げられるということは、より高所得者に負担を求めようと

するもの 
 

（参 考）賦課限度額の推移 
 

区 分 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度 R8 年度 

基礎分 63 万円 63 万円 65 万円 65 万円 65 万円 66 万円 67 万円 

後期分 19 万円 19 万円 20 万円 22 万円 24 万円 26 万円 26 万円 

介護分 17 万円 17 万円 17 万円 17 万円 17 万円 17 万円 17 万円 

子ども分       3 万円 

合 計 99 万円 99 万円 102 万円 104 万円 106 万円 109 万円 113 万円 
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(3) 保険料軽減判定所得基準額の引上げ（5 割軽減及び 2 割軽減） 
 

ア 次表により算出された額以下の場合、5 割軽減に該当  
区 分 軽 減 判 定 所 得 基 準 額 

現 行 43 万円＋10 万円×(給与所得者等の数－1)＋30.5 万円×被保険者数 

改正後 43 万円＋10 万円×(給与所得者等の数－1)＋31.0 万円×被保険者数 
 

※ 7 割軽減に該当する場合を除く。 
 

イ 次表により算出された額以下の場合、2 割軽減に該当  
区 分 軽 減 判 定 所 得 基 準 額 

現 行 43 万円＋10 万円×(給与所得者等の数－1)＋56.0 万円×被保険者数 

改正後 43 万円＋10 万円×(給与所得者等の数－1)＋57.0 万円×被保険者数 
 

※ 7 割軽減及び 5 割軽減に該当する場合を除く。 
 

※ 軽減判定所得基準額が引き上がることで、より軽減に該当しやすくなる。 

※ 軽減により減額された額は、公費（県 3/4、市 1/4）により補填される。 

 

(4) 引用条文の条項ずれ、字句の修正の所要の整備 

 

３ 施 行 日 
 

令和 8 年 4 月 1 日 

 

４ 経過措置 
 

改正後の規定は、令和 8 年度分の保険料から適用し、令和 7 年度分までの保険

料については、なお従前の例による。 

 



議
案
第
二
十
八
号 

 
宇
部
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条 

例
中
一
部
改
正
の
件 

 

宇
部
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
令
和
七
年

条
例
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

令
和
八
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 
 

  

第
九
条
の
見
出
し
を
「
（
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
の
職
員
の
一
般
的
要
件
）
」
に
改
め
、
同

条
中
「
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
」
を
「
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
」
に
改
め
る
。 

第
十
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
」
を
「
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
所
」
に
改
め
る
。 

第
十
三
条
の
見
出
し
中
「
防
止
」
を
「
禁
止
」
に
改
め
、
同
条
中
「
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
」

を
「
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
」
に
改
め
る
。 

第
十
六
条
第
六
号
中
「
乳
児
及
び
幼
児
の
区
分
ご
と
の
」
を
削
り
、
同
条
第
七
号
中
「
並
び
に
」

を
「
そ
の
他
の
」
に
改
め
る
。 

第
十
八
条
第
一
項
中
「
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
」
を
「
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
」
に
改
め

る
。 第

二
十
条
第
三
項
中
「
係
る
利
用
定
員
」
の
下
に
「
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十

四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
十
九
条
第
一
項
の
確
認
に
お
い
て
定
め

る
利
用
定
員
を
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。 

第
二
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
設
備
及
び
職
員
の
基
準
の
特
例
） 

第
二
十
二
条
の
二 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
三
十
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
特
例
保
育

を
行
う
事
業
者
が
、
当
該
特
例
保
育
を
行
う
事
業
所
に
お
い
て
一
般
型
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

を
行
う
場
合
に
は
、
前
二
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。 

 

第
二
十
六
条
後
段
を
削
る
。 

 

第
二
十
七
条
中
「
そ
の
職
員
」
を
「
そ
の
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
の
職
員
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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「
説
明
」 

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
令
和
七
年
内
閣
府
令
第
一
号
）
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 
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（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

（
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
の
職
員
の
一
般
的
条
件 

） 

（
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
の
職
員
の
一
般
的
要
件 

） 

第
九
条 

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
の
職
員
は
、
健

全
な
心
身
を
有
し
、
豊
か
な
人
間
性
と
倫
理
観
を

備
え
、
児
童
福
祉
事
業
に
熱
意
の
あ
る
者
で
あ
っ

て
、
で
き
る
限
り
児
童
福
祉
事
業
の
理
論
及
び
実

際
に
つ
い
て
訓
練
を
受
け
た
者
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

第
九
条 

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
の
職
員
は
、
健

全
な
心
身
を
有
し
、
豊
か
な
人
間
性
と
倫
理
観
を

備
え
、
児
童
福
祉
事
業
に
熱
意
の
あ
る
者
で
あ
っ

て
、
で
き
る
限
り
児
童
福
祉
事
業
の
理
論
及
び
実

際
に
つ
い
て
訓
練
を
受
け
た
者
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

（
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
の
職
員
の
知
識
及
び
技

能
の
向
上
等
） 

（
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
の
職
員
の
知
識
及
び
技

能
の
向
上
等
） 

第
十
条 

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
の
職
員
は
、
常

に
自
己
研
鑽さ

ん

に
励
み
、
法
に
定
め
る
事
業
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
の
修

得
、
維
持
及
び
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
十
条 

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
の
職
員
は
、
常

に
自
己
研
鑽さ

ん

に
励
み
、
法
に
定
め
る
事
業
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
の
修

得
、
維
持
及
び
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
虐
待
等
の
防
止
） 

（
虐
待
等
の
禁
止
） 

第
十
三
条 

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
の
職
員
は
、

利
用
乳
幼
児
に
対
し
、
法
第
三
十
三
条
の
十
第
一

項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
そ
の
他
当
該
利
用
乳
幼
児

の
心
身
に
有
害
な
影
響
を
与
え
る
行
為
を
し
て
は

な
ら
な
い
。 

第
十
三
条 

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
の
職
員
は
、

利
用
乳
幼
児
に
対
し
、
法
第
三
十
三
条
の
十
第
一

項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
そ
の
他
当
該
利
用
乳
幼
児

の
心
身
に
有
害
な
影
響
を
与
え
る
行
為
を
し
て
は

な
ら
な
い
。 

（
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
内
部
の
規
程
） 

（
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
内
部
の
規
程
） 

第
十
六
条 

 

第
十
六
条 

 

六 

乳
児
及
び
幼
児
の
区
分
ご
と
の
利
用
定
員 

六 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

利
用
定
員 

七 

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
利
用
の
開
始
及
び

終
了
に
関
す
る
事
項
並
び
に 

 

利
用
に
当
た
っ

て
の
留
意
事
項 

七 

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
利
用
の
開
始
及
び

終
了
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
利
用
に
当
た
っ

て
の
留
意
事
項 

（
秘
密
保
持
等
） 

（
秘
密
保
持
等
） 

第
十
八
条 

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
の
職
員
は
、

正
当
な
理
由
が
な
く
、
そ
の
業
務
上
知
り
得
た
利

用
乳
幼
児
又
は
そ
の
家
族
の
秘
密
を
漏
ら
し
て
は

な
ら
な
い
。 

第
十
八
条 

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
の
職
員
は
、

正
当
な
理
由
が
な
く
、
そ
の
業
務
上
知
り
得
た
利

用
乳
幼
児
又
は
そ
の
家
族
の
秘
密
を
漏
ら
し
て
は

な
ら
な
い
。 

（
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
区
分
） 

（
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
区
分
） 

第
二
十
条 

 

第
二
十
条 
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３ 
余
裕
活
用
型
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
と
は
、
保

育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
（
就
学
前
の
子
ど
も
に
関

す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
。

以
下
「
認
定
こ
ど
も
園
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条

第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
を
い
い
、
保

育
所
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
又
は

家
庭
的
保
育
事
業
等
（
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
を

除
く
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
う
事
業
所
に
お
い
て
、

当
該
施
設
又
は
事
業
を
利
用
す
る
児
童
の
数
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
利
用
児
童
数
」
と
い
う
。
）

が
そ
の
施
設
又
は
事
業
に
係
る
利
用
定
員
（
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六

十
五
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
十
九
条

第
一
項
の
確
認
に
お
い
て
定
め
る
利
用
定
員
を
い

う
。
）
の
総
数
に
満
た
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
当

該
利
用
定
員
の
総
数
か
ら
当
該
利
用
児
童
数
を
除

い
た
数
以
下
の
数
の
乳
幼
児
を
対
象
と
し
て
行
う

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
い
う
。 

３ 

余
裕
活
用
型
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
と
は
、
保

育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
（
就
学
前
の
子
ど
も
に
関

す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
。

以
下
「
認
定
こ
ど
も
園
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条

第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
を
い
い
、
保

育
所
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
又
は

家
庭
的
保
育
事
業
等
（
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
を

除
く
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
う
事
業
所
に
お
い
て
、

当
該
施
設
又
は
事
業
を
利
用
す
る
児
童
の
数
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
利
用
児
童
数
」
と
い
う
。
）

が
そ
の
施
設
又
は
事
業
に
係
る
利
用
定
員
（
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六

十
五
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
十
九
条

第
一
項
の
確
認
に
お
い
て
定
め
る
利
用
定
員
を
い

う
。
）
の
総
数
に
満
た
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
当

該
利
用
定
員
の
総
数
か
ら
当
該
利
用
児
童
数
を
除

い
た
数
以
下
の
数
の
乳
幼
児
を
対
象
と
し
て
行
う

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
い
う
。 

（
職
員
） 

第
二
十
二
条 

（
職
員
） 

第
二
十
二
条 

 

（
設
備
及
び
職
員
の
基
準
の
特
例
） 

第
二
十
二
条
の
二 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
三

十
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
特
例
保
育
を
行

う
事
業
者
が
、
当
該
特
例
保
育
を
行
う
事
業
所
に

お
い
て
一
般
型
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
行
う
場

合
に
は
、
前
二
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。 

（
準
用
） 

（
準
用
） 

第
二
十
六
条 

第
二
十
三
条
及
び
第
二
十
四
条
の
規

定
は
、
余
裕
活
用
型
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十

三
条
中
「
一
般
型
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
と
あ

る
の
は
「
余
裕
活
用
型
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」

と
し
、
第
二
十
四
条
中
「
一
般
型
乳
児
等
通
園
支

援
事
業
を
行
う
者
」
と
あ
る
の
は
「
余
裕
活
用
型

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
行
う
者
」
と
す
る
。 

第
二
十
六
条 

第
二
十
三
条
及
び
第
二
十
四
条
の
規

定
は
、
余
裕
活
用
型
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十

三
条
中
「
一
般
型
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
と
あ

る
の
は
「
余
裕
活
用
型
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」

と
し
、
第
二
十
四
条
中
「
一
般
型
乳
児
等
通
園
支

援
事
業
を
行
う
者
」
と
あ
る
の
は
「
余
裕
活
用
型

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
行
う
者
」
と
す
る
。 

（
電
磁
的
記
録
） 

（
電
磁
的
記
録
） 

第
二
十
七
条 

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
及
び
そ
の

第
二
十
七
条 

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
及
び
そ
の
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職
員
等
通
園
支
援
事
業
所
の
職
員
は
、
記
録
、
作

成
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の

条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、
書
類
、
文

書
、
謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、
複
本
そ
の
他

文
字
、
図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
る
情
報
が
記
載
さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有

体
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書

面
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的

方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ

て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ

れ
る
も
の
を
い
う
。
）
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き

る
。 

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
の
職
員
は
、
記
録
、
作

成
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の

条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、
書
類
、
文

書
、
謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、
複
本
そ
の
他

文
字
、
図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
る
情
報
が
記
載
さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有

体
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書

面
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的

方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ

て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ

れ
る
も
の
を
い
う
。
）
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き

る
。 
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議案第２８号 

宇部市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例中一部

改正の件 

  

１ 目的 

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準（令和７年内閣府令第１

号）の一部改正に伴い、所要の整備を行うもの。 

 

２ 改正内容 

（１）特定教育・保育及び特定地域型保育（※１）の確保が困難である離島

その他の地域で特例保育（※２）を行う事業者が、当該特例保育を行う

事業所において、宇部市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例第２０条に規定する「一般型乳児等通園支援事業」を行

う場合には、同条例で規定する設備の基準（第２１条）及び職員（第２

２条）の規定を適用しないこととするもの。（第２２条の２） 

 

※１：特定教育・保育 

認定こども園、幼稚園、保育所 

特定地域型保育 

小規模保育事業、家庭的保育事業、居宅訪問型保育事業、 

事業所内保育事業 

※２：特例保育 

特定教育・保育及び特定地域型保育以外の保育 

  

 （２）乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準の一部を改正する内

閣府令において定める用語の変更にあわせて所要の整備を行う。 

 

３ 施行日 

  令和８年４月１日 



議
案
第
二
十
九
号 

 
宇
部
市
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
制 

定
の
件 

 

宇
部
市
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。 令

和
八
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 

   
 

 

宇
部
市
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例 

目
次 

 

第
一
章 

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
） 

第
二
章 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
の
運
営
に
関
す
る
基
準 

第
一
節 

利
用
定
員
に
関
す
る
基
準
（
第
三
条
） 

第
二
節 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
四
条
―
第
三
十
二
条
） 

第
三
章 

雑
則
（
第
三
十
三
条
） 

附
則 

 
 

第
一
章 

総
則 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
四
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
（
法
第
三
十
条
の
二
十
第
一

項
に
規
定
す
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
う
事
業
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
の
運
営
の
基
準
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
一
般
原
則
） 

第
二
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
（
法
第
五
十
四
条
の
三
に
規
定
す
る
特
定
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
良
質
か
つ
適
切
で
あ
り
、
か
つ
、
子
ど
も
の
保
護

者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
適
切
に
配
慮
さ
れ
た
内
容
及
び
水
準
の
特
定
乳
児
等
通
園

支
援
の
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
全
て
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
適
切
な
環

境
が
等
し
く
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
そ
の
提
供
す
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
す
る
支
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給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
（
法
第
三
十
条
の
十
四
に
規
定
す
る
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前

子
ど
も
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し
て
、
常
に
当
該
支
給
対
象
小
学

校
就
学
前
子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

３ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
地
域
及
び
家
庭
と
の
結
び
付
き
を
重
視
し
た
運
営
を
行

い
、
都
道
府
県
、
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
（
法

第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定

す
る
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
他
の
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

者
、
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
（
法
第
五
十
九
条
に
規
定
す
る
地
域
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
う
者
、
児
童
福
祉
施
設
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ

ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
そ
の
提
供
す
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
す
る
支

給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
責
任
者
を
設
置
す

る
等
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
が
特
定
乳
児
等

通
園
支
援
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
職

員
に
対
し
、
研
修
の
実
施
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

市
は
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
が
提
供
す
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
内
容
の
一
層

の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

６ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
宇
部
市
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十
三
年
条
例
第
十

九
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
及
び
同
条
第
二
号
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

第
二
章 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
の
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 

 
 

第
一
節 

利
用
定
員
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
定
員
） 

第
三
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
一
時
間
当
た
り
の
利
用
定
員
（
法
第
五
十
四
条
の

二
第
一
項
の
確
認
に
お
い
て
定
め
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
定
め
る
も
の

と
す
る
。 

２ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
（
法
第
三
十
条
の
十
六

に
規
定
す
る
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
当
該
特
定
乳
児
等
通

園
支
援
事
業
者
が
提
供
す
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
す
る
時
間
数
、
特
定
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
所
が
開
所
す
る
日
数
及
び
時
間
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
一
月
当
た
り
の
利
用
定

員
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

第
二
節 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
面
談
） 
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第
四
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
係
る
特
定
乳
児

等
通
園
支
援
の
利
用
の
申
込
み
を
受
け
た
後
、
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
対
し
て

最
初
に
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定

子
ど
も
及
び
そ
の
保
護
者
の
心
身
の
状
況
及
び
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
の
養
育
環

境
を
把
握
す
る
た
め
の
当
該
保
護
者
と
の
面
談
（
映
像
及
び
音
声
の
送
受
信
に
よ
り
相
手
の
状

態
を
相
互
に
認
識
し
な
が
ら
す
る
通
話
を
含
む
。
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
前
項
の
面
談
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

第
十
九
条
に
規
定
す
る
運
営
規
程
の
概
要
、
職
員
の
勤
務
の
体
制
、
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り

当
該
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
が
支
払
を
受
け
る
費
用
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
提
供
す

る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に
関
す
る
重
要
事
項
を
記
載
し
た
文
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

３ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
第
一
項
の
面
談
に
お
い
て
、
前
項
の
重
要
事
項
を
説
明

し
、
当
該
申
込
み
に
係
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
提
供
に
つ
い
て
保
護
者
の
同
意
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
正
当
な
理
由
の
な
い
提
供
拒
否
の
禁
止
） 

第
五
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
（
法
第
三
十
条
の

十
五
第
三
項
に
規
定
す
る
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
利
用

の
申
込
み
を
受
け
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。 

（
あ
っ
せ
ん
及
び
要
請
に
対
す
る
協
力
） 

第
六
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
そ
の
提
供
す
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
利
用
に

つ
い
て
法
第
五
十
四
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町

村
が
行
う
あ
っ
せ
ん
及
び
要
請
に
対
し
、
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
乳
児
等
支
援
支
給
認
定
証
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
確
認
） 

第
七
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
係
る
特
定
乳
児

等
通
園
支
援
の
利
用
の
申
込
み
を
受
け
た
後
、
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
対
し
て

最
初
に
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
提
供
す
る
に
際
し
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
か
ら
法

第
三
十
条
の
十
五
第
三
項
に
規
定
す
る
乳
児
等
支
援
支
給
認
定
証
の
提
示
を
受
け
た
と
き
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
内
閣
府
令
第
四
十
四
号
）
第
二
十
八
条

の
二
十
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
の
申
請
に
係
る
援
助
） 

第
八
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
法
第
三
十
条
の
十
五
第
一
項
の
認
定
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
な
い
保
護
者
か
ら
利
用
の

申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
当
該
保
護
者
の
意
思
を
踏
ま
え
て
速
や
か
に
乳
児
等
支
援
給
付
認

定
の
申
請
が
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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（
心
身
の
状
況
等
の
把
握
） 

第
九
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
及
び
そ
の
保
護
者
の
心
身
の
状
況
、
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認

定
子
ど
も
の
養
育
環
境
、
他
の
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
が
提
供
す
る
特
定
乳
児
等
通
園

支
援
の
利
用
状
況
そ
の
他
の
教
育
・
保
育
等
（
法
第
五
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
教
育
・
保

育
等
を
い
う
。
）
の
利
用
の
状
況
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
と
の
連
携
） 

第
十
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
に
お
い
て
継
続
的
に
提

供
さ
れ
る
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
教
育
・
保
育
及
び
法
第
二
十
九
条
第
一
項

に
規
定
す
る
特
定
地
域
型
保
育
と
の
円
滑
な
接
続
に
資
す
る
よ
う
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子

ど
も
に
係
る
情
報
の
提
供
そ
の
他
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

（
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
提
供
の
記
録
） 

第
十
一
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
提
供
し
た
際
は
、
提

供
し
た
日
時
、
時
間
、
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
支
払
） 

第
十
二
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
（
法
第
三
十
条
の
二
十
第
五
項

（
法
第
三
十
条
の
二
十
一
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
市
町

村
が
支
払
う
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に
要
し
た
費
用
の
額
の
一
部
を
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定

保
護
者
に
代
わ
り
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
が
受
領
す
る
こ
と
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
受
け
な
い
と
き
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
か
ら
、
当
該
特
定
乳
児
等
通

園
支
援
に
係
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
費
用
基
準
額
（
法
第
三
十
条
の
二
十
第
三
項
に
規
定
す

る
額
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
前
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
特
定
乳
児
等
通
園

支
援
の
提
供
に
当
た
っ
て
、
当
該
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
質
の
確
保
及
び
向
上
を
図
る
上
で

必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
対
価
に
つ
い
て
、
当
該
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に
要
す
る
費
用
と

し
て
見
込
ま
れ
る
も
の
の
額
と
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
費
用
基
準
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
金

額
の
範
囲
内
で
設
定
す
る
額
の
支
払
を
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。 

３ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
特
定
乳
児
等
通

園
支
援
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
額
の
支
払

を
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

日
用
品
、
文
房
具
そ
の
他
の
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に
必
要
な
物
品
の
購
入
に
要
す
る
費 

 
 

 
 

 
 

用 
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二 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に
係
る
行
事
へ
の
参
加
に
要
す
る
費
用 

 

三 
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用 

 

四 
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
に
通
う
際
に
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る
費
用 

 

五 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に

要
す
る
費
用
の
う
ち
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
利
用
に
お
い
て
通
常
必
要
と
さ
れ
る
も
の

に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認

め
ら
れ
る
も
の 

４ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
前
三
項
の
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該 

費
用
の
額
を
支
払
っ
た
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
に
対
し
、
当
該
費
用
に
係
る
領
収
証
を 

交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
金
銭
の
支
払
を
求

め
る
際
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
金
銭
の
使
途
及
び
額
並
び
に
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者

に
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
理
由
に
つ
い
て
書
面
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
乳
児
等

支
援
給
付
認
定
保
護
者
に
対
し
て
説
明
を
行
い
、
文
書
に
よ
る
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
金
銭
の
支
払
に
係
る
同
意
に
つ
い
て
は
、
文
書
に
よ
る
こ
と

を
要
し
な
い
。 

（
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
額
に
係
る
通
知
等
） 

第
十
三
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
に
よ
り
特
定
乳
児
等
通
園
支
援

に
係
る
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
を
受
け
た
場
合
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
に
対

し
、
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
に
係
る
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
額
を
通
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

２ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に

係
る
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
提
供
し
た
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
内
容
、

利
用
時
間
、
費
用
の
額
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
を
記
載
し
た
特
定
乳
児
等
通
園
支
援

提
供
証
明
書
を
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
に
対
し
て
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
取
扱
方
針
） 

第
十
四
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
第
三
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
保
育
所
に
お
け

る
保
育
の
内
容
に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
指
針
に
準
じ
、
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
児

童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
三
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
乳

児
等
通
園
支
援
事
業
を
い
う
。
）
の
特
性
に
留
意
し
て
、
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
及

び
そ
の
保
護
者
の
心
身
の
状
況
等
に
応
じ
て
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
提
供
を
適
切
に
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に
関
す
る
評
価
等
） 5
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第
十
五
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の

質
の
評
価
を
行
い
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
定
期
的
に
市
の
評
価
制
度
に
基
づ
く
第
三
者
に
よ
る
評

価
を
受
け
て
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
相
談
及
び
援
助
） 

第
十
六
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
常
に
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
及
び
そ
の

保
護
者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
の
養
育
環
境
の
的
確
な
把

握
に
努
め
、
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
及
び
そ
の
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
適
切
に
応

じ
る
と
と
も
に
、
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
緊
急
時
等
の
対
応
） 

第
十
七
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
の
職
員
は
、
現
に
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
と
き
に
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
体
調
の
急
変
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必

要
な
場
合
は
、
速
や
か
に
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
の
保
護
者
又
は
医
療
機
関
へ
の

連
絡
を
行
う
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
に
関
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
） 

第
十
八
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
受
け
て
い
る
乳
児
等

支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
係
る
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
が
偽
り
そ
の
他
不
正
な
行
為
に

よ
っ
て
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

意
見
を
付
し
て
そ
の
旨
を
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
に
係
る
市
町
村
に
通
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

（
運
営
規
程
） 

第
十
九
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事

項
に
関
す
る
規
程
（
第
二
十
二
条
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

 

二 

そ
の
提
供
す
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
内
容 

 

三 

職
員
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

 

四 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
提
供
を
行
う
日
及
び
時
間
並
び
に
提
供
を
行
わ
な
い
日 

 

五 

第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
費
用
の
種

類
、
支
払
を
求
め
る
理
由
及
び
そ
の
額 

 

六 

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
一
時
間
当
た
り
の
利
用
定
員 

 

七 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
利
用
の
開
始
及
び
終
了
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
利
用
に

当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

 

八 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 
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九 

非
常
災
害
対
策 

 

十 
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項 

 

十
一 
そ
の
他
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
二
十
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
対
し
、
適
切

な
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所

ご
と
に
職
員
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
ご
と
に
、
当
該
特
定
乳

児
等
通
園
支
援
事
業
所
の
職
員
に
よ
っ
て
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
提
供
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
業
務
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
の
職
員
の
資
質
の
向
上

の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
利
用
定
員
の
遵
守
） 

第
二
十
一
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
一
時

間
当
た
り
の
利
用
定
員
を
超
え
て
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
提
供
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

（
掲
示
等
） 

第
二
十
二
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
の
見
や
す
い

場
所
に
、
運
営
規
程
の
概
要
、
職
員
の
勤
務
の
体
制
、
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
乳
児
等
支
援

給
付
認
定
保
護
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
費
用
の
額
そ
の
他
の
利
用
の
申
込
み
を
し
た
者
の
特
定

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
の
選
択
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
を
掲
示
す
る
と
と
も
に
、

電
気
通
信
回
線
に
接
続
し
て
行
う
自
動
公
衆
送
信
（
公
衆
に
よ
っ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
公
衆
か
ら
の
求
め
に
応
じ
自
動
的
に
送
信
を
行
う
こ
と
を
い
い
、
放
送
又
は
有
線

放
送
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
よ
り
公
衆
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
を
平
等
に
取
り
扱
う
原
則
） 

第
二
十
三
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
に
お
い
て
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
の 

国
籍
、
信
条
、
社
会
的
身
分
又
は
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
支
払
の
状
況
に
よ
っ
て
、
差
別
的 

取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
虐
待
等
の
禁
止
） 

第
二
十
四
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
の
職
員
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
対

し
、
児
童
福
祉
法
第
三
十
三
条
の
十
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
そ
の
他
当
該
乳
児
等
支
援
給

付
認
定
子
ど
も
の
心
身
に
有
害
な
影
響
を
与
え
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
秘
密
保
持
等
） 

第
二
十
五
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
の
職
員
及
び
管
理
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、

5
7



そ
の
業
務
上
知
り
得
た
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
又
は
そ
の
家
族
の
秘
密
を
漏
ら
し
て
は

な
ら
な
い
。 

２ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
の
職
員
で
あ
っ
た
者
が
、

正
当
な
理
由
が
な
く
、
そ
の
業
務
上
知
り
得
た
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
又
は
そ
の
家
族

の
秘
密
を
漏
ら
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
、
他
の
特
定
乳
児
等
通
園
支

援
事
業
者
、
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
を
行
う
者
そ
の
他
の
機
関
に
対
し
て
、
乳
児
等

支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
際
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
文
書
に
よ
り
当
該

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
係
る
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
の
同
意
を
得
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
情
報
の
提
供
等
） 

第
二
十
六
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
そ
の
提
供
す
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利 

用
し
よ
う
と
す
る
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
係
る
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
が
、 

そ
の
希
望
を
踏
ま
え
て
適
切
に
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ 

う
に
、
そ
の
提
供
す
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
内
容
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
行
う
よ
う
努 

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
当
該
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
に
つ
い
て
広
告
を

す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
を
虚
偽
の
も
の
又
は
誇
大
な
も
の
と
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
利
益
供
与
等
の
禁
止
） 

第
二
十
七
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
利
用
者
支
援
事
業
（
法
第
五
十
九
条
第
一
号

に
規
定
す
る
事
業
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
を
行
う
者
（
次
項

に
お
い
て
「
利
用
者
支
援
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）
、
教
育
・
保
育
施
設
、
地
域
型
保
育
事
業

者
（
地
域
型
保
育
を
行
う
事
業
者
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
者
（
乳
児
等
通
園
支
援
を
行
う
事
業
者
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
そ

の
職
員
に
対
し
、
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
当
該
特
定
乳
児

等
通
園
支
援
事
業
者
を
紹
介
す
る
こ
と
の
対
償
と
し
て
、
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を
供

与
し
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
利
用
者
支
援
事
業
者
等
、
教
育
・
保
育
施
設
、
地
域
型

保
育
事
業
者
若
し
く
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
又
は
そ
の
職
員
か
ら
、
支
給
対
象
小
学
校
就

学
前
子
ど
も
又
は
そ
の
家
族
を
紹
介
す
る
こ
と
の
対
償
と
し
て
、
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利

益
を
収
受
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
苦
情
解
決
） 

第
二
十
八
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
そ
の
提
供
し
た
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に
関

す
る
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
又
は
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
そ
の
他
の
当
該
乳
児
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等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
の
家
族
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も

等
」
と
い
う
。
）
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を
受
け
付
け
る

た
め
の
窓
口
の
設
置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
前
項
の
苦
情
を
受
け
付
け
た
場
合
に
は
、
当
該
苦
情
の

内
容
そ
の
他
の
事
項
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
そ
の
提
供
し
た
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に
関
す
る
乳
児

等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
等
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
市
町
村
が
実
施
す
る
事
業
に
協
力
す
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
そ
の
提
供
し
た
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に
関
し
、
法
第

三
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
報
告

若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
の
命
令
又
は
当
該
市
町
村
の
職
員

か
ら
の
質
問
若
し
く
は
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の

物
件
の
検
査
に
応
じ
、
及
び
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
等
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
市
町
村

が
行
う
調
査
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該

指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
市
町
村
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
前
項
の
改

善
の
内
容
を
市
町
村
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
地
域
と
の
連
携
等
） 

第
二
十
九
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
又
は

そ
の
自
発
的
な
活
動
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う
等
の
地
域
と
の
交
流
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
） 

第
三
十
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
事
故
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、

次
の
各
号
に
定
め
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
、
次
号
に
規
定
す
る
報
告
の
方
法
等
が
記
載
さ
れ
た
事
故 

発
生
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。 

二 

事
故
が
発
生
し
た
場
合
又
は
そ
れ
に
至
る
危
険
性
が
あ
る
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
、
当
該

事
実
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
分
析
を
通
じ
た
改
善
策
を
職
員
に
周
知
徹
底
す
る
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
。 

三 

事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
の
委
員
会
及
び
職
員
に
対
す
る
研
修
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
。 

２ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
対
す
る
特
定
乳
児
等

通
園
支
援
の
提
供
に
よ
り
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
市
町
村
及
び
当
該
乳
児
等
支

援
給
付
認
定
子
ど
も
の
家
族
等
に
連
絡
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 
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３ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
前
項
の
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置

に
つ
い
て
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
対
す
る
特
定
乳
児
等

通
園
支
援
の
提
供
に
よ
り
賠
償
す
べ
き
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
損
害
賠
償
を
速
や
か
に
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
会
計
の
区
分
） 

第
三
十
一
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
会
計
を
そ
の

他
の
事
業
の
会
計
と
区
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
記
録
の
整
備
等
） 

第
三
十
二
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
の
職
員
、
設

備
及
び
会
計
に
関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
対
す
る
特
定
乳
児
等

通
園
支
援
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
等
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
五
年
間
保

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

第
十
四
条
に
定
め
る
も
の
に
基
づ
く
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
提
供
に
当
た
っ
て
の
計
画 

 

二 

第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
提
供
の
記
録 

 

三 

第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

 

四 

第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

 

五 

第
三
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て

の
記
録 

第
三
章 

雑
則 

（
電
磁
的
記
録
等
） 

第
三
十
三
条 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
記
録
、
作
成
、
保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
等
（
書
面
、
書
類
、
文
書
、
謄
本
、
抄
本
、

正
本
、
副
本
、
複
本
そ
の
他
文
字
、
図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
情

報
が
記
載
さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有
体
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
行

う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
書
面
等
に
代
え
て
、
当
該
書
面
等
に
係

る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ

れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
書
面
等
の
交
付
又
は
提
出
に

つ
い
て
は
、
当
該
書
面
等
が
電
磁
的
記
録
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
書
面
等

の
交
付
又
は
提
出
に
代
え
て
、
第
四
項
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保

護
者
の
承
諾
を
得
て
、
当
該
書
面
等
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
記
載
事
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項
」
と
い
う
。
）
を
電
子
情
報
処
理
組
織
（
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
の
使
用
に
係
る
電

子
計
算
機
と
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回

線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使
用
す
る

方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
電
磁
的
方
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
当
該
書
面
等
を
交
付
し
、
又
は
提
出
し
た

も
の
と
み
な
す
。 

 

一 

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
の
う
ち
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の 

 
 

イ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
乳
児
等
支
援
給
付
認
定

保
護
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
接
続
す
る
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
送
信
し
、

受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法 

 
 

ロ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル

に
記
録
さ
れ
た
記
載
事
項
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
の

閲
覧
に
供
し
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ

た
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
の
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
記
載
事
項
を
記
録
す
る
方
法

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
を
受
け
る
旨
の
承
諾
又
は
受
け
な
い
旨
の
申
出
を
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ

た
フ
ァ
イ
ル
に
そ
の
旨
を
記
録
す
る
方
法
） 

 

二 

電
磁
的
記
録
媒
体
（
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
）
を
も
っ
て
調
製
す
る
フ 

ァ
イ
ル
に
記
載
事
項
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法 

３ 

前
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出

力
す
る
こ
と
に
よ
り
文
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
記
載
事
項
を
提
供
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
記
載
事
項
を
提
供
す
る
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
に
対

し
、
そ
の
用
い
る
次
に
掲
げ
る
電
磁
的
方
法
の
種
類
及
び
内
容
を
示
し
、
文
書
又
は
電
磁
的
方

法
に
よ
る
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
方
法
の
う
ち
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
が
使
用
す
る
も
の 

 

二 

フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
の
方
式 

５ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
承
諾
を
得
た
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
当
該
乳
児
等
支
援
給

付
認
定
保
護
者
か
ら
文
書
又
は
電
磁
的
方
法
に
よ
り
、
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
を
受
け
な
い

旨
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
に
対
し
、
第
二
項
に
規
定

す
る
記
載
事
項
の
提
供
を
電
磁
的
方
法
に
よ
っ
て
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
乳
児
等

支
援
給
付
認
定
保
護
者
が
再
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
承
諾
を
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

６ 

第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
書
面
等
に
よ
る
同
意
の
取
得
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に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
中
「
書
面
等
の
交
付
又
は
提
出
」
と
あ

り
、
及
び
「
書
面
等
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
記
載
事
項
」
と
い
う
。
）
」

と
あ
る
の
は
「
書
面
等
に
よ
る
同
意
」
と
、
「
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
項
に
お
い
て
準

用
す
る
第
四
項
」
と
、
「
提
供
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
得
る
」
と
、
「
書
面
等
を
交
付
し
、
又

は
提
出
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
書
面
等
に
よ
る
同
意
を
得
た
」
と
、
「
記
載
事
項
を
」
と
あ
る

の
は
「
同
意
に
関
す
る
事
項
を
」
と
、
「
提
供
を
受
け
る
」
と
あ
る
の
は
「
同
意
を
行
う
」
と
、

「
受
け
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
行
わ
な
い
」
と
、
「
交
付
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
得
る
」
と
、

第
三
項
中
「
前
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
各
号
」
と
、
第
四

項
中
「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
項
」
と
、
「
記
載
事
項
を

提
供
し
よ
う
」
と
あ
る
の
は
「
同
意
を
得
よ
う
」
と
、
「
記
載
事
項
を
提
供
す
る
」
と
あ
る
の

は
「
同
意
を
得
よ
う
と
す
る
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
第
二
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
項
各
号
」
と
、
第
五
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
項
に
お
い

て
準
用
す
る
前
項
」
と
、
「
提
供
を
受
け
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
同
意
を
行
わ
な
い
」
と
、
「
第

二
項
に
規
定
す
る
記
載
事
項
の
提
供
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
書
面
等
に
よ

る
同
意
の
取
得
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「
説
明
」 

 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
五
十
四
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
六
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営
の
基
準
を
定
め
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 

6
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議案第２９号 

宇部市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例制定の件 

  

１ 目的 

子ども・子育て支援法第５４条の３において準用する同法第４６条第２項 

の規定に基づき、特定乳児等通園支援事業の運営の基準を定める条例を制定

するもの。 

 

２ 概要 

１ 条例制定の経緯 

   子ども・子育て支援法（以下「法」という。）が改正され、令和８年度

から新たな給付として乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）が実

施される。 

乳児等通園支援事業者は児童福祉法に基づく認可基準を満たすことが求

められるとともに、法に基づく運営に関する基準を満たすことが求められ

る。 

この運営に関する基準を満たしていることの確認は、市町村が、国が定

める基準に従い、又は参酌して定める基準により行うこと、基準は条例で

定めることとされていることから、本市の基準を条例で定めるもの。 

 

２ 条例の主な内容 

（１）利用定員に関すること（第３条） 

（２）利用者との面談実施に関すること（第４条） 

（３）支払方法に関すること（第１２条） 

（４）運営規程に関すること（第１９条） 

（５）勤務体制の確保等に関すること（第２０条） 

（６）電磁的記録等に関すること（第３３条） 

 

３ 施行日 

  令和８年４月１日 



議案第４０号 

 

工 事 請 負 契 約 締 結 の 件 

 

下記のとおり工事の請負契約を締結することについて、宇部市議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和３９年条例第５８号）第２条

の規定により、市議会の議決を求める。 

  令和８年２月２０日提出 

 

                    宇部市長  篠  﨑 圭 二 

 

 

記 

１ 工  事  名  恩田学童保育クラブ施設新築（建築主体）工事 

２ 工 事 場 所  宇部市笹山町一丁目４番１号 

３ 請 負 金 額  一金 ２２７,６６７,０００円也 

          （うち消費税額及び地方消費税額 ２０,６９７,０００円） 

４ 契 約 の 方 法  一般競争入札 

５ 工 事 の 概 要  鉄骨造２階建て 

延べ面積 ４９９.６９㎡ 

６ 契約の相手方  宇部市大字妻崎開作８７４番地１ 

          宇部工業株式会社  

           代表取締役社長  河  野  剛   志 
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議案第４０号参考図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道１９０号 

配  置  図  

S = 1/400 

恩田小学校運動場 

恩田小学校校舎 

恩田学童保育 

クラブ施設 
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